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　理性と引き換えの天才など、なんの価値もない。




　神は数多あまたの不公平を行ってきたが、こればかりは許されるものではない。




　天才というプラスに狂気というマイナスを掛けると、極大のマイナスが生まれる。





（いずれも世界和平科学学会で発言された峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうに対する寸評）








　　　プロローグ







　──二年前。

「緊きん急きゆう停止しますっ！」

　部下の一人が、次々と点灯する赤ランプを前に叫んだ。

　赤いランプはいくつかのレバーやボタン、キーボードの操作音とともに、次々と消えていく。

「また失敗か」

　笠かさ原はら実みのるは肩を大きく落とすと、疲れたようにどさりと音をたてて椅い子すに座った。顔を両手で覆おおい、何が問題だったのか頭の中で洗い出しを行おうとして、ふん、と自分を笑ってしまう。

　問題点など最初から山積みだった。内蔵バッテリーの過大な重量、フレームの強度、最適にはほど遠いアルゴリズム。うまくいくほうがおかしい。それでもテストを強行したのは、プロジェクトの大幅な遅延に対して、度たび重かさなる上からの催さい促そくがあったからだ。

　だが、心のどこかでうまくいくのではないかと幻想を抱き、それにすがっていた自分が恥ずかしい。

「……主任」

「笠かさ原はらさん、どうしましょう？」

　手を解けば六年間一いつ緒しよにプロジェクトを進めてきた仲間達たちが、不安な面おも持もちで自分を見ている。彼らも、このプロジェクトが瀬せ戸と際ぎわに立たされていることを知っているのだ。

　どだい無理な話だったのかもしれない。自律行動する多目的多足型無人戦車。安っぽい言い方をするなら戦せん闘とうロボットの開発など、いまの技術ではクリアすべきハードルが多すぎる。

「やはり稼か動どうバッテリーの内蔵は難しいんじゃ？　一番のネックはそこです」

「……いや、それは無理だ。レプトネーターの目的は遊ゆう撃げき戦せん、ゲリラ戦はもちろんのこと偵察などの防衛も視野に入れている。長時間の連続単独稼動は不可欠だ。バッテリーを外部供給にするなんて、もってのほかだよ」

　部下の遠えん慮りよがちな声が聞こえてくる。

「……メイドイン峰みね島しまの技術なら、なんとかなるんじゃないですか？」

　何度も交わされた意見に笠原はあやうく心が動きそうになるが、かろうじて首を横に振った。

　人類史上最高にして最狂の科学者、あらゆる発明と狂気を世界に撒まき散らした男、峰島勇ゆう次じ郎ろう。十年前、謎なぞの失しつ踪そうの後もなお、世界に影えい響きようを与えるマッドサイエンティストの代名詞。人物と共にその技術までも嫌われることは少なくなかった。

「技術者のはしくれなら、自力で何とかしようと考えろ。だいたい峰島製の技術を取り入れるのに、いくつの許可と手続きが必要だと思う？　どれだけの時間がかかる？　いろいろ制約も監視もつく。そんなことは認められない」

　この言葉を最後に、皆が押し黙だまる。モニターには斜めになったロボットが、静止画像のようにぴくりとも動くことなく映し出されていた。

「みんな、ごくろうさん。今日の実験は終わりだ。上への報告は俺おれがしておく。今日のところはみんな休んでくれ」

　のろのろと皆が動き出す。

　誰だれかがつぶやいた「もうおしまいかな」という言葉が、笠原の心に突き刺さった。







「たいして期待はしていなかったさ」

　報告を聞いた本部長の声は冷たかった。隠そうともしない失望感とあざけりに、笠原は唇くちびるを噛かむ。

「しかし、クリアすべき問題は解わかっています。第一に内蔵バッテリーの軽量化と長時間化。これができればフレームの弱さはなんとかカバーできます。動作アルゴリズムも懸け念ねん材料を取り除くことにより」

「それは聞き飽きた。何年同じことを言っているつもりかね？」

　本部長はピシャリと止めた。

「君もそろそろ自分の進退を考えたほうがいい時期に来たようだね」

　何か言おうとする笠かさ原はらに、本部長は鬱うつ陶とうしそうに手を振った。

「もう行きたまえ。次に会うときが辞表提出のときでないことを祈ってるよ」







　笠原は自分の席に戻ると、疲れのたまった体を椅い子すに預けた。部屋にはもう誰だれもいない。散乱した書類が、むなしさをかきたてる。

　実験室の中で朽くちた虫のように倒れている実験機を見た。フレームが機体の重さに耐えかね曲がっている。目のような六つのカメラは光を失い、哀あわれみを増していた。

「……潮時か」

　ただ辞表を書く前に、やらねばならないことがある。自分の馬ば鹿かげた夢に六年間も尽くしてくれた部下達たち。彼らの居場所だけは確保しなくてはならない。

　机の引き出しから名刺簿をとりだし、いくつかのあてを探し始めた。

　そのとき、笠原のコンピュータ端末にメール受信を知らせる音が鳴った。

　送信者には「ククルス」という知らない名前が書いてあり、アドレスにも覚えがない。開くことをためらった。しかし「ダイダロスの迷宮」という変わったタイトルがどこか笠原の心をざわめかせた。念のためウィルスチェックをして、メールを開いた。

　それは奇妙な書き出しのメールだった。

『こんにちは、笠原君。私は故ゆえあって名を明かせない。しかし便べん宜ぎ上じよう名前がないと都合が悪いだろうから、そうだな、ククルスと呼んでくれ。

　さて、自己紹介はこれくらいにして、さっそく本題に入ろう。いま君が抱えている悩みの手助けをしたい。まず第一に、内蔵バッテリーの軽量化だが……』

　文字を追う視線が止まる。いったいこのメールはなんなのか。いったいどこからプロジェクトの極秘情報が漏もれたのか。このククルスとは何者なのか。

　しかしそうした疑問は、次に続く技術書によってどこかに追いやられてしまった。

「こんな方法があったか」

　笠原の喉のどが鳴った。実験機の最大の問題点であるバッテリー重量。それをクリアできる、まさしく盲点を突かれたような解消方法。

　時間を忘れ読みふけるうちに、さきほどまであった絶望感はどこかに消えていた。






　　　一章　追つい憶おく







　　　　　　　　１




　幼い頃ころは、ただただ大きな背中を追いかけるだけで精一杯だった。

　父に離されまいと必死に追いすがり、成なすことをまね、手伝い、語る言葉の意味を理解しようとする。それはとても困難であったが努力は実り、そばにいることはかろうじて許された。

　しかし父の語る言葉の意を理解する幼子を、まわりの人々は薄うす気き味み悪そうな目で見た。

　幼子は母の顔を知らなかった。一度だけ父に聞いたが、恐ろしい形ぎよう相そうで睨にらまれ、それ以来一度も母のことを口にしてはいない。

　同じくらいの歳としの子が両親と手をつなぎ、幸せそうに歩いているのを見ると、いつまでも後姿を目で追った。うらやましく、ねたましく、かなしく、ただ唇くちびるを噛かむことしかできない。

　その日も独り泣いていた。父に無能と怒ど鳴なられ、消えてしまえとなじられた。夕日に染まった公園のベンチで、涙をこぼし続けた。

　人気のない夕暮れの公園は、憩いこうどころか寂さびしさがつのる。

　いつものことだが、悲しみが薄まることはなかった。涙で流しきれない悲しみが、心に幾いく層そうにもこびりついているのを自覚するだけだった。

　そんな悲しみの淵ふちにいる幼子の泣き声を止めたのは、どこからか流れてくる美しい音色だ。

　いまにも風にかき消されてしまいそうなくらい儚はかない音だが、確かにそれは聴きこえてきた。

　幼子はあたりに目を向ける。遠く聴こえる音色の元は、涙でぼやけた景色の中にはなかった。どこから聴こえるのだろう。しばらく耳を傾けていた幼子は、まだ足の届かないベンチから飛び降り、音色に誘さそわれるまま歩き出した。

　音色は公園の真ん中から聴こえてきた。

　茜あかね色いろに染まる大きな噴水の前で、一人の老人がヴァイオリンを手に、美しい曲を奏かなでている。老人の細い手足に反して、ヴァイオリンから生まれる音色は、なんと美しく力強いことだろう。

　いつのまにか幼子は、老人の足元に座りこみ、曲に聴き入っていた。

　老人は微ほほ笑えんだ。それは幼子が初めて知った人の温ぬくもりだった。







　幸せな記き憶おくに身をゆだねるのは堕だ落らくだろうか。

　峰みね島しま由ゆ宇うはベッドで寝返りをうつと、ガラスの天てん井じようを見る。ガラスの向こうでは由宇を監視していた人間達たちが慌あわてて視線をそらした。

　由宇は再び目をつむり、記き憶おくをさかのぼる。

　あの老人との記憶、それが幼少期の自分の中で、もっとも人間らしい時間と言えなくもなかった。老人の優やさしさが、たとえ峰島勇ゆう次じ郎ろうに近づくためであっても、その命を奪うばうためであっても、あのとき見せた老人の優しい笑顔が嘘うそであるとは思いたくない。

　しかし。思いたくはないが、老人の温ぬくもりはすべて偽いつわりだろう。そうでなければ、幼い子供に爆弾入りのぬいぐるみを渡すはずもない。爆発した研究所の姿は、いまだまぶたの裏に強く焼きついている。

　昔のことを考えるようになったのは、心の中でなにかしらの変化が起こったからだろうか。

　再び目を開け、十年間暮らしてきた自分の部屋を見る。いや、この場所を部屋と称していいのかどうか。少なくとも人の住む環かん境きようではないだろう。

　ベッドや机、テーブル、椅い子すなどは一通りそろっている。研究用に使うコンピュータ端末もある。だが部屋の隅すみにあるバスルームの壁はすべてガラス張りで、床だけが無機質な灰色を反射していた。

　テレビもオーディオも、一応はある。しかしそこに流れる内容は、彼女を楽しませるためでなく彼女を縛しばるために存在し、どこにいても何をしていても、必ずガラス越しの視線とカメラが彼女を追う。

　地下１２００メートルに作られた奇妙な部屋。それは峰島勇次郎の最高傑けつ作さくを封じ込める牢ろう獄ごくだ。

　由宇が七歳の夏、峰島勇次郎は失しつ踪そうし、一人残された少女は日本政府に極ごく秘ひ裏りに保護された。その頭脳に世界を一変させる危険性と可能性を秘めて。

　あれから十年。

　十年間、毎日、ガラスの天井を見続けてきた。

　その果てにある空は遠く、陽ひの光を忘れた自分の肌は透すけるように白い。

　この生活には慣れた。慣れたと思っていた。

　しかしここ数日、心がきしむ。なぜかは解わからない。自分の心がロジックで解決できない。いらだちがつのる。

　また目をつむった。今度思い返すのは遠い過去ではない。ほんの二週間前の出来事だ。どこか能天気で、しかし心の底に強きよう烈れつな殺さつ戮りく衝しよう動どうをひそませた、アンバランスな一人の少年。

　この心の変調は、あのとき自分を助けてくれた少年が少なからずかかわっているのは明白だ。

　自分が誰だれも信じなくなった原因の一つ、誰にも話したことのなかった幼い日の出来事、爆弾が入ったぬいぐるみの話を、なぜかあの少年には素直に言葉にすることができた。

　──私はこれで大切なことを一つ学んだ。誰も信用してはいけない。きっと勇次郎さえも信用してはならない。

　──それは、違う。大切なことを学んだとは言わない。

　──そうかもしれない。君を見ていると、とくにそう思う。ただ私の生きる確率を高めてくれた教訓ではある。善よし悪あしはともかくとして、それは事実だ。

　少年と交わした会話を一字一句違たがわず正確に思い出す。

　あの少年との会話は、いくつかの驚おどろくべき発見があった。

　いままで誰だれにも心開かず、何も語らずにいた。自分の境遇や過去を口にしても、何が変わるわけではない。それならば言ってもしかたない。むしろ、つけこまれる隙すきをつくるだけ損だ、そう思っていた。しかし、言葉にして誰かにそれを聞いてもらうだけで救われるという、不思議な感覚を、由ゆ宇うは初めて知った。

　さらに、殺さつ戮りく衝しよう動どうの理由付けに自分を使うなと由宇が言ったとき、少年はびっくりするほど大きな声で激しく怒り、否定した。自分の考えがときに間違いであることも、由宇は知った。

　そしていま、十年間つらぬいてきたことが揺らごうとしている。

　なぜ自分は次の日、礼を言いに老人に会いに行ったのか。答えは簡単に出る。老人はぬいぐるみを渡すのが不自然でなくなるくらいに由宇と親密になるまでは、いつもそこにいたからだ。

　そしてぬいぐるみを渡すときも、いつもと同じようにこう言ったからだ。

　毎日ここにいるから、いつでもおいで、と。だから自分は、何も疑うことなく次の日老人に礼を言おうと公園に足を運んだ。

　自分は単純に老人を信じていた。だからこそ、ぬいぐるみが爆発した時間、自分は研究所でなく公園にいたのだ。

　人を信じることで、生きる確率が高くなることもある。

　一つの出来事の中に二つの真実は存在しうる。そんな簡単なことに今まで気づかなかった自分が馬ば鹿かに思え、笑みが自然と浮かんでしまう。だがそれもすぐに消え、由宇は真顔に戻った。

　ここまではロジックで解決できる。間違いは修正すればよい。だが、そこから先──老人は、はたして自分まで殺そうとしていたのかいないのか、そこまでは解決できない。

　ここ数日間、由宇を悩ませてならないのはその部分なのだった。何度同じところで思考を停止しただろう。いくら考えたところで老人の真意は解わからない。いまさら確かめようがない。だが何度ふりはらっても、その疑問は由宇を捕らえて放さない。

　いまここにあの少年がいたら、この疑問に答えてくれるだろうか？

　もう二度と会うことはないであろう、あの少年のことを思うと、少しだけ胸が痛んだ。だから由宇はすぐに、あの少年のことをこれ以上思い出さぬよう、閉じていたまぶたを重たげに開けた。

　再び目を開けると、さっきと同じようにガラスの天てん井じよう越ごしに監視員と目が合う。目をそらす動作の細部まですべて同じだ。

「潤うるおいがないな」

　部屋を見渡し、由ゆ宇うはベッドから勢いよく立ち上がった。

　ちょっとだけ贅ぜい沢たくをしよう。適当に押しつけられる画像や録音された音楽では、この心の渇かわきは満たされやしないだろうから。

　あのときの記き憶おくはあやふやで、どのような音色かは定かでない。再現できるだろうか。もし再現できたら、あのときの老人の気持ちが解わかるだろうか。

　目をそらした監視員に向かって、由宇は言った。

「岸きし田だ博士を呼んでくれ」

　白衣姿が板についた人の良さそうな初老の紳士は、息を切らせてやってきた。ここ、ＮＣＴ研究所の所長である岸田群ぐん平ぺいは、由宇がこう言うと、どこにいても何をしていても、どうしたのだね、とすぐにとんできてくれる。

「由宇君、どうした？　何かあったのかね？」

　いつもと同じ会話の繰り返しである。だが、今日の由宇の要求は、少しばかり岸田博士を困らせるかもしれない。

「ヴァイオリンが欲しい」

「ヴァイオリン？」

「ああ、楽器のヴァイオリンだ。そうだな、ストラディヴァリウスとグァルネリ・デル・ジェズあたりがいい」

　億の値がつくヴァイオリンの名に絶句する岸田博士を、由宇はガラスの床の下から楽しそうに見つめていた。




　　　　　　　　２




　乾いた空気にさらされた灰色の石せき碑ひの上で、水が入ったひしゃくを傾けると、上から下に水がしみこみ、その部分を黒色に変えていった。

　何度かそれを繰り返し、桶おけの水が半分に減ったあたりで、坂さか上がみ闘とう真まはひしゃくと桶を置くと、両手を合わせ静かに祈る。

　吐はく息は白く、風は頬ほおに刺さりそうな冷気を伴っていた。

　闘真が祈る石碑には、それが何を意味するのか示し唆さするものはいっさい書かれていない。しかしそれがかもしだす雰ふん囲い気きは、どことなく墓標を連想させた。

　石碑は緑が豊かに茂る高台の上にあった。野の外側は深い林が広がり、さらにその向こうは山々の稜りよう線せんがかすみ、人の手が加えられた物は闘真が祈る石碑のみである。

　十七歳の少年にしては、不釣合いな悲壮感が漂う。どこか幼さが残る横顔には、苦く悶もんとやりきれなさが滲にじんでいた。

　学友がその表情を見たら驚おどろき、闘とう真まに対する認識を改めるだろう。普ふ段だんこの少年はのんびりとしており、どこか間の抜けた印象がある。しかしいまの闘真は、平和を甘かん受じゆする同年代の少年少女とは明らかに異なっていた。違う経験をつみ、違う苦楽を味わい、違う世界で生きた証あかしが、祈る姿に表れている。

　石せき碑ひの前には線香と花束の他ほかに、なぜか無ぶ骨こつな木き鞘さやに収まった一振りの小刀が置いてある。その意味を問うものはいない。闘真以外に人の姿はない。人どころか動くものすらない。息が凍りそうな静けさの中、闘真は微動だにせず一心に祈る。

「申し訳ありません」

　しばらくして口から発せられた言葉は、魂たましいをしぼり出したかのように重い。

　長い静せい寂じやくの中で、いつしか雪がちらつく。雪は無音のまま、あたり一面をうっすらと純白に染めた。だが雪が降り始めたにもかかわらず、闘真は微動だにしない。頭をたれたまま、彫像のように動かない。

　陽ひが暮れるころ、闘真の頭に積もった雪が、はらりと落ちた。体がようやく時を取り戻す。

「四月も半ばを過ぎたというのに、ここではまだ雪が降りますのね」

　闘真が動くのを待っていたのか、背後から静かな少女の声が響ひびいた。

「……麻ま耶や」

　真っ白な毛皮のコートと上質なブーツで身を覆おおい、寒風にさらされているのは肩口で切りそろえられた髪と可愛かわいらしい顔立ちだけ。真まな目め麻耶。闘真の腹違いの妹である。

　なぜ自分がここにいるのが解わかったのかとは聞かない。世界の行く末すら左右する情報網を持つ真目家の人間に、その質問は愚おろかすぎる。

　闘真の父である不ふ坐ざを筆頭とする真目家は、何百年ものあいだ世界の中ちゆう枢すうで大きな権力を有してきた。遥はるか昔から情報戦を得意とし、いまなおそれを制し、現在も地位はゆるぎない。

　現当主、真目不坐につぐ地位を有しているとささやかれる娘の麻耶は、闘真の言葉に応こたえるかわりに、石碑の前に立ち、手にしていた花束を石碑にささげ、闘真と同じように祈った。

　しばらくして祈る手をとき、立ち上がった麻耶は闘真の顔をじっと見つめる。

「驚いたよ。あのとき過ごしていた屋敷は完全になくなっている。跡形もないんだね」

　雪に覆われた光景を前に、闘真は複雑な表情をした。

「お父様がすべて処分しました。いま、あのときのことを語るのはこの石碑のみです」

「……どうして、ここにきたの？」

「どうしてって決まっているでしょう？　兄さんはあれから二週間もたつのに、いっこうに会いにきてくださらないんですもの」

「まだ二週間だよ」

「もう二週間です」

「……そうだね、すまない、悪かった」

「謝らないでください。兄さんはすぐ……」

「麻ま耶や」

　妹の抗議をさえぎって、闘とう真まは目の前の小刀、鳴なる神かみの尊みことを目でさした。つられて麻耶の視線も、同じものを見る。

「これを返すかどうか、なかなか決心がつかなかったんだ。だから麻耶に連絡しなかった。ごめん」

　麻耶の一度開きかけた唇くちびるは、何も発することなく再び閉じた。麻耶にしては珍めずらしく、何かを言いよどんでいるようだ。

「ここに自分の足で来られるようになるまで、一年半もかかった。我ながら情けないよ」

　かわりに開いた闘真の口は、自じ虐ぎやく的てきな言葉を生む。麻耶は大きくかぶりを振り、闘真の言葉を否定した。

「まだ一年半しかたっていません」

　わずかな間をおき闘真は「そうだな」と同意の言葉をつぶやくが、とうていそう思っているようには見えない。麻耶の口調が強くなる。

「あのとき、真目家の血を絶やすためにきた侵入者達たちを阻そ止しするには、鳴神尊を使うしかありませんでした」

「ああ。そして僕は、鳴神尊で目覚めた禍まが神がみの血ちが暴走するまま、無関係な人達まで殺してしまった。屋敷にいた人達、全員だ」

「それを言ったら、私も同罪です！　あのとき屋敷にいた私は、殺さつ戮りく者しやの標的でした。兄さんは、私を守るために、鳴神尊を抜いたんです」

　妹の大きな鳶とび色いろの瞳ひとみに、薄うすい涙の膜まくがはるのを見て、闘真は慌あわてて妹の肩に手を置いた。

「……ごめん、麻耶。そうじゃないんだ。誰だれだって妹が襲おそわれそうになっていたら、迷うことなくその場にある武器を手にとるだろう。麻耶、解わかってるだろう？　問題は、もう一人の僕は相手を選ばず理由もなく、ただ欲望を満たすために人を殺すってことだ」

「だから、それは兄さんのせいじゃ……」

　妹の必死の言葉に、今度は闘真が大きくかぶりを振った。

「違うよ麻耶。僕のもう一つの人格をいいわけにはできない。それが……僕だよ。禍神の血をひいた、坂さか上がみ闘真という人間だ」

　悲しげな妹の顔を見たくはなかった。

「いままでは、なんでそんなふうに生まれたのかと、親おや父じを憎にくんで家系を憎んで、我わが身を疎うとんじて嘆いて逃げていたけど……」

　だが闘真は知ってしまった。もう一度、はっきりと見てしまった。二週間前のあのスフィアラボの事件で、消そうとしても絶対に消えない、もう一人の自分の姿を。

　──その頃ころから君の人格は二つに分かれていたのか？

　あのとき、長い髪をした美しい少女は問うた。

　どちらが本当の自分なのか、あの二週間前の事件まで、ずっと勘かん違ちがいしていた。否いや、正確には考えないようにしていたと言ったほうが正しい。

　──遺伝的殺さつ戮りく衝しよう動どうを真まな目め家はずっと抱えてきた。いや、より洗練させていったと言ったほうが近いか。しかし殺戮衝動を特化させればさせるほど、日常生活が不可能になる。真目家としては、それは好ましくない。そこで行ったのが人格の二分化。殺戮衝動を一手に引き受ける人格と、君のように日常をすごす人格に分けられた。

　彼女の言葉は正しい。最初にあるのは殺戮衝動なのだ。いまの自分こそが、作り上げられた人格なのではないか。

　平へい穏おんな日常を教えてくれた横よこ田たは死に、無自覚に峰みね島しまの遺産にかかわった自分には、手て酷ひどいしっぺ返し──殺戮衝動を持つ自分を生かすために、いまの自分があるという真実を、目の前につきつけられた。

　大切なものを守るために力が欲しいと思い、鳴なる神かみの尊みことを手にとったときから、本当なら覚かく悟ごしていなければいけないことだったのだろう。

「……兄さん、痛い」

　闘とう真まを我に戻したのは、妹のか細い声だった。

「……ああ、…ごめん」

　闘真は気づかぬうちに強くつかんでいた麻ま耶やの肩からそっと手を離し、石せき碑ひに向き直る。

「この間の事件で、はっきりと解わかったことがある。もう一人の僕は、僕なしでは生きていけない。そのための表の人格だ。そして、僕も」

　麻耶の眼まな差ざしが、自分の横顔に注がれているのを感じた。

「もう一人の僕の力を借りなくては生きていけない。平穏な日常を、代だい償しようなしには望めない。それが真目家に生まれた者の運命、僕が闘たたかわなくてはいけない人生なんだと思う」

　それは闘真のことを語っているようで、同時に麻耶のことも語っているのだった。この一つ歳とし下したの妹は、自分よりずっと昔から、真目家に生まれたことを受け入れているが、彼女の本音はどうなのだろう。

　普通の、同じ歳とし頃ごろの少女達たちのような平凡な日常に憧あこがれたりはしないのだろうか。

　麻耶を見た。彼女はもう闘真でなくただじっと、石碑の前に置かれた鳴神尊を見つめている。

「二年……、お父様は二年以内と言いました」

「何を？」

「殺戮衝動を受け入れるための、ていのいい理り屈くつを見つけるだろう、と。そうなりましたね」

　笑った麻耶の表情はどこか寂さびしげで、芯しんは冷めていた。

「そうだね」

　そして麻耶は、石碑の前に置かれた鳴神尊を手にとり、そっと雪をはらうと闘真の前に差し出した。

「これをお父様から託たくされたのは兄さんです。私は預かっていただけです。兄さんが持っていたいのなら、私にどうこうする権利はありません」

　鳶とび色いろの瞳ひとみはまっすぐに闘とう真まを見つめる。もう涙はない。澄すんだ瞳だ。ただその澄んだ瞳は残ざん酷こくに、奥に宿したものをもはっきりと映し出した。自分と同じ、ある決意をした者だけが持つ、暗い闇やみの色──闘真があの少女にだけは、根付かせまいとした闇の色だ。

　しばし見つめあった後、闘真は黙だまって鳴なる神かみの尊みことを受け取った。いつもより軽く感じたのは凍こごえた指先の感覚のせいだろう。

　右手に鳴神尊を持ち、左手で麻ま耶やの髪の上にのった雪をはらった。

　妹は少し恥ずかしそうに身を縮め、同じように闘真の髪の雪をはらった。

　麻耶の華きや奢しやな白い手に雪がつく。真っ白な雪は、彼女の手の暖かさですぐにとけて消えていった。

　二人の横に立つ石せき碑ひは冷たく動かない。真っ白に覆おおわれた石碑の上に、さらに雪は降り積もっていく。

　そして闘真の脳のう裏りに思い浮かぶのは、この二週間、片時も頭から離れることのなかった、一人の孤独な少女だ。表情のない端整な横顔。辛しんらつな口調。そして己の運命に立ち向かう姿。いま彼女がどうしているのか闘真には解わからない。しかし、一つだけ、確かに解ることがある。

　地下のあの部屋では、雪に凍えることすら許されないということだ。
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　春を感じさせるうららかな午後、公園は子供達たちの笑い声や小鳥のさえずりにつつまれていた。優やさしい風に木々の葉は心休まる音を奏かなでている。

　並木道に点在するベンチに座る男性も、ほどよく公園の雰ふん囲い気きに溶け込んでいた。

　歳としのころは三十代後半に見えるが、老成した雰囲気がそれを否定し、実年齢はもっと高いことをうかがわせる。上質の背広に、口ひげを生やした精せい悍かんな顔。新聞を読む姿は、営業に出たサラリーマンが公園で暇ひまをつぶしているように見えなくもないが、そのような境遇に甘んじる人物にも見えなかった。

　どこか異質でありながら、なぜかうまく公園になじんでいる。

　男性の読む新聞に、人影が落ちた。

「へへっ、お久しぶりです、伊だ達てさん」

　下品な笑いを浮かべたホームレスといっても差し支えない汚い身なりをした男は、どっこいしょと言いながら、新聞を読んでいる男性──伊達真しん治じの隣となりに腰を下ろした。

　伊達はチラと新聞から顔を覗のぞかせただけで、すぐにまた視線を新聞に戻してしまう。

「その格好、目立つぞ」

　二人の間だけに通じる小さな声で、伊だ達ては喋しやべった。

「他ほかの仕事の途と中ちゆうだったんでねえ。ここの駅前にだって俺おれみたいな格好したのなんてわんさかいるんで。そう目くじら立てなさんな」

「解わかった。首尾はどうだ？」

　ホームレス姿の男は、垢あかにまみれた──ようにメイクされた手を懐ふところに入れると、封筒を取り出して、伊達と自分の間に置いた。

「二ツ橋重工の例の機体のハードウェアとソフトウェア情報、開発初期段階から最新のものまで、全部詰まってますぜ」

　伊達が封筒を取ろうとすると、ホームレスの手が封筒のはじを押さえた。

「なんだ？」

「今回はちょっと手間取りましたよ。危ない橋もいくつか渡りましてねえ」

「報ほう酬しゆうはイロをつけて振り込んでおく。いつものところでいいな？」

　伊達は苦笑いで指を三本立てた。それを見たホームレス姿の男は満足げにうなずくと、封筒から手を離す。

「へへっ、催さい促そくしたみたいで悪いねえ。またごひいきにぃ」

　伊達のしかめっ面つらを背に、ホームレス姿の男は意気揚々と立ち去っていく。途中ですれ違った若い男も、ホームレスに顔をしかめた。

　若い男はそのまま伊達の座るベンチまでくると、ホームレスが座った側とは反対のほうに座った。若い男の名は八や代しろ一はじめ。伊達の秘書官をしている。
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　伊達はちょうど封筒を開け、小指の先ほどのチップを太陽に透すかして見ていたところだ。

「信用できるんですか？」

「情報屋は、情報以上に信用を大切にする。それは顧こ客きやく側にもいえることだ。やってくれ」

　チップを受け取った八代は背広の内ポケットからＰＤＡを取り出すと、手て際ぎわよくスロットに差し、ボタンを操作した。液晶モニターにアップロードの文字と、徐々に進行するインジケーターが表示される。

「転送完了です。どうでると思います？」

「さあな。あまりいい予感はしないが」

「嫌いやなこと言わないでくださいよ。伊達さんの予感は当たるんだから。自分はシロを望みます。やっかいごとはごめんです。解析にどれくらい時間かかるでしょう？　量が多かったからなあ。半日程度ですんでくれればいいけど」

　八代の言葉に、伊達はふっと表情をほころばせる。

「あの娘なら十分とかかるまい。まじめにやってくれればの話だが」

「まさか」

「賭かけようか？　十分で結果が出なければ、情報屋の割り増し料金は君の給料から差っ引こう」

「ええっ！　あれだけ高い情報料払っても足りないんですか？」

　伊だ達てが立てた三本指に、八や代しろは天を仰ぎ、額を叩たたいた。

「げっ、高いなあ。そんなのに払う余裕あるなら、俺おれの給料増やして欲しいですよ」

「どうせ使う時間ないだろ」

「そりゃそうですけど、気持ちの問題ですよ、気持ちの。だいたいどうして俺の給料から差っ引くことになるんですか」

「気持ちの問題だよ」

「またそうやってわけ解わかんないことを言ってはぐらかす。ああ、ウチは金食い虫だからなあ。ＮＣＴ研究所の維持費なんて、国家予算の０・２パーセントも使ってるんですよ。使し途と不明金として処理するには大きすぎるって、また今年も上から文句言われるに決まってる」

「文句を聞くのも給料のうちだ。老人達たちの愚ぐ痴ちの相手なんてボランティアだと思え」

「俺としてはシロ。例の新しい法案を通すためにも、ここで防衛庁といざこざ起こしたくないんですけど」

「なるようにしかならんさ」

「そんないい加減な」

　絶句する八代の手元でＰＤＡがアラームを鳴らした。

「八分三十秒。賭かけは俺おれの勝ちのようだな」

「もう好きにしてください。結果は……はあ」

　八や代しろはため息をつき、自分に死刑宣告するような口調で言った。

「無許可のＥＭが確認できました。クロです」

　伊だ達てはすばやく新聞をたたむと、並木道を足早に進んだ。八代はその後をすぐに追い、横に並んで歩く。

「伊達さん、どうしますか？　摘発するにも、違法ルートの情報なんて証拠にならないですよ」

「明後日、例の機体の起動実験だったな？」

「はい。防衛庁の高官の立会いの下で、大規模な実験を行うと聞いています。場所は弧こ石せき島とう。九州大隅半島から南東の沖合いにある小さな島です」

「Ａ－２７７を行使する」

「ええっ！　強制査察権限をですか？」

「シッポを掴つかむには、ちょうどいい」

「でも明後日ですよ。いまから無理やり割り込ませるのは、ちょっと。防衛庁もいい顔しませんよ」

「なんとか割り込ませろ。自衛隊の正式採用になってからのほうがやりにくい」

「せめて海外研修チームが戻ってくるまで待ったほうが。いま人手余ってないですよ。前回の事件の被害の立て直しも不十分だし、残りだけじゃ」

「時間と人は捻ねん出しゆつしろ。なんのためにおまえを部下にしてると思う？」

「そりゃあ、まあ。まいったなあ。慢性的な人材不足だよ、ウチは」

　頭を掻かきながら本当に困った顔をする八代だが、ぶつぶつ言いながらも手はスピーディにＰＤＡを操作し、何か方法はないか探っている。

「できればいまは、よそといざこざ起こしたくないんですけどねえ。例の法案の審議も近いっていうのに」

　八代の愚ぐ痴ちをＰＤＡのアラームが中断させた。

「モグラのお姫様が、何か話があるようです。一時間で来なければ、重要な情報を教えてやらないとかなんとか言っています」
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　雪が降るほどの寒さの夜、暖をとる手段が焚たき火びだけというのは心もとない。乾燥した気候のため、燃やす枝に事欠かないというのが唯ゆい一いつの好材料だった。

　闘とう真ま一人なら、この状況を気にもとめなかっただろう。優やさしげで少し気弱そうな容姿とは裏腹に、自然と生きる生活には慣れている。闘真が気に病んでいるのは、焚き火をはさんで座っている、アウトドア生活とはいっさい無縁な麻ま耶やのことである。絨じゆう毯たんのように厚い毛皮を体に巻いているのに、闘とう真まより寒そうにしている。無理もない。真まな目め家のお嬢じよう様さまとして育てられた少女には、酷こくな状況だ。

「はい、麻耶」

　麻耶は目の前に差し出されたステンレスの少しひしゃげたカップに、軽いカルチャーショックを受けているようだ。目を丸く開いて、手のひらの中のそれを珍めずらしそうに見ている。中を満たしているインスタントコーヒーの味など、想像もできないに違いない。

　おそるおそる一口だけすすり、びっくりする麻耶の顔を見て、闘真は納なつ豆とうを食べた外国人を連想した。

「見た目と香りはコーヒーに似ているのに、違う飲み物なんですね。これはなんという飲み物なのですか？」

　味には言及せず、麻耶は感想を口にする。

「いや、コーヒーだよ」

　再びカルチャーショックを受ける麻耶に、闘真は表情をほころばせた。

「麻耶はこんなところにいていいの？　真目家の仕事があるんじゃないの？」

　世界をリードする巨大コングロマリットとなった真目家の重じゆう鎮ちんの一人が、こんな山中で自分と野宿をしていることに、奇妙な違和感を覚えてしまう。

「昨日、勝かつ司しが日本に戻ってきました」

　麻耶は闘真より血のつながりの濃い兄を、名前で呼び捨てる。吐はき捨てるとまでいかないのは、麻耶の上品さゆえである。内容は質問の答えではなかったが、はぐらかすつもりではなさそうだ。

「勝司さんが？」

　麻耶が少し不満そうな顔をする。闘真が兄弟を呼ぶとき、敬称をつけるからだ。

「はい。戻ってくるような時期ではないので、おそらくスフィアラボの事件で、何か思うことがあったのではないかと推測しています」

　麻耶が兄を呼び捨てにするように、長男である勝司は勝司で、自分を脅おびやかす妹の存在を忌いま々いましく思っている。急に帰ってくるなど、麻耶にとってかんばしくない状況のはずだ。しかし麻耶の口調はまるで明日の天気を語るかのごとく簡単である。

「いくつか仕事を押し付けることができましたので、時間が空きました。だから心配なさらないでください。明日の朝には帰ります」

「だからって、こんなところで野宿しなくても」

「せっかく時間が空いたんです。兄さんの顔を見にきたのに、どうしてそんなに冷たいんですか？」

「冷たくしてるわけじゃなくて、ほら、じゃあ僕も一いつ緒しよに東京に帰るよ。それでどう？」

「兄さん？　勝かつ司しが帰ってきていると、言ったではないですか」

「ああ、そうか。あまり好かれてなかったからなあ」

「嫌われている、と表現するほうが正確だと思います。三年前、兄さんが私の守り目としてそばにいるのを、もっとも反対したのは勝司です。下げ賤せんの血がどうのこうのと、時代錯さく誤ごで滑こつ稽けいなことを言っていました」

「そんなに嫌われることした覚えないんだけど」

「兄さんは色々と恨うらみ妬ねたみを買いやすい立場であることを、自覚したほうがいいかもしれませんね」

　麻ま耶やはあきらめたようにため息をつく。

「兄さんは、鳴なる神かみの尊みことの継承者に選ばれている。私が信じているのは兄さんだけ。私と兄さんは、勝司や北ほく斗とにとって充分な脅きよう威いなんです。それをもう少し自覚して……、ああ兄さん、ここまで妹にストレートに言わせないでください」

　いらだちを飲み干すかのように、残りのインスタントコーヒーを飲みきると、麻耶はすくっと立ち上がり、自分のバッグをひっぱってきた。

「とにかく、私も今夜はここに泊まります。心配なさらないでください。準備は整えてきました」

　そう言って、テントの焚たき火びの前ではなんとも不釣合いな上等のバッグから、大きな袋に入った円柱形の枕まくらのようなものを出してくる。

「それ、何？」

「寝袋です。使うのは初めてですが、広げてチャックを開けて閉じるだけだと聞きました。兄さんのテントに二人分入れることは確認済みです。なんの問題もありません」

「ええ、ちょっと麻耶！」

　突然のことに驚おどろく闘とう真まにおかまいなく、麻耶は寝袋をまるで何かの戦利品のように抱え、テントに向かい、あたふたと意味もなくコーヒーカップを上下させる闘真にきっぱりと宣言した。

「兄さん。明日も早いことですし、そろそろ寝ましょう」







　いまはテントの前の残り火だけが照らすここは、一年半前まで瀟しよう洒しやな真まな目め家の別荘があった場所である。

　麻耶がこの場所で一いつ緒しよに寝ると言い、慌あわてたのにはわけがある。一年半前の凶きよう事じも、麻耶が守り目である闘真と一緒に寝るとダダをこね、闘真が母おも屋やに泊まったときだった。

　同じ場所で、同じような時刻、自分と一緒にいることで、麻耶の中に眠る封じられた記き憶おくが呼び起こされはしまいか。

　鳴神尊で理性をなくした闘真に殺されそうになった記憶。麻耶はよほどその事実が受け入れがたいのか、彼女の記き憶おくでは寸前に屋敷から逃げ出したことになっている。

　失った記憶の前後の時間軸と、どのような折り合いをつけているのか闘とう真まには解わからない。麻ま耶や自身疑問に思っている様子もない。記憶を封じるとはそういうことすら意識をさせないことなのかもしれない。

　オーバーテクノロジーとも言われる峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの技術をあえて廃し、それでも他企業や大国を相手にしてこられたのは、異常なまでの情報収集力だけでなく、その活用において類をみない巧みさがあるからだ。

「寝袋って、驚おどろくほど暖かいんですのね」

　そんな闘真の心配をよそに、真っ暗なテントの中で、麻耶ののんびりとした声があたりを満たす。

「兄さんが私の守り目になって、ここで暮らしていたとき、よくこうやって真夜中まで話をしましたわ」

　守り目というのは、真まな目め家の人間につく護衛の名称だ。通常は八はち陣じん家けと呼ばれる武芸に秀ひいでた家系から選ばれる。闘真は例外的に、三年前突然麻耶の守り目に任命された。父、不ふ坐ざの命令によってだ。どうしてそうなったのか、不坐の考えは解らない。

　しかし三年前の記憶は、自分と麻耶のこれまでの人生の中でもっとも、歳とし相応の少年と少女らしい幸福な時間だったといえるだろう。あの忌いまわしい夜がくるまでは。

「そうだね。ここで過ごした一年は幸せだった。三み木き本もとさんはちょっとうるさくて、春はる爺じいはいろいろとためになることを教えてくれた。野の地ぢさんは正妻の子じゃなくても胸張って生きろって。みんなみんな良い人だった」

「ええ、みんな私と兄さんをかわいがってくれました」

　故人と過去を語る二人の間にはもう、自じ虐ぎやく的てきな響ひびきも、自らの運命を哀あわれんだ湿っぽさもない。ただ。淡々と、二度と帰らないであろう幸せな過去を、暗くら闇やみの中に見るだけである。

　しばらくの沈ちん黙もくののち、麻耶がこちらに向く気配がした。

「兄さん」

　麻耶の声は、一変して静かに重く響いた。闘真はなるべくなんでもないことのように、言葉を返す。

「……なんだい？」

　麻耶の声は暗闇の中、ためらうように少しずつ、つむがれていった。

「……兄さん、鳴なる神かみの尊みことを持つにあたって、一つ約束して欲しいのです」

「……」

「峰島の遺産とかかわりをもつならば、そのときは細心の注意を払ってください。真目家が峰島の技術を排除しているのは、単純な理由からではありません。世界の勢力はバランスの上に成り立っているのです。遺産の技術を真目家が持とうものなら、真目家はつぶされます」

「……ああ、解わかってる」

　もぞもぞと、寝袋の中で麻ま耶やが動く気配がし、自分の頬ほおに細く冷たい指がふれた。

「兄さん、手を握っていてください」

　少しためらったのち、闘とう真まは麻耶の手を強く握り返した。少しだけ麻耶は安心したように、肩の力を抜く気配がする。

「……兄さん。私は真まな目め家の一員として生まれました。他人のプライバシーや秘密を握って、取引の材料に使う。そんな真目家に生きてきて、私は一つ学んだことがあります。情報なんて、秘密なんて、どんなことをしたって、絶対にどこからか漏もれてくるのです。対抗できる手段は一つだけ。誠実に生きることです。兄さんのように」

　麻耶は握った手を引っ張ると、闇やみに冷えた頬に当てた。

「私は、兄さんの横が一番安心するんです」

　その言葉を最後に、ほどなく麻耶の規則正しい寝息が聞こえてきた。きっと、忙しい中この時間を作るため、相当無理をしていたに違いない。この場所で闘真に会うことも、ずいぶんな精神的緊きん張ちようを強しいただろう。

　眠っていても、意識がなくても、麻耶の手は三年前と同じようにしっかりと自分の手を握りしめている。

　そんな妹に、真実を言えるはずがなかった。

　はっきりと、いまでも夢に見る。自分が妹にむかって刃やいばを振り下ろそうとしたことを、まだ生きている人間を見つけたときの喜悦に震ふるえた自分の心を、昨日のことのように思い出せる。

　いまこの瞬しゆん間かんも、枕まくら元もとにある鳴なる神かみの尊みことを抜いてしまえば、自分は狂喜して横に眠る妹を切り刻むだろう。
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「アレはどうしてる？」

　アレと表現したことで岸きし田だ博士は睨にらんだが、伊だ達ての表情に変化はなかった。

「いまは、ちょっと変わったことをしています」

　岸田博士は言葉を濁にごし、伊達をＮＣＴ研究所に招き入れた。

　ＮＣＴはＡＤＥＭアデム直属の非公開組織である。ＡＤＥＭとは、The Administrative Division of the Estate of Mineshima。峰みね島しまの遺産管理局のことを指す。

　ＮＣＴとは、Non‐Cognizable Technologyの略だ。認識外テクノロジー。峰島勇ゆう次じ郎ろうの発明は、総じて常識はずれのものが多い。皮肉をこめて、こう呼ばれる。

　ＮＣＴ研究所は人の通る道もない山奥に存在する。世紀の天才にして狂人、峰島勇次郎が生み出した研究の数々を、合法的あるいは非合法的に入手し、保管研究を目的とする組織である。

　いくつかの厳重なチェックを通り抜けて、伊だ達てと岸きし田だ博士は高速エレベーターに乗り込む。エレベーターは体が浮きそうになる速度で下降し、ＮＣＴ研究所の最重要区画、地下１２００メートルまであっというまに到達した。

　この研究所の地下１２００メートル、最下層に位置する場所は、極秘中の極秘であった。その特殊性は、ＡＤＥＭ非公開条令のＥ－０００からＥ－００９まで目を通せば、よく理解できる。

　要約すると、ＮＣＴ研究所の最下層の存在が外部に漏ろう洩えいし問題となった場合は、最下層区画ごと爆破し破は棄きせよと書かれている。そのさい人命が失われてもかまわず、それどころかＳ－００００１、最重要遺産とナンバリングされたものは、確実に破棄せよとある。

　伊達と岸田博士がエレベーターを降りると、奇妙な空間に出た。床はガラス張りで、その下には人間が生活する部屋らしきものが見えた。

　ガラス張りの天てん井じようから見下ろされる、プライバシー皆かい無むの部屋の中央で、Ｓ－００００１とナンバリングされた少女は楽しそうにヴァイオリンを奏かなでていた。

[image: ]

「アレにヴァイオリンの趣しゆ味みがあるとは知らなかったぞ」

　伊達が驚きよう嘆たんと不審を織り交ぜ、岸田博士に問うと「始めたのは二日前です」と驚おどろくべき答えが返ってきた。

　スピーカー越しに聴きこえる音色は、豊かでよどみなく美しい。音を出すことさえ難しい楽器を、眼下の少女はまるで五十年来のヴァイオリニストのような貫かん禄ろくをもって奏かなでている。

「二日練習してあれか？」

「練習と申しますか……」

　岸きし田だ博士はなんとも奇妙な顔をする。

「高名なヴァイオリニストが演奏している映像を、じっと見つめていただけです。実際に手にとったのは今日が初めてなんですよ」

　由ゆ宇うが何をしたか知り、伊だ達ては頭を抱えたい気持ちになった。ヴァイオリニストの動きをほぼ完かん璧ぺきに頭の中で解析したのだろう。彼女の卓越した頭脳と観察力をもってすれば、難しいことではないのかもしれない。芸術さえも由宇にしてみれば頭脳労働、数式へ置き換えられてしまうのか。

「努力という言葉を根底から否定された気持ちになるな」

「あの子は人一倍努力家ですよ。あまりそうした面は見せたがりませんが」

「なおのことたちが悪い」

　由宇は上体をわずかにそらし伊達の姿を確認すると、口の端で笑った。

　軽やかに動いていた弓を持つ手が、一度だけ力強く弦を引いた。スピーカーがハウリングしたかのように甲かん高だかい音を発し、伊達の足元のガラスに一いつ瞬しゆんにして蜘く蛛もの巣のようなひびが入る。割れて四散するまではいかないものの、破片は飛び散り、そのうちの一つは伊達の頬ほおを浅く裂いた。

　その様子を見届け、満足げにまた演奏に戻る由宇を、伊達は黙だまって見下ろす。二人の間にある割れたガラスの部分は、すぐにシャッターが下ろされ閉ざされた。

「この前と同じことでもするつもりか？」

　前回、由宇が脱走しようとしたときのことを思い出し、苦々しい顔をする。あのときも音を利用してガラスを割り、そのあと様々な知略でＮＣＴ研究所を混乱の坩かん堝かに陥おとしいれた。

　伊達の質問には答えず、少女は旋せん律りつに合わせ、歌うように話す。

「さすがはストラディヴァリウス。名器とうたわれるだけのことはある。グァルネリ・デル・ジェズも力強い音色で好みだが、思い通りの波長をかなえる精度では一歩劣るのが残念だ」

「ふん、しょせん猿さる真ま似ねだ。心のこもっていない演奏になんの価値が……、ストラディヴァリウスだと？」

「とグァルネリ・デル・ジェズ」

　伊達のうわずった声に、由宇はやんわりと修正を加える。

「いったいいくらすると思ってるんだ！」

「億かな。いや、十数億か。詳しい購入価格は岸田さんに聞いてくれ。私はそこには関与していない」

　突然矛ほこ先さきを向けられた岸田博士は大おお慌あわてである。

「いや、私はただ！」

「岸きし田だ博士、何度言ったら解わかるんです？　アレに甘い顔はするなと。それに予算はどうしたんですか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。予算のほうは。交換条件として由ゆ宇う君からいくつか知識を頂いてます。常温下でも摩ま擦さつ係数が限りなくゼロなコーティング剤とか、保管中の遺産の用途とか」

「普ふ段だんは出し惜しみするくせに、こういうときだけは……。小娘め」

　こめかみを強く押さえて、伊だ達ては頭痛を無理やり遠ざけた。

「それで、ご自慢の楽器を披ひ露ろうするために呼んだわけではないだろうな？」

「それも半分」

　気持ちよさそうに演奏しながら、由宇はいけしゃあしゃあと答える。

「残り半分は？」

「明後日の強制査察のことなんだけど」

「そんなものはない」

　平静な声の裏に動揺を隠すが、由宇はおかまいなしに話し続ける。

「気になることがある」

「人の話を聞け」

「私を同行させるように」

「査察の予定はない。あったとしても、おまえを外に出すと思うか？」

「出す」

　由宇はあっさりと言ってのけた。

「私が査察で何を見極めたいか、それを知れば否いや応おうなく出したくなるだろう」

　由宇はまた、ストラディヴァリウスの旋せん律りつに合わせ、楽しげに歌うようにそれを口にする。伊達の表情がこれ以上にないほど強こわ張ばったのを見て、由宇はさらに軽やかなメロディを奏かなでた。

「条件がある」

　伊達の表情には、まだ葛かつ藤とうがある。

「おまえには前と同じように致死性の毒カプセルの注射をさせてもらう。二十四時間以内に解げ毒どく剤ざいを打たなければ、カプセルが融ゆう解かいしおまえを殺す。さらに拘こう束そく具ぐの着用も義務付ける。場合によっては、ヘリの椅い子すにくくりつけたまま外に出さない。それでいいな」

　ちょうど曲が終わり、最後の弦を引き終わった由宇は、苦虫を噛かみつぶしたような顔の伊達を見て、ニヤリと笑った。

「賢明だね」
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　少女の闘たたかう姿に少年は見とれた。

　少女の闘う姿はまるで、舞踊のようだった。長い手足は綺き麗れいな弧を描き、足と床が奏かなでるリズミカルな音は聞き惚ほれてしまいそうなほどだ。

　少女に闘いを挑む者達たちは、次々とその美しさの前に倒れていく。

　無む駄だな動作を極限まで削そぐと、こうも美しくなるのか。賞しよう賛さんの想おもいだけが次々とあふれてくる。だから少年の奥底に眠る本能が、命令する。

　──殺せ。

　──彼女を、殺せ。

　──殺せ、殺せ、殺せ、殺したい、殺したい、殺し

　寝袋から飛び起きた闘とう真まは、咆ほう哮こうを冷気と一いつ緒しよに無理やり口の中に呑のみ込んだ。

　──殺せ。

　衝しよう動どうは目覚めても収まりはしない。それどころかさらに強くなっていく。闘真の中に眠る殺さつ戮りく衝動は、彼が好敵手として認めた峰みね島しま由ゆ宇うとの殺し合いを、狂おしいまでに欲していた。

　凶きよう暴ぼうな感情が内で暴れまわる。心臓をわしづかみされるようなそのうねりに、脂あぶら汗あせを浮かべながら対抗し、必死に鎮しずめようとしても、自然にうめき声が出てしまう。

　麻ま耶やに気づかれてはならない。自分の隣となりが一番安心できると言った妹に、こんな姿を見せるわけにはいかない。

　横にいる麻耶は、まだ静かな寝息をたてていた。その姿に安あん堵どする。

　しかし、それは失敗だった。麻耶の寝息に心の裂け目がまた大きく脈打った。内なるもう一人の自分は笑った。

　──ここにもいるじゃないか。極上の獲物が。

　右手がゆっくりと枕まくら元もとの小刀、鳴なる神かみの尊みことをつかんだ。鯉こい口ぐちからわずかに現れた刀身は、雪の夜すら凍こごえさせる光を放つ。

　とっさに左手で右手を押さえる。しかしすでに固く握られた鳴神尊は半ばまで姿を見せていた。それを無理やり押し込めた。

　しかし殺戮衝動はとどまるところを知らない。なお凶暴な感情は、小刀を抜こうとする。

　隣で寝ている麻耶は気づかない。しかし眠りが浅くなっているのか、寝袋の中で大きく寝返りをうった。寝袋はわずかにはだけ、麻耶の雪のように白い喉のどが外気にさらされた。曇くもりのない肌に、もう一人の闘真は狂喜した。

　──この娘の喉に、真っ白な世界に、紅あかい華はなを咲かせよう。真っ白な世界に壮そう麗れいな死を。

　内なる自分は無情の笑みを作る。

　──ふざけるなっ！

　テントから這はい出る。まだ明けきらぬ夜の冷気が、肌に刺さった。

　額で右の拳こぶしを打つ。何度も何度も打つ。額が裂け血が鳴なる神かみの尊みことと手を汚した。それでもかまわず打ち続ける。

　東の空が白み、夜明けが近いことを教えた。

　もう何度繰り返しただろう。陽ひのまぶしさに目を細める頃ころ、ようやく殺さつ戮りく衝しよう動どうが去った。

　痛む頭と右手を雪で冷やし、血の跡は雪に隠した。

　いつのまにか目覚めていた麻ま耶やは体を起こすと、自分の横の寝袋が空になっていることに驚おどろき、朝の冷気に自分の体を抱きしめながら、テントの外に出た。

　そこに闘とう真まを見つけると、少し驚いた顔をする。頭に巻かれている血のしみた布の切れ端に、表情を曇くもらせた。

「額を、どうかされたのですか？」

「ちょっと林の奥に行ったら、太い枝にぶつけちゃって。おかげで、寝ぼけてた頭がすっきりしたけど」

「どうして、林の奥に行かれるのです？」

　食い下がる麻耶に、闘真は平静を装って笑った。

「何をそんな真ま面じ目めな顔で聞きたがるかな。朝起きて一番に林の奥に行くなんて、トイレにきまってるだろ？」

「……あ、す、すみません、兄さん」

　そう言いながら少しだけ頬ほおを赤くそめ、麻耶は安心したように微ほほ笑えんだ。この表情だけは守らなくてはならない。

　額がズキリと痛んだ。
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　弧こ石せき島とうと呼ばれる島は、普ふ段だんは人気もなく静かな場所だった。

　その名が示すとおり、島の形は弧を描いており、昔は豊かとはいえないが緑があった。銅鉱町として栄えた名な残ごりで、いまは島全体が廃はい墟きよと化した建物とコンクリートで固められ、自然と呼べる物は何一つ残っていない。

　普段は島の端にぽつんとある、役目を失った高い灯台が島の静けさを強調していたが、この日は違った。朝方から立ち込めだした霧きりを裂き、何機ものヘリが灯台を迂う回かいし、島の開けた場所に次々と着陸する。着陸したヘリから次々と降りてくる武装した自衛隊員、大勢の怒声、エンジン音や鉄筋やコンクリートのぶつかるような騒そう音おんが、ひっきりなしに飛び交っていた。

　その中で、今日発表される新型兵器の開発主任、笠かさ原はら実みのるは輸送ヘリに運ばれゆっくり降りてくるコンテナを、我わが子のように優やさしい視線で見つめていた。

「笠かさ原はら主任」

　騒そう音おんの中で、場違いな若い女性の声が響ひびいた。鈴をころがすような声の主は朝あさ倉くら小さ夜よ子こ。

　このプロジェクトの中で最年少の技術者だ。軽くカールさせた栗くり色いろの髪を後ろで結い上げバレッタでとめ、それと同じ色の柔らかなカーディガンを羽は織おっている。だが彼女をもっとも特徴付けているのは、技術者らしからぬ小こ綺ぎ麗れいな服装でも、二十代半ばには見えない童顔でもなく、彼女が盲目だということだった。

　目の見えない小夜子の歩みを見ていると、どこか危なっかしく、つい手を貸したくなる。だがそれが普通の小夜子は慣れたもので、足元の機材につまずきそうになりながらも、転ぶことなく笠原の真横に立った。

「とうとうここまで来ましたね」

「ああ、長かった。八年かかったよ。八年か。長いようで短かったな」

　小夜子が隣となりでクスッと笑う。

「いったいどっちなんですか、笠原さんは？　長いって言ったり短いって言ったり」

「あ、ああ、そうか？　ちょっと緊きん張ちようしてるんだ」

「本当に長いようで短かったですね。いままでのことを思うと、今日、この日を迎えられたことが夢のようです」

　小夜子はその閉じた瞳ひとみで、何かを懐なつかしむように言った。

「二年前、笠原さんのアイディアがきっかけになって。それからはずっと順調に。まさかあんな方法でバッテリーの問題を解決するとは思いませんでした」

　その言葉を聴きいた笠原の表情に、暗い緊張感のようなものが混じる。小夜子は敏感に気配を感じ取ったのか、笠原に問うてきた。

「笠原さん？　どうかされましたか？」

「いや、なんでもない。疲れているだけだ」

「そうですか。そうですよね。今日までだって、最終チェックでほとんど寝てませんものね。でも、今日の日があるのは、全部笠原さんのおかげです。バッテリーだけじゃありません。あれからもずっと、すごいアイディアをいっぱい出してくださったからです」

「俺おれ一人の力じゃ……ない」

「またまた謙けん遜そんですか？　ほんと、謙虚な人なんですから」

　小夜子の微ほほ笑えみに笠原は素直な謝辞を返すことができなかった。何か言い訳を探すように視線を落ち着きなく動かし、話題を変えようとし、そして話題を変える理由を人ごみの中に見つけだした。

「副長官の杵き島しまさんだ。彼がいなければこのプロジェクトはなかった」

　笠原が頭を下げると、杵島と呼ばれた男は軽く手を振って応こたえた。

「ちょっと挨あい拶さつをしてくる」

　笠かさ原はらは小走りにかけていってしまう。小さ夜よ子こは、騒そう音おんの中に一人残されてしまった。




　上空から、巨大なコンテナが、音を立てて地面に落ちてきた。

　地じ響ひびきを抑えるかのように、空気を失った巨大なパラシュートがコンテナの上に覆おおいかぶさる。すぐさま数名の人間がパラシュートの撤てつ去きよと、厳重に閉じられたコンテナの開封に取りかかった。

「ついに到着か」

　タカ派で知られる防衛庁副長官、杵き島しま辰たつ夫おは、厳格を絵に描いたようないかつい顔を少しだけ緩ゆるめた。コンテナを見る目は期待と興こう奮ふんで子供のように輝いている。

「この日が来るのをどれだけ待ちわびたか。本当によくやってくれた笠原君」

　隣となりにいた笠原も感極まるといった感じで、強こわ張ばった顔をぎこちなく上下させた。

「杵島副長官のご尽じん力りよくがあったからこそ、なんとかここまでこぎつけることができました」

「私は何もしとらんよ。したといえば期待くらいだ」

　そして、もう待ちきれないといったふうに、杵島が言う。

「そろそろお披ひ露ろ目めしてほしいのだが、いいかね？」

　杵島の言葉にうなずいた笠原が合図すると、開封されたコンテナの中から現れた黒い箱を、男が数人がかりでとりはらった。

　そこにいる皆が息を呑のむ。しかし、黒い箱の中からレプトネーターが姿を現すと、失望したといわんばかりのため息がそこかしこから聞こえてきた。特に、自衛隊一小隊、四十人あまりの男達たちは、あくまで任務中の無表情を保とうとしていたが、それでもなお、あからさまにがっかりした様子を見せる。ため息の中には失笑ともとれる声もあった。

　誰だれもが期待した自律行動式多目的多足型戦車。ひらたく言えば戦せん闘とう用ロボットには、少なからぬ夢と幻想を抱いていた。しかし実際に姿を見せたのは、ガラクタとしか思えない、軽自動車ほどの鉄の塊かたまりだ。

　しかし笠原はその反応を予測していたのか、手塩にかけた兵器への反応に、むしろ満足げな表情を崩くずさない。

「ふふ、見たまえ笠原君。皆、私が初めて見たときと同じ反応をしている。しかしすぐ驚おどろきに変わる。私のときと同じようにだ」

　杵島副長官もなんともおかしそうにする。笠原も笑顔を返すと簡易制御室に向かって合図を送った。

　すると、まるで複雑な知恵の輪が解けるかのように、鉄の塊とそのまわりのガラクタにしか見えなかったものが勝手に転回し、細長い八本の脚となり力強く地をかみ、一拍の間をおいた後、音もなく立ち上がった。

　Ｌｅｐｔｏｎｅｔａレプトネーター。その機械の開発コードネームだ。蜘く蛛もの意を持つその単語が選ばれたわけは、動く姿を見れば誰だれもが納なつ得とくする。胴より長い八本の脚、カメレオンの目のように落ち着きなく動く六つのカメラアイ。兵器としての冷たい凶きよう悪あくさと、虫が人に抱かせる生理的嫌けん悪お感かんをあわせもった姿だった。
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　劇的な外観の変わりように、さきほどまで漂っていた失望感は、一いつ瞬しゆんにして消し飛んだ。

「もしかしたらこのような兵器の変形など、技術者の子供じみたお遊びだと思う方もおられるかもしれません」

　笠かさ原はらも、さきほどまでのどこか臆おく病びような物言いではなく、意気揚々と語り始める。

「が、明確な理由は存在します。最初の形態はまず運うん搬ぱん性せいの向上。さらに、あとでお見せできると思いますが、自由度の高い形状変形と高度なモジュール化およびパーツ化により、狭い場所での行動も可能とします。たとえば、そう……窓から逃走する人間を追えないケースがあってはならないのです。市街地での用途が限定されては、何も意味はありません」

　杵き島しまは大きく何度もうなずいて、笠原の手を無ぶ骨こつな両手で強く握ってきた。

「一時期は計画の頓とん挫ざもささやかれた。しかし私は君を信じていたよ」

「ありがとうございます」

　そう言うと笠原はもう一度、簡易司令室に合図をする。それにともないレプトネーターは再び形状を変え、もとのガラクタの塊かたまりにしか見えない姿に戻った。だが、その場に再び失望感が蘇よみがえることはなかった。

「もう少し見ていたいのだが。出し惜しみかね？」

「いまは予備電源で動いているので、停止させました。人工衛星シグマが電源供給可能域に達したとき、いやというほどその勇姿をお見せできます。レプトネーターは無む尽じん蔵ぞうのエネルギーを得るのですから」

「レプトネーターか。開発コードネームだったが、そのまま正式採用しても問題なさそうだな。なにより、強そうではないか」

　杵き島しま副長官は豪快に笑うと、静止したレプトネーターを見て目を細めた。

　しかしその笑いも、すぐに上空から鳴り響ひびくヘリコプターの音にかき消された。ＡＳ３２２Ｌ、通称スーパーピューマ。陸自も採用している要人空輸用ヘリコプターだが、側面にマークされているロゴは、陸自のそれとは違った。

「あのロゴは、まさか？」

「日の丸のない不届きな連中など決まっておる。ＡＤＥＭだ」

　杵島副長官は、いらだちをそのまま声にした。

「強制査察権を行使してきた。レプトネーターに無許可ＥＭの使用の可能性があるとな」

　無許可ＥＭと聞いて、笠かさ原はらは憤ふん慨がいする。ＥＭとはＡＤＥＭのＥＭ、峰みね島しまの遺産技術を指す。厳しく管理されている遺産技術の使用には許可が必要だ。

「なんでＡＤＥＭが出てくるんですか？　レプトネーターに遺産の技術なんて使われていませんよ！」

　声を荒らげる笠原に、杵島も大きくうなずき返した。

「自分達たちはこそこそ隠し事をしておいて、こちらのほうにはすぐに強制執行権だのを振りかざし、査察という名目で侵入してくる。そのくせ、たいした成果もあげていない。まったく分をわきまえない目め障ざわりな連中だ」

　そんな杵島の言葉をあざ笑うかのように、悠ゆう々ゆうと広場の一等地にヘリは着陸した。そこから降りてきた人物に、さきほどとは違う意味の注目が集まった。

「彼は？」

　笠原の問いに、憤いきどおりを隠さず杵島が答える。

「ＡＤＥＭの責任者、伊だ達て真しん治じだ。まさか彼が直じき々じきにやってくるとはな」







「ようこそ。こんなへんぴなところまでお出ましいただいて。あなたをおもてなしするほどの物は何もありませんが、どうぞごゆっくり」

　招かれざる客をもてなす挨あい拶さつを杵島が述べる。伊達も平然と返してきた。

「何もないなんて、ご謙けん遜そんを。さきほどの動き、ヘリの上から見させていただきましたよ。まさに百聞は一見にしかず。来てよかったと思いました」

　笠かさ原はらは冷や汗をかきながら、まるで学生時代からの友人であるかのごとき微笑を浮かべて交わされる二人の会話を聞いていた。

　まるで狐きつねと狸たぬき。この場合、体型からいって杵き島しまが狸、伊だ達てと呼ばれた男が狐だろうか、そんなどうでもいいことをつい考えてしまう。

「で、では私は起動実験の準備がありますので」

　あとずさるようにそろそろと後退し、視界から消えたあたりで笠原はきびすを返した。

　上の揉もめ事は現場主任である自分の守備範囲外だ。巻き込まれるのはごめんだった。それに、本当に起動実験までに急いで戻らないといけない。まだ最終段階の仕上げが残っているのだ。

　足早に制御室に向かう笠原は、なんの気なしにチラリとＡＤＥＭのヘリを横目でかすめた。開け放しの出入り口から数人の男達たちが降りてくる。そのあとで、あまりに意外なものが笠原の足を止めた。それがなんなのか理解できず、笠原は目をこすった。理解できないというよりも、あまりに場違いな光景のため、我わが目を疑ったのだ。

　ヘリの中にいる人影。見まちがいでなければそれは、分厚いベルトで椅い子すに拘こう束そくされた少女に違いなかった。非常識きわまる光景だが、確かにその少女はいた。

　さらに気のせいでなければ、少女は目隠しされた顔で笠原の顔を見、微ほほ笑えんだ気がした。いや微笑むと表現するのは適切ではない。何かを見み透すかしたような笑み、心の奥底を土足で覗のぞき込まれるような感触。にもかかわらず微笑みと感じたのは、少女の魅み力りよくゆえだ。目隠しによって顔の下半分しか見えないにもかかわらず、容姿の美しさを期待せずにいられない細い顎あごと形のいい唇くちびるをしていた。

　これはいったいなんなのか。

　笠原の問いに答えるものは誰だれもいないまま、ヘリは必要な人間を外に出すと、奇妙な少女を中に残したまま出入り口をすぐに閉じ、奥のヘリポートに向かって飛び立っていってしまった。
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　麻ま耶やは史上最高と表現してもいいほど上じよう機き嫌げんである。

　雑務に等しい、閲えつ覧らん署名以外なんの意味もない書類の束を前にしても、麻耶はニコニコと笑みを絶やさず、一枚一枚丁てい寧ねいかつスピーディに処理していく。

　さらに麻耶は鼻歌まじりで、意味不明のことまで話し出す。

「朝ごはんに、焚たき火びで焼いたウインナーのようなものを食べましたの。インスタントコーヒーは、まるで魔法みたいな飲み物ですわ」

　わけのわからない言葉に、側近の一人は、

「はあ」

　と適当な言葉を返す。麻ま耶やは鼻歌を歌い続けた。

　彼はなぜ彼女がそんなに機き嫌げんが良いのか不思議だった。普ふ段だんは必要なとき、つまり彼女の微ほほ笑えみで仕事上の何かが有利に働くような場合を除いて、麻耶はめったに笑わないからだ。まさかそれが、昨日兄が作った朝食のせいだとは思うまい。

「着陸体勢に入ります。お気をつけください」

　麻耶が足代わりに使っているＶＴＯＬ機のパイロットが声をかける。

「ご苦労様です」

　麻耶のことを何も知らない男が見れば、自分に対して好意を抱いているに違いないと勘かん違ちがいさせるであろう天使のごとき微笑を浮かべると、窓の下に見えるヘリポートに目をやった。

　だが、窓の外の景色を見るなり、麻耶の表情が突然不機嫌なものに一変した。その落差たるや、エンジェルフォールの滝よりも大きい。

　ヘリポートでは一人の若者が、降りてくるＶＴＯＬ機を見上げていた。眉び目もく秀しゆう麗れいと表現してもお世せ辞じにならない容姿を、イタリア製のスーツで包んでいる。

「おひさしぶりです、勝かつ司しお兄様」

　タラップを降りてきた麻耶の、お兄様という言葉にこもった皮肉のアクセントにも、真まな目め家の長男である勝司は余裕で返す。

「やあ、ひさしぶりだね」
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　容姿をパーツ単位で比較するなら共通点は多いが、しかし二人を似ていると評する人は少ないだろう。雰ふん囲い気きも似ているのに、それでもなお人に違い和わ感かんを抱かせるのは、お互いがお互いのテリトリーには決して入らせないという、敵対する野生動物のような、目に見えないオーラを放ちあっているせいかもしれない。

「会うのは三ヶ月ぶりになるか」

「急ぎの用件がありますので、また後ほど」

　麻ま耶やはそっけない言葉を残し脇わきを通り抜ける。勝かつ司しはその腕をつかみ無理やり制止させた。

「なんの用ですか？　急ぎの用事があると……」

　強く握られた腕の痛みに、麻耶が抗議の声をあげる。

「麻耶。君は一番大事なことを忘れたのかい？　真まな目め家は峰みね島しまの遺産にはいっさいのかかわりを持たないということを」

「もちろん、忘れるわけがありません」

「スフィアラボの事件はどう説明する？」

「あれは仕方のないことです。お父様も了承済みです」

「見逃した、というのが正解だろう？」

「いいえ、半分以上はお父様の力でした」

　悔くやしいことにそれが正解だった。あの後の情報操作の半分以上は父によって行われた。少しでも自分は父を超えられるのではないか、そんな麻ま耶やのささやかな自信は見事に打ち砕かれた。

　いま思い出しても自分の力の及ばなさに、麻耶はほぞをかむ思いだ。しかし、そんなことは気づかぬのか気づかぬふりか、勝かつ司しは続ける。

「ともかく、峰みね島しまにはいっさいかかわるな。この我わが家の大事な家訓は、いつの間にかなくなっているようだ。長男の僕が知らぬ間にね」

「ですからあれは例外です」

「そうかな？」

「お兄様？」

「闘とう真まに会っただろう」

　まるで汚いものでも吐はき捨てるように、勝司はその名を口にした。

「兄さ……闘真に会ったとして、何か問題でもありますか？」

「問題？　さあね、自分の胸に手をあてて聞いてみたらいい」

「話はそれだけですか？」

　勝司は肩をすくめた。麻耶は不快を隠さない足取りで横をすり抜ける。

「そうそう、よくもまあ都合よく、ギリギリのタイミングでＡＤＥＭに情報が入ったものだ」

　勝司は肩越しに振り向くと、にっこりと微ほほ笑えむ。麻耶はその顔が大嫌いだった。その裏にいくつもの打算を秘めている。闘真の、心をそのまま映したかのような心温まる笑顔とは違う。

「都合よくですか？」

　麻ま耶やは立ち止まり勝かつ司しの言葉を反はん芻すうし、その意味を考えた。

　勝司は峰みね島しま由ゆ宇うの存在を知らないはずだ。麻耶が存在を知ったのも、一年前、不ふ坐ざからアジアの大きな情報網をまかせられるようになってからだ。

　逆に英米、ＥＵ諸国の情報に麻耶はうとい。うといといってもそこに腰をすえる勝司と比べたらの話で、通常の業務には十二分すぎるほど情報は入ってくるが。

　勝司は二週間前のスフィアラボ事件に、自分の知らない重大な何かがあると感じ取っている。その揺さぶりとしてＡＤＥＭが動くように情報を流したのだろうか。

　いや、それだけではないと、麻耶の勘かんが告げる。何か他ほかにもかかわっている。それがなんなのか解わからないのがもどかしい。

「考えてみましたけど、やっぱり私には解りません。お兄様のほうが、よほど恵まれた情報網をお持ちですわ。家訓については、私ではなくお父様に、直接お聞きになってください」

　麻耶はもう笑顔を作ることもせず、無表情のまま今度こそ前を向き、その場を立ち去った。
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　目が見えなくなって久しい小さ夜よ子こは、大抵のことはなんとか一人でできるし、予測できる範囲内のトラブルの回避方法も知っているが、今回の仕事では大きな誤算が一つあった。

　小夜子以外に、女性らしき姿は、防衛庁の高官達たちにも、自衛隊員にも、ＡＤＥＭの査察メンバーの中にも、彼女の職場とする二ツ橋重工から派遣された技術スタッフの中にも、どこにもいないらしいということである。

　それがなぜ彼女を危機に陥おとしいれたのかというと、老ろう若にやく男なん女によ等しく訪れる生理的現象を解消する場所が見あたらなかったからだ。小夜子は下半身をもじもじさせながら、せめて男性用のものをと思ったが、輸送途中に破損したらしく、異臭を放つそれを使う人間は誰だれもいなかった。

　それでも男性陣に混乱はなく、小夜子と同じ生理現象におちいったとしても、ワイルドかつ原始的な方法で解消しているらしいことに気づいたとき、彼女は泣きたい気持ちになった。

　しかし事態は急を要した。誰かに相談しようかと思ったが、慎つつしみ深い小夜子は、どうしてもためらってしまう。

　──とにかく、どこか、人のいないところまで……。

　おろおろし、あたりを歩き回る小夜子は、普ふ段だんしないミスをしてしまった。

「えっ？　きゃっ！」

　突然小さく地面が揺れた。震しん度ど一か二程度のささやかなものだったのにもかかわらず、驚おどろき、つまずいて、顔面を地面にしたたか打ちつけてしまう。顔面の土をはらいながら半泣きになった小夜子は、そこで奇妙な風の流れを感じた。

　風が頭上から激しく吹いてくる。いつのまにかどこかのヘリのそばにたどり着いたらしい。ヘリらしき機体に手をそえると、ひんやりとした気配が伝わってくる。

　やがて風もローター音もやみ、操縦席から人、おそらくはパイロットの降りる気配がする。

　転んだ小さ夜よ子こに気づかぬほどパイロットは急いでいるらしく、すぐさま小走りでどこかに行ってしまった。

「けほっ、こほっ」

　ヘリの中からかすかに咳せき込む音がした。

「誰だれかいるんですか？」

　手探りでヘリのまわりを移動すると、入り口らしい場所を見つけた。取っ手を横に引くと意外なほどあっさり開く。小夜子は中に身を乗り出して、耳をそばだてた。人の呼吸する音が、わずかだが聞こえてくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　あの、咳き込んでいたみたいですけど」

「心配ない」

　返ってきた声に小夜子は大きく胸をなでおろす。若い女性の声だったからだ。ようやく仲間に出会えた安心感が心を満たした。小夜子を悩ませている生理現象の手助けにもなるだろう。

「女性の方ですよね？」

「ああ。生物学的には、おそらくそう分類されるだろう」

　自信なさそうな声に、小夜子は思わず顔をほころばせる。まだ若い声だが落ち着きのある大人びた口調は、綺き麗れいなアルトを奏かなでている。きっと容姿も素敵な女性に違いない。

「大丈夫ですよ。誰が見ても女性だと思います」

「私も以前はそう思っていたが、自信をなくさせる発言をした男がいた」

「まあっ！」

　小夜子は自分のことのように憤ふん慨がいした。

「それは間違ってるわ！　いま私が証明してみせるから」

　よっ、とヘリの中に乗り込むと、小夜子は手探りで進もうとする。

「右二十度に三歩、左十五度に四歩、少しかがんでくれば、何もぶつかることなく進める」

　若い女性は、あっさりと小夜子の盲目を見抜いていた。驚おどろきながらもその通りに進む。

「ほんと、なんにもぶつからずに歩いてこれって、ああ、きゃあ」

　自分の足につまずくという器用な芸当をした小夜子は、そのままぶつかるように少女の声のするほうへ、ものの見事に頭からダイビングした。

「ご、ごめんな……」

　少女に謝ろうとして、小夜子の言葉がとまる。彼女の体の不自然な状態に気づいたからだ。

　小夜子がおそるおそる指を這はわすと、ごつい感触にぶつかった。ベルトのようだが、ヘリの装備品にしてはおかしい。幅の広いベルトが何重にもなって、少女の体に巻きついている。

「あの、これは？」

　指でベルトの跡を追うと、そのどれもが椅い子すに固定される形で帰結している。ようやくその意味に気づいた。ベルトは少女を椅子に縛しばりつけておく戒いましめなのだ。それは徹底して行われ、小さ夜よ子この予測が正しければ、少女は身動き一つできないだろう。

「……どうして、こんな？」

　小夜子は唇くちびるを震ふるわせて、理解できないと首を振った。

「猛もう獣じゆうをつなぎ止める鎖くさりだ」

　ベルトで縛られている少女は、己の境遇を憂うれえる様子もなく、それどころか笑った気配すら感じさせる。

「こ、こんな待遇、酷ひどすぎます！」

「私が逃げることと、私が連れ去られることの二つを防止している。君が嘆くことはない。私はこの待遇に、おおむね納なつ得とくしている」

　不可解な状況、不可解な言動の少女、だがしかし、不思議とこの少女は小夜子に恐れを抱かせなかった。盲目で人の気配に人一倍敏感な小夜子にとって、その自分の感覚は、なによりも信しん頼らいできるものだ。

「顔、さわっていいですか？」

　好奇心のおもむくまま、小夜子はおそるおそる指を伸ばすと、少女の柔らかい長い髪をなで、頬ほおや鼻び梁りようをなぞり、唇の形を指で追った。手のひらで物の形を視みる小夜子は、ほぼ正確な形で、少女の容姿を頭の中に再現する。その造形の美しさに、思わず長い吐と息いきをこぼした。

「なんて……綺き麗れい」

　小夜子はもう一つ驚おどろいたことがある。盲目の小夜子が、いきなり手のひらで相手の顔を視ようとすると、普通は、承しよう諾だくしても戸と惑まどうか、嫌いやがるかのどちらかだった。しかしこの少女は、息一つ乱すことなく、小夜子が終わるのをじっと待っていた。

「満足したか？」

　まだ指先から伝わる美び貌ぼう、特にいままでさわったどんなものよりも、素晴らしく滑なめらかな肌の美しさにとらわれている小夜子を、少女の声が現実に引き戻す。

「いえ、まだ。顔の上のほうが」

　驚きは指が顔の上にまで到達することで、別の形に変わった。

　目のまわりは何かごつい物で覆おおわれていた。メガネやサングラスの類たぐいではない。恐る恐る指を這はわせ、頭の中で形を再現する。

「これは……？」

　どう形を見ても目隠し、それもはずれないように厳重な処置をされた物だった。

「気にしなくていい」

「でも……」

「そんなことより手のひらの柔らかさや服装、それと女性であることから察するに、君はレプトネーターの開発にかかわる技術者か？」

　少女は無理やり話題を転換させた。小さ夜よ子こは素直に答えることにする。

「はい、一応そうなってます。なんとかみなさんの足を引っ張らないようにがんばってます」

「ではいくつか質問したいのだが、かまわないか？」

　少女の偉そうな態度に、小夜子は思わずその場に正座してうなずいてしまう。

「まず駆く動どう用バッテリーのことが一つ。人工衛星シグマシリーズで太陽光エネルギーをマイクロ波に変換し、地上に送信。マイクロ波を受信したレプトネーターがそれを電力に変換。それを駆動用エネルギーとしている。太陽光の届かない地域でも、七つの人工衛星シグマシリーズがマイクロ波を中継し、地上なら事実上レプトネーターの稼か動どう時間は無限。私の言っていることに間違いがあったら、訂正して欲しい」

「いえ、間違いありません。補足をすると、太たい陽よう同どう期き準じゆん回かい帰き軌き道どうで打ち上げられた七つの衛星シグマが、それぞれ補完しあって特定の地域に電力となるマイクロ波を発信し続けます。でも七つでも足りなくて、ここ弧こ石せき島とうも実験前後に照射できない時間ができちゃうんですよね。それに防衛目的なら、日本上空に静止軌道で打ち上げればいいのに……」

　小夜子は不満をあらわにする。静止軌道と違い日本上空に留とどまらない太陽同期準回帰軌道の衛星は、世界中を網もう羅らする。防衛目的なら日本国内をカバーできればいいはずだからだ。

「このエネルギー転送システムを考えた人は？」

「笠かさ原はら実みのる主任です」

「導入した時期を記き憶おくしているか？」

「はい、はっきりと。それまではバッテリー電源が内蔵型で、重量の問題でプロジェクトが頓とん挫ざしかかってました。それを二年前、笠原さんがマイクロ波による電力送信を思いついて、プロジェクトを救ったんです」

「笠原実とはどういう人物だ？」

「とてもいい人です。料理なんかも得意で、夜食をみんなの分作ってくれたりするんですよ」

　そこまで言って、小夜子はハッと口を両手で覆おおった。

「あ、あの、もしかして、いままでの質問って査察の一環ですか？」

「君も鈍いな。常識的に考えて、世間話でいまのような会話をするわけはない。大統一理論やプロセス指向心理学を語るならまだしも」

「それも常識的にどうかと思いますが……」

「変か？」

　少女の傷ついた口調に、小夜子は慌あわてて前言を撤てつ回かいする。

「いえ、そんなことないですよ、ぜんぜん、きっと」

「もういい」

　しまった。少女は本当に傷ついてしまったようだ。おろおろする小さ夜よ子この耳に、一人の男の足音が聞こえてきた。

「どなたか、こちらにやってきます」

「心配ない。誰だれかは解わかっている。伊だ達てだ。ＡＤＥＭの責任者。口ひげをはやしたオールバックのナイスミドル気取りの男だが、私から見れば怨おん念ねんと妄もう執しゆうにからめ取られた、陰湿で根暗な男だ」

　少女はその男性の名前と肩書きのみならず、容姿までをも説明してくれるが、それは小夜子に対する気配りというより、少女がどれだけその男を嫌っているかを、より明確に表現していた。

「おい、そこで何をしている」

「あ、あ、すみません。わたくし、朝あさ倉くら小夜子と申しまして……」

　厳しい口調でいきなり尋じん問もんする伊達に、小夜子は無意識で、後ろにいる少女にしがみつく。ひたすらおろおろする小夜子に、少女が助け舟を出してくれた。

「レプトネーターの開発技術者の一人だ。彼女にやましい罪はない。その女性は、トイレを探して、ここに迷い込んできた」

「え、え？　私、一言もそんなこと言ってません！」

「用を足すのに最適な場所を探して、それでも決心がつかず、ここまで迷ってきたのだろう？」

「え、えっと、その通りですけど、私、そんなこと一言も……」

「仮設トイレは故障中だ。申し訳ないが、そのへんですませてもらうしかない。ああ、いや……高官用の専用トイレがあったか。掛け合って使わせてもらおう。いいですね？」

　伊達の最後の一言は、小夜子に向けられた。

「その気づかい、多少なり私に分けてくれても、ばちは当たらないと思うが」

　少女の言葉を、伊達という男が鼻であしらうのがわかった。

「ああ、あの、その……ですから」

「すみません、そちらに案内しますので」

　まだ混乱が続く小夜子を、伊達は強ごう引いんにヘリから連れ出してしまった。

　伊達は戻ってくると、無ぶ愛あい想そうに告げる。

「そろそろレプトネーターの演習テストが行われる」

「まさか目隠しされたまま見極めろなんて、言わないよね？」

　伊達は無言でカードキーを懐ふところから出すと、頭の後ろのスリットに差し込み、少女──由ゆ宇うの目隠しをはずした。

　眩まぶしい光になじませるように目をしばたたくと、由宇はヘリの窓から外を見た。しかしそこに期待した風景はなかったからか、それとも別の思いからか、彼女は眉まゆをひそめた。

「ずいぶん霧きりが深い」

「ああ。テストに支障がでそうだな」

　由ゆ宇うは霧きりの向こうに何かを求めるように目を凝こらす。しかしどこまでも白い景色が続き、外と呼べる風景は存在しなかった。
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　ガラス張りの制御室は緊きん張ちように包まれていた。

　実験開始までのカウントダウンがモニターに表示されている。全員緊張した面おも持もちで、デジタル時計のカウントダウンを見つめている。

　その表示時刻がちょうど残り三十分を切ったとき、笠かさ原はらの携帯しているパソコンモニターに変化が起こった。短い一文が表示される。

　ククルス‥こんにちは。リオ。君にすばらしい話を持ってきた。

「なっ！」

　笠原は声を喉のどに詰まらせると、慌あわててモニター画面を、覆おおいかぶさるようにして隠す。

　チャットと呼ばれる、コンピュータネットワークではごく一般的な会話方法だ。

　ハンドルネームという偽ぎ名めいで、お互いを呼び合う。笠原はリオというハンドルネームを使っている。

　リオ　　‥今日は来ないでくれと言ったのに！

　ククルス‥今日が大事な日なのは知っている。私も君と同じくらい、実験の成功を祈っている。いままで二年間、陰ながら君の手伝いをしてきたのだから。

　リオ　　‥もちろん解わかっている。君の気持ちは嬉うれしいよ。でも、君という協力者がいるのは、誰だれにも知られてはならないんだ。

　ククルス‥それは重々承知している。でもこれは大事なことなんだ。

「どうかしましたか、笠原さん？」

　盲目ゆえ感情の機微に敏感な小さ夜よ子こは、笠原の様子の異変に気づいた。

「な、なんでもない。もう少しで実験が始まるから緊張しているだけだ」

「そうですか？　でも……」

「なんでもない！　それよりも朝あさ倉くら君、第三工程までのチェックを早めに済ませてくれないか？　あれは君が一番うまくできる」

「あ、はい。解りました」

　首を傾かしげながらも、小夜子は快く承しよう諾だくした。盲目の小夜子が使うのは点字モニターだ。通常の数倍の速さで動く点字の凹凸をなんなく読み取っていく。

　作業に戻った小夜子を確認すると、笠原は急いでキーボードを打ち、ククルスに返事をする。

　リオ　　‥それで、大事なことってなんだい？

　ククルス‥現在のレプトネーターのプログラムでの実験では、なぜか理論値を20パーセント下回る結果が出たはずだ。

　痛いところを突かれた笠かさ原はらは、返事を返せないでいた。

　ククルス‥その原因が解わかった。クラビクルジョイントへの過負荷が、想定より57パーセントも大きいことが判明した。ハードウェア段階の設計ミスだ。

　リオ　　‥そんなことをいまさら言われても、もう遅いよ。

　ククルス‥安心してくれ。過負荷を各ジョイントに分散させるアルゴリズムを完成させた。これを組み込めば、失われていた20パーセントを取り戻すどころか、さらに11パーセントの性能の向上が望めるはずだ。いま、それを送るよ。

　ククルスから送られてきたデータが、モニター上に図面と数式によって表される。しばらくモニターを見ていた笠原は、感嘆のうめき声を漏もらした。

「笠原さん、本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」

「朝あさ倉くら君、自分の持ち場に集中したまえ！」

「……はい。あの、すみません」

　珍めずらしく怒ど鳴なった笠原に小さ夜よ子こは一いつ瞬しゆん目を丸くし、泣きそうな顔になる。まわりの技術者達たちも、作業を止やめ、笠原を驚おどろいた顔で見た。そこでようやく笠原は自分を取り戻した。

「いや、こちらこそ怒鳴ったりしてすまない。ちょっと緊きん張ちようしてるんだ。悪かった。さあ、みんなも持ち場に戻ってくれ。実験が成功したら、みんなに好きなものをご馳ち走そうするぞ。どこがいい？」

「私、小鳥屋の全盛り定食！」

　元気よく、まっさきに手を挙げたのは、さっきまで泣きそうな顔をしていた小夜子だ。

「解った、解った。朝倉君のくいしんぼは相変わらずだな」

「私、くいしんぼじゃない」

　ぷくっと頬ほおを膨ふくらませる小夜子に、明るい笑いが起こる。気の弱いところもあるが、ころころと表情を変える小夜子は、部署内でもアイドル的存在だった。目が見えないことに対する暗さは微み塵じんも感じられない。

　笠原は再びモニターに目を移した。

　リオ　　‥確かに、ククルスの言うとおりだ。この方法ならうまくいくだろう。

　ククルス‥ああ、絶対にうまくいくよ。今日の演習の成功は約束されたも同然さ。

　リオ　　‥本当か？

　ククルス‥本当だとも。私がいままで君の期待を裏切ったことはあるかい？

　リオ　　‥……ない。

　ククルス‥約束しよう。

　リオ　　‥一つ聞きたいことがあるけど、いいかな？

　ククルス‥ああ。私に答えられることなら。

　リオ　　‥じつはＡＤＥＭから、レプトネーターに峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術が使われている嫌けん疑ぎをかけられているんだ。まさかとは思うけど、ククルスの提供してくれた技術の中に、遺産のものはないだろうね？

　笠かさ原はらは次に「ククルスの提供してくれた技術はすごいけど、よく解わからないところもあるんだ」と書きかけ、すぐに消してしまう。

　ククルス‥あははは。そんなはずあるわけないじゃないか。それとも私の正体は峰島勇次郎だとでも？

　リオ　　‥はは。悪かった。つまらないことを聞いたね。そんなわけないか。

　ククルス‥以前にも言ったとおり、私は利権を得られなかったとある企業の一技術者にすぎない。私が望んでいるのは名めい誉よでも金でもなく、貢献したいという純粋な気持ちと私個人の自尊心の回復だ。では改良した制御プログラムを送る。それを組み込んでパワーアップしたレプトネーターを見れば、防衛庁のお偉いさんも目をむくだろう。

　リオ　　‥あ、ああ。そうだな。

　ククルス‥成功を祈る。次に会うときは祝杯を挙げよう。

　そしてククルスはモニターの中から消えた。笠原の手には、ククルスから渡されたプログラムだけが残った。




「どうしたんですか？　レプトネーターのマスターキーを手に取って？」

　普ふ段だんなら音だけでキーを聞き分ける小さ夜よ子この耳のよさに感心する笠原だが、今回ばかりは心臓が縮み上がる思いだった。

「な、なんでもない。最終チェックをしようと思ってね」

「はは、主任にとってはレプトネーターは我わが子同然ですからね」

　技術者の一人の声に、緊きん張ちようで張り詰めていた室内が笑いでほころんだ。その様子に笠原は目頭を熱くした。いいチームだ。八年、一いつ緒しよに組んできた家族同然の同僚達たち。二年前、レプトネーターの開発が軌き道どうに乗るまで、どれほど苦楽を共にしてきたか。だからこそこの実験は成功させなければならない。防衛庁の高官に認められなければならない。

　決意を固めた笠原は、ポケットの中のコンパクトディスクを握り締める。これを組み込めば、必ず認められる。いや認めさせるのだ。

「じゃあ、最後の点検に行ってくるよ。なあに、すぐ済む」

　そして笠原は文字通り、最後となる点検に向かう。

「ご苦労様です」

　挨あい拶さつをする警備の自衛隊員に笠原も笑いかけた。

「おつかれさま。最後の点検にと思ってね。ちょっといいかい？」

「はい。あの……我々もこの機械には期待しています。がんばってください」

「ありがとう」

　レプトネーターの腹部にあたる部分に回りこむと、マスターキーを差し込み、メンテナンスハッチを開けた。スロットから、いまとなっては古いヴァージョンが入ったコンパクトディスクを取り出す。

　そしてポケットに手を入れ、ククルスから送られてきたプログラムが入ったコンパクトディスクを取り出すと、しばらくそれをじっと見つめた。

　本当にこれを入れていいのだろうか。仲間達たちを裏切ることにはならないだろうか。しかしすぐに笠かさ原はらは苦笑する。裏切ったというなら、二年前挫ざ折せつしかかったプロジェクトに、黙だまって外部の人間、ククルスの助力を求めた時点で駄だ目めではないか。きつい資金とスケジュールでレプトネーターを成功させるにはそれしかなかったとはいえ。

　それにいまのままの性能では不安も残る。このデモンストレーションは失敗が許されない。

　笠原はどこかに残る嫌いやな予感を押し殺し、コンパクトディスクをスロットに入れた。

　この瞬しゆん間かん、笠原や小さ夜よ子この希望が託たくされたレプトネーターは、悪魔の機械となった。
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「レプトネーター起動準備」

　笠原の一声に、全員の顔が引き締まる。

「人工衛星シグマ、あと一分でマイクロ波供給可能領域に入ります」

「レプトネーターのマイクロウェーブジェネレーターおよびアクチュエーター、異常なし。チェック完了しました。オールグリーンです」

「人工衛星シグマ、マイクロ波供給可能領域に入りました」

「主任さん」

「主任」

「笠原さん」

　ガラス張りの制御室の中、技術者全員の視線が、笠原に集まった。

「うむ」

　笠原はぎこちなくうなずくと、手元のレプトネーター起動ボタンに指を置く。

　さきほど起動したレプトネーターだが、今回は意味が違う。外部電源供給システム、人工衛星シグマから送られてくるマイクロ波を電気エネルギーに変換し、長時間の稼か動どうを可能にする。その大規模なシステムは、内蔵電源での起動と比べ、難易度は遥はるかに高く、安定度は低い。影えい響きようが少ないとはいえ、視界をさえぎる濃い霧きりも心配要素の一つだ。

　全員が息を殺し見守るなか、起動ボタンがゆっくりと押された。レプトネーターの全身がわずかに陽炎かげろうのように揺らぐ。全身に降り注ぐマイクロ波で電源供給を受けている証あかしだ。

　笠かさ原はらがボタンから指を離さぬうちに、レプトネーターの六つの目に光が灯ともり、本体にからまった八本の脚は器用にほどかれる。そしてすぐに、コンクリートの大地を踏ふみしめ、ゆっくりと立ち上がった。

「いやあ、年とし甲が斐いもなくワクワクしますな」

　制御室の外では、杵き島しま副長官の隣となりの普ふ段だん堅かた物ぶつで通っている高官が、子供のように目を輝かせていた。レプトネーターへの期待はそれほど大きく、また人の心を揺さぶる何かがあった。

「うむ」

　杵島はそっけなくうなずくが、目はレプトネーターの挙動を余すことなく追っていた。

　八本の長い脚で立ち上がった姿は、レプトネーターの名が示すとおり蜘く蛛もを連想させる。八本脚が収束する中央の胴体で、六つの目は休むことなく動きまわり、その様はまさしく生物のそれに酷こく似じしていた。

　制御室では大きな歓声が続いていた。

「起動成功です！」

　ガッツポーズをする者、抱き合う者、涙を流す者。喜びの形は様々であったが、思いは一つだ。八年がかりのプロジェクトがようやく実ろうとしている。その喜びは、なにものにもかえがたかった。

「おい、みんな待て、第一段階をクリアしただけだ。まだまだ超えるべきハードルは多いぞ」

　そういう笠原の声が、一番震ふるえている。

「笠原さん」

　小さ夜よ子こが笠原のすそを引っ張った。

「おめでとうございます」

「朝あさ倉くら君……」

　涙もろい笠原は、またしても目頭を押さえることになる。

「ありがとう」

　感極まった声で、それだけをようやく口にした。







「電源スイッチだけで大おお騒さわぎだな」

　まわりの歓喜などお構いなしに、伊だ達ては冷めた口調でそれだけをつぶやく。

　立ち上がるというパフォーマンスだけで大の大人を何十人も沸わかせた蜘蛛の化け身しんは、次に歩行のデモンストレーションに移る。八本の脚を動かし鉄の塊かたまりとは思えない速度で、半壊したコンクリートの悪路を器用に進んでみせた。

　さらに大きいコンクリートの塊がいくつも転がっている道路をものともしないのを見て、誰だれもが賞しよう賛さんの声を上げる。せわしなく動く八本の脚は精密な動きをし、本体に安定感を与えている。それだけとってみても、レプトネーターのずばぬけた性能は明らかだった。

　ふいに足元が揺れた。揺れは弧こ石せき島とう全体にわたり起こっていた。突然起きた地じ震しんはしかしレプトネーターの性能を誇こ示じする絶好の機会だった。八本の脚は大きな揺れの中でも安定した走行を見せた。地震のどよめきはすぐに歓声に変わった。

　奥まった場所に移動したＡＤＥＭのヘリの小窓から、一対の瞳ひとみがレプトネーターをつぶさに観察していた。その目は地震時の挙動に不満を抱いているようだ。

　傾かしげた首が長い髪を揺らした。







　杵き島しま副長官が演説台に立つと同時に号令がかかった。

「部隊きをつけ！　副長官に敬礼」

「カシラー、中！」

「部隊休ませ」

「うむ」

　杵島副長官は満足そうに敬礼を返すと、マイクに向かい静かに話を開始した。

「すでに、連隊長から達せられたと思うが、諸しよ君くんにはこのレプトネーターの戦せん闘とう試験における模も擬ぎ戦闘をしてもらうこととなった。ＳＦの世界だけにあったものが、いま我々の目の前にこうして存在する」

　杵島副長官が指差した方向を全員がいっせいに見る。いまは電源を落とされ動かなくなったレプトネーターが、静かに鎮ちん座ざしていた。

「諸君もすでに理解していることだが、レプトネーターは次期防衛計画の中核をなす存在である。我々陸上自衛隊が追求して来たゲリラ・コマンド対処、対遊ゆう撃げき戦せん能力の向上において、本装備の導入は大きな一歩となるだろう。また、複雑な地形地物と、平時と異なる特殊な環かん境きように臨機応変に対処する能力を持つレプトネーターは、災害派遣時の活躍に対する国民の期待にも、かならず応こたえられるものであろう」

　咳せきを一つ置いて、徐々に声高になっていった。

「しかし、当然ながら、有事における遊撃戦・ゲリラ戦の戦場は過か酷こく極まりない。レプトネーターが国防の中核を担になう存在となるからには、その導入に際して、必要かつ充分な低烈度紛争ＬＩＣ対処能力が求められることは言うまでもない。本日、諸君には本装備がその目的に足る能力を持っているかどうかを、実際に戦って見極めてもらう。これは今後の日本の防衛の方向を定める重要な任務であることを充分に認識して臨のぞんで貰もらいたい。以上。諸しよ君くんの健けん闘とうを祈る」

　壇だん上じようから降りてきた杵き島しまは、厳しい視線で伊だ達てのほうに近づく。

「見事な演説でした」

「上からいばりくさってる人間にできることといえば、これくらいだ」

　伊達の微ほほ笑えみを、杵島副長官は微笑みで返した。笠かさ原はらが狐きつねと狸たぬきと評した微笑みである。

「ええ、私も見習わせていただきます」

「伊達君。我々としては、君にもう少し声をひそめて欲しいのだがね」

「そうしているつもりです」

「突然の査察権限の行使、寝耳に水だったのだが」

「人も時間も資金も足りなくて。直前にこのような形で査察に入ってしまったことは、申し訳ないと思っています」

「ふん。ものは言いようだな」

「無許可ＥＭの使用が認められなかった場合、もうどこからも文句のくるいわれはないでしょう。考えようによっては、のちの憂うれいを正式採用前に絶つことができるんですから」

「後にも先にも憂うことなどないよ。いま以外はね」

　杵島の強きよう烈れつな皮肉に、伊達は乾いた笑顔だけで応対した。

　二人のやりとりとは関係なく、杵島副長官の演説に続き、隊長がハッパをかける。

「本日は見ての通りの結構な荒天だ。馴なれない地形の上に霧きりも深い。俺おれ達たちの戦せん闘とうには絶好の空模様だ。いま、副長官から訓示があったが、これを模も擬ぎ戦闘だと決して侮あなどるな。手加減していたら試験にはならん。我わが空くう挺てい団だんの戦闘力を機械仕掛けの蜘く蛛も野や郎ろうに存分に見せつけてやれ！」

　敬礼とともに、闘志を秘めた自衛隊員達は配置場所に消えていった。







　技術者達がつめている制御室の上には、外の人間にも見えるように、巨大なモニターが設置されていた。制御室の中のモニターと同じものを、一いち目もく瞭りよう然ぜんに映し出す。モニターには弧こ石せき島とう全体の地図が描かれ、自衛隊員の位置を示す何十もの赤い光点と、レプトネーターを示す青い光点が一つ灯ともっている。

　赤い点はせわしなく島全体を動き回っている。レプトネーターの青い光点は仮設司令部、すなわち由ゆ宇うや伊達達がいる場所から動いていない。

「時間だな」

　杵島副長官は時計を見ると、手をあげて作戦開始の合図をした。同時に彫像のように動かなかったレプトネーターは突然立ち上がると、廃はい墟きよに散らばった自衛隊員を蹴け散ちらすべく、すみやかに霧の奥へ走っていった。

「速いな」

　伊だ達ても感心したように、その後姿を見送る。巨大モニター上でも青い点が同期して移動を開始した。

「レプトネーター探査モードで移動。平均速力25・５㎞／ｈ」

　制御室のスピーカーから状況を説明する声がする。小さ夜よ子こである。複雑な情報を猛スピードで表示する点字モニターを、読み取っている。

　やがて青い光点は突然進路を変更すると、赤い光点の集団に近づいていった。

「レプトネーター目標発見。追跡モードに移行します。平均速力37・２㎞／ｈ。目標と接触、第四分隊です」

　赤い光点の集団は、青い点を囲むように展開した。

「レプトネーター戦せん闘とうモードに移行。第四分隊と戦闘開始します」

　小夜子の報告は続く。

「レプトネーター模も擬ぎ弾だん発射、命中、命中、また命中です」

　自衛隊員の赤い光点が次々と消えていく。模擬弾が命中すると死亡と仮定し、戦線を離脱するためである。

「レプトネーター被弾しました。損傷軽微。問題ありません。模擬弾発射。命中、命中、はずれ、命中。第四分隊全滅しました。模擬弾命中率95パーセント。損傷軽微。レプトネーター再び探査モードに移行します」

　ずっと固かた唾ずを呑のんで見守っていた制御室の外、仮設司令室であるテントにいた杵き島しま副長官等らは額の汗を拭ふいた。

「もう一分隊やられたのか？　まさかこれほどとは……」

　伊達も驚おどろきの表情を隠せないまま、モニターに釘くぎ付づけになる。

「レプトネーター、次の目標発見しました。第二分隊です。追跡モード、いえ、失礼しました。すでに交戦中です。戦闘モードに移行しています」

　次々と消えていく赤い光点。誰だれもがその性能に驚く中、一人険しい目でそのモニターを見ている人物がいた。

　ヘリコプターの中でモニターの様子を眺ながめていた由ゆ宇うは、柳りゆう眉びをひそめる。

「……おかしい。あのＯＳではこれだけの性能は引き出せないはずだ」

　そのつぶやきに見張りの警備兵は、たいして注意を払わなかった。警備兵の意識もすっかりモニターに表示されるレプトネーターの威力に奪うばわれている。







「第三分隊全滅しました。レプトネーター、探査モードに移行します」

　小夜子が淡々とデータを読み上げる声と反比例するように、制御室の中の技術者達たちの間には、熱気がこもり始めてきた。

「おいおい、今日はすごい調子いいんじゃないか？」

「この調子で最後までいってくれ」

「さいさきいいですよ」

「成功まちがいなしですね」

　口々に叫ぶ技術者達たち。

　モニター上のレプトネーターの歩行速度が徐々に増していく。

「仮想敵全滅しました。レプトネーター探査モード終了。帰還モードに移行」

　大成功を祝う声があがる中、状況解説を行っていた小さ夜よ子この顔に疑問符が浮かぶ。

　ほどなく任務を終えたレプトネーターが霧きりの中から姿を現した。

「レプトネーター帰還モード終了。え？　どうして？　え、なに、このモード？　私こんなの知らない！」

「どうした、朝あさ倉くら君？」

「笠かさ原はらさん、変です。私、こんなの、こんなの知りません。大量虐殺ジエノサイドモードってなんですか!?」

　スピーカーで筒抜けになっていた小夜子の声は、外の人間達をも困こん惑わくさせた。

「主任っ！」

　別の声が笠原を呼んだ。

「なんだ？」

「変です。レールガンの内部電圧がどんどん高まってます」

「レールガン？　その演習はまだ先だろう？」

「はい。でも間違いありません。27パーセント、32パーセント。上昇が続いています！」

「どういうことだ？」

　モニターの一つを確認し、笠原の感動の震ふるえが恐怖のそれに入れかわった。

「停止しろっ！　早く！」

「やってます！　でも、ああっ、48パーセント、72、駄だ目めです！　止まりませんっ！」

　その間もレプトネーターの動きは止まらない。任務を終え帰還したにもかかわらず、所定の位置には戻らないまま、仮設司令部の中央にある空き地に陣取る。さらに奇妙な行動は続き、蜘く蛛ものような八本の脚を地面に次々と突き刺し、大地に根を下ろした。

　不可解な行動を誰だれもが疑問に思う中、レプトネーターの、蜘蛛でいうなら顔に該当する部分のハッチが開き、紫電の火花を散らし始めた。

「なんだ？　こんな行動は予定にないぞ？」

　外にいた高官の一人が不安そうに、全員の心を代弁する。不安は次々と連れん鎖さし、仮設司令部付近に動揺が広がっていく。

　その時、制御室のスピーカーから笠原の叫び声がした。

「みなさん逃げてください！　暴走です！」

　レプトネーターの頭部がぐるりと回転し、自衛隊のヘリの一台に向けられる。

　狙ねらい定められたヘリとレプトネーターの間を、プラズマの紫電が結んだ。一いつ瞬しゆん遅れてヘリは横っ腹に大きな風穴を開け、一瞬だけ重さを失ったかのように浮かび上がり、横転と同時に爆発した。







　レプトネーターのレールガンによる攻こう撃げきはそれで終わらなかった。高電圧で生み出された磁力によって弾はじき飛ばされる拳こぶし大の鉄球は、次々とあたかもマシンガンのように発射される。レプトネーターの頭部は、ヘリや機材、逃げ惑まどう人々をなめるように見渡し、次々と破壊していった。

　笠かさ原はら達たち技術者にもその銃口は向けられる。制御室はレプトネーターの誤動作を想定し、その攻撃力を上回る頑強さを備えている。それでもレールガンの衝しよう撃げきはすさまじく、笠原や小さ夜よ子こは立っているどころか、椅い子すに座っていることもできず、床に投げ出されてしまった。

　伊だ達てや杵き島しま達が陣取る仮設司令部も例外ではない。

　まわりにあるもの攻撃範囲内すべてに、レプトネーターは攻撃をしかけてくる。

　慌あわてふためき逃げ惑う人々の中、吹き飛ばされた伊達は、埃ほこりにまみれた顔を上げ、由ゆ宇うの乗ったヘリを探した。

　そのヘリを砂埃の狭はざ間まに見つけた伊達の顔が焦あせりにひきつった。

　警備兵は倒れ、由宇は拘こう束そくされた状態で中に残されたままである。拘束具を解くカードキーは伊達のスーツの内ポケットの中にしかない。伊達は痛む体を無視し、へリに向かって走り出すが間に合う距離ではない。

　円を描くように破壊を広げていくレプトネーターは、無む慈じ悲ひの先せん駆くたる頭部の巨大な銃口を、椅子に固定され身動きの取れない由宇のいるヘリへ近づけていく。

　由宇は窓から状況の一部始終を把は握あくし、白い肌に汗をつたわせながらも、不自由に押し込められている手と指を正確無比に動かし、体を固定するベルトの錠じようをはずそうとしていた。Ｓ・Ａと刻印された万能工具がシリンダ錠の鍵かぎ穴あなに突っ込まれている。小夜子が由宇のところに倒れこんだとき、彼女のポケットからこっそりとスッたものだ。

　拘束具はともかく、ヘリに固定するためのベルトのキーなら。だが、その間もレプトネーターのレールガンをくらい、次々と車や機材が爆発炎上していく。三十秒としないうちに、由宇の乗っているヘリも同じ道を歩むだろう。由宇の表情にも焦りの色は濃い。

　一つ目のベルトの鍵がはずれ、いくぶん自由になった上半身で次の錠に取り掛かる。

　鼓こ膜まくが破れそうなほどに爆発音が近い。すぐ隣となりの車が爆発炎上していた。炎と煙ごしにレプトネーターの銃口が、自分の乗るヘリに向けられているのが見える。

「くぅ」

　彼女にしては珍めずらしい、焦あせりともとれる声が喉のどを鳴らすが、指先は精密機械のそれと変わらぬ動きを続けている。肩に食い込んでいた二つ目のベルトの錠じようがはずれた。

　レプトネーターのレールガンの銃口は紫電をまとい、鉄球を発射する。爆音と衝しよう撃げきが由ゆ宇うの作業を中断させた。ヘリ後部に当たった鉄球は、そのままごっそりと後ろ半分を持っていく。

　さらにもう一いち撃げき、凶きよう弾だんがヘリを襲おそう。横っ腹にそれをくらったヘリは、巨体を宙に浮かせた。さらにもう一撃とどめをくらい、ヘリは宙で横にきりもみする。燃料が引火し、ヘリは落下を待たずして、巨大な炎に包まれた。

　その中でなお由宇は冷静さを失わず、ついに最後の錠をはずす。弾はじけるように椅い子すから立ち上がると、由宇は炎に縁取られたドアめがけて走り出した。なお少女を戒いましめる拘こう束そく具ぐは存在する。両手両足は鎖くさりで結ばれ、ひじの上で巻かれた太いベルトが二の腕の行動を抑制していた。

　しかし由宇の疾しつ走そうは、その戒めを感じさせない。炎に縁取られた出入り口めがけて、大きく跳ちよう躍やくした。爆炎はついにヘリ内におよび、彼女の背中を乱暴に押した。

　弾き出されるように由宇の体が空を舞った。長い髪が体を覆おおうように爆風に広がる。コンクリートの地面への落下を、由宇は転がるようにして受け止めた。その背後で遅れて落下したヘリが爆発音に包まれる。

　ふたたび巨大な爆風のエネルギーが彼女の背を叩たたく。それに逆らわず、由宇は転がる力を利用して立ち上がり、勢いを殺さず、すべてのエネルギーをそのまま奔はしりへと変換した。

　しかし由宇の決死の脱出劇をあざ笑うかのように、レールガンの銃口がその背に向けられる。紫電の銃口がいまにも発射しようとしたそのとき、横よこ殴なぐりの衝撃にレプトネーターは大きく傾かしいだ。

「いつまでも好き勝手してるんじゃねえぞ、ガラクタ野や郎ろうが」

　発射したばかりでまだ煙をあげている軽対戦車誘ゆう導どう弾だん、愛称ＬラＡツＴトを捨てた自衛隊員の長身の男は、まるでチンピラにけんかを売るかのような物腰で啖たん呵かを切った。

「俺おれが相手になってやるよ！　きやがれっ！」

　ＬＡＴを捨てたいま、その自衛隊員は丸腰だった。

　無む謀ぼう。

　誰だれもがそう思い、男の死を諦あきらめとともに確信する中、まるで既視感デジヤビユを思わせる出来事が起こる。発射直前までボルテージをあげたレールガンが、再び横からの衝撃で中断されたのだ。

　同じく白煙をあげるＬＡＴを持つのは、ＡＤＥＭ責任者の伊だ達て真しん治じだった。

　機械にも逡しゆん巡じゆんはあるのか、二つの優先すべき攻撃目標に対し、レプトネーターはコンマ数秒の停止を見せる。ほんのわずかなそれは、しかし致命的ミスにつながった。

　その瞬まばたきする間もない時間のあいだに、レプトネーターは真上からの衝撃を受けた。しかし武器の類たぐいにしては軽い。破壊に至るものではない。だがそれはこの場所にあるどの武器よりも強きよう靭じんで、賢く、さらに機能美を極めた美しさまでそなえていた。

「髪が少し焦げた。どうしてくれる？」

　レプトネーターの上に立つのは、峰みね島しま由ゆ宇う。その美しい顔に壮絶な笑みを浮かべ、右手に握っている拳こぶし大の物を、レールガンの銃口に放り込んだ。

　レプトネーターの柔軟な構造を代表する長い脚が、背中に乗る不届き者をなぎ払おうとする。だがそれより速く、由宇はレプトネーターの背を蹴けり、飛び上がった。

　レプトネーターは背に乗った不届き者の跳ちよう躍やくの軌き道どうを瞬またたく間に計算し、その計算どおりに銃口を向ける。

　紫電が銃口を包む。しかし生まれた爆発音はいままでと異なった。銃口はひしゃげ、中から噴き出たのは紫電の火花ではなく爆発の炎だ。

「ご自慢の武器も、これでおしゃかだ」

　由宇はさらにおいうちをかけようと、さきほどレプトネーターに放り込んだのと同じもの、手しゆ榴りゆう弾だんを取り出し、ピンを抜き、まるで決められた弾道を行くような正確さで、レプトネーターの関節部にそれを放った。

　多種多様な状況を想定されたレプトネーターは、自分に向かってくる手榴弾の危険性を感知し、それを脚で払いのけようとする。しかしその選択はすでに由宇によって想定されていた。払いのけられるはずの手榴弾は、ぴたりと脚に張り付く。手榴弾には強力な粘着力を持つテープが巻かれていたのだ。

　手榴弾が爆発し、関節部を痛めたレプトネーターが一時停止する。

　もしそのときレプトネーターを監視するモニターを見ていたら、退避モードの文字を確認できただろう。

　関節部の軋きしむ音は、咆ほう哮こうのようにも悲鳴のようにも聞こえた。

　聞くものの背筋を凍らせる、まるで生物のような奇妙な軋み音を残し、レプトネーターは、濃い霧きりの中に消えていった。
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　聞けば地元の人間は誰だれも近づかないという。理由は簡単かつ明めい瞭りよう。不ふ吉きつだからだとか。

　闘とう真まが二週間ほど前、ＬＣ部隊のヘリに乗ったときの記き憶おくを頼たよりにたどり着いた場所だ。この山々のどこかにＮＣＴ研究所と呼ばれる場所があるはずである。

　コンクリートの塊かたまりのような建物。その地下に広がる広大な研究施設。そして最下層にいる一人の少女。まぎれもない現実なのだが、目の前の風景を見ていると何かの冗談のようにしか思えない。

　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産という世界最高峰の技術が、大量に保管研究されている建物がある場所と考えると、とてつもなくミスマッチで、闘真はしばらく自分の記憶力を疑った。

　しかし何度思い返してみても、結論は変わらずここにたどり着く。

「ああ、んー」

　意味不明というよりも意味のないうなり声を何度も繰り返し、地の果てまで広がっているのではないかと思わせる山さん稜りようを見る。木々が茂り、頂を包む濃い霧きりが山々を覆おおい隠している。深い迷宮のようで、いったん道に迷ったら命にかかわりそうだ。

　それでも闘真は足を踏ふみ出した。空を覆う木々の葉で、あたりはどこまで進んでも薄うす暗ぐらい。

　しばらく歩いてコンパスを確認した。地元の人達たちが口々に言っていた内容が、起こっていた。すなわち、コンパスはくるくると回り、一定の方向を指し示さないのである。

　闘真は後ろを振り返った。かろうじて木々の間から、入った場所が確認できる。引き返すならいまだ。

「ああ、んー」

　またも意味不明なうなり声を上げる。

　闘真の脳のう裏りに、スフィアラボ占せん拠きよ事件で会った一人の少女、峰島由ゆ宇うのことが思い浮かぶ。

　闘真は断ち切るように前を向くと、山の深部へと歩き出した。

　なぜここまでして峰島由宇に会いたいのか、闘真自身気持ちの整理はついていなかった。

　故人となってしまった恩人に相談すればなんと言うだろうか。

　──男が女に会いに行く理由なんて、一つじゃねえか。

　きっとそんな答えが返ってくるにちがいない。しかし闘真の心情はそう簡単に割り切れない。

　確かに彼女は魅み力りよく的てきな少女だった。息を呑のむほど美しい容姿、意志の強さを感じさせる黒い瞳ひとみ、その奥に秘めた深い知性とあやうい心。破は天てん荒こうな性格に目をつむれば、十人中十人が心惹ひかれるに違いない。

　しかし闘とう真まは極めて消極的だが否いなと答える。

　学校の友達がクラスメイトの女の子に抱く恋心とは、あまりにもかけ離れている感情だと、それは自分でも解わかるからだ。

　この山奥の先、限りなく低い確率だろうが、研究所に入り、万が一由ゆ宇うに会えたとしても、映画のチケットを差し出して週末のデートに誘さそうことなど、できはしない。

　たとえ会えたとしてどうするのか。彼女をあそこから救い出したいとでもいうのか。彼女は自ら望んで帰っていったというのに。

　黙もく々もくと足元の苔こけむした木の根を踏ふみ、歩きながら闘真は思う。

　彼女に抱く感情は、父親の業ごうを背負った姿への共感、と答えるのが一番近いかもしれない。だがしかし、その言葉では、こうして意味もなく会いに行く自分の、山奥に突き進む行動の説明にはならない。

　ただひたすらに、彼女にもう一度会いたい。その動機の中には、まぎれもなくもう一人の自分、彼女と思う存分、殺し合いをしたい──が、確実に含まれていることは自覚している。しかし、それ以上に強い思いが、確かに心の中にあった。その気持ちだけは、闘真にとって、一点の曇くもりなく一番大事だといえるものだった。

　春休みはとっくに終わっていた。しかし闘真はあれ以来、一度も学校に行っていない。行く気分にはどうしてもなれず、代わりに忌いまわしい記き憶おくの場所に行き、いまはこうして森の中を歩いている。

　黙々と歩き続けて、時計を見ると一時間が過ぎていた。

　迷った。南に向かっているのか北に向かっているのかも解らない。見事な迷いっぷりだ。一いち縷るの望みを託たくして見たコンパスは、己の役目を放ほう棄きし元気よく回ることに専念している。

　頼たよるのは自分の勘かんのみ。

　とにかく、暗いほうへ。奥だと自分が感じるほうへ、闘真は歩き続ける。

　ふと視線をあげると、目の前に樹齢何百年になるのか解らないほどの大木があった。

　しばし立ち止まり、感動とともにその幹に手を触れた。湿った幹は温かく、生命を感じさせる。

　凍死しないだけの装備は背中にしょってきた。見つけるまで、思いっきり迷ってやろうじゃないか、と覚かく悟ごを決める。

　闘真が再び歩き出し、太い幹の木を迂う回かいすると、まったくなんの前触れもなく、そこに人がいた。一人の男性が、闘真を見てニコニコと笑っている。

　あまりの予想外の光景に闘真は固まってしまった。特に不自然さを際きわ立だたせているのは男の服装だ。こんな山中で、まるでこれから会社に向かうかのようなスーツを着ていた。ズボンにはきちんとプレスがかかり、ネクタイも襟えり元もとできれいな三角形を形作っている。

「坂さか上がみ闘とう真ま君だね」

　二十代半ばに見える男は、さらに驚おどろくべきことに闘真の名を口にした。

　そこでようやく目の前の男が、見覚えのある顔だと気づいたが、名前までは思い出せない。

「こういうことされちゃうと、ウチとしても困るんだよね。できれば秘密厳守で行きたいから」

　笑った顔で言われてもあまり深刻さは増さない。しかし言葉の内容は、ＡＤＥＭの関係者であることを匂におわせている。

　そこで闘真は唐とう突とつに、どこで出会った顔かを思い出した。

「ああ、ヘリの中で、伊だ達てさんの隣となりにいた人っ！」

「そうそう。覚えていてくれて嬉うれしいな。名前は覚えてるかい？」

「たぶん聞いてないと思います」

「そうだったか？　あはは、失敬失敬。では改めて自己紹介を」

　男が懐ふところに手を入れたのを見て、闘真は思わず身構えたが、取り出したのはやはりこの場にそぐわないもの。

「こういう者です」

　闘真の目の前には、一枚の名刺があった。

　右を見て左を見て上を見て、ここがオフィス街でないのを確認した。どこを見ても木と草ばかり。間違いない。ここは人里からずいぶんと離れた山奥である。

　だが闘真は条件反射的に、差し出されたものをうやうやしく両手で受け取ってしまう。その名刺にはそっけなく一行、名前しか書かれていなかった。

「八や代しろ、一はじめ……さん？」

「そう八代一。ウチの伊達は覚えてるよね、彼の秘書官をしている。あ、ちゃんと一般用のあたりさわりない名刺もあるんだけど、そっちのほうがかっこいいだろ？　闘真君はもういろいろ知ってるし」

　よろしく、と握手を求めてくる。闘真は慌あわてて名刺をしまい、それに応こたえた。まだ状況が呑のみこめないでいる。そんな闘真を尻しり目めに、八代と名乗った男はのんびりと語り始める。

「若いっていいよね。無鉄砲で。でも残念かな。どんなに運が良くてもＮＣＴ研究所にたどり着くことはできない」

「……どうしてですか？」

「君の脳にはブレインプロテクトがかかっている。でも、僕としては、この名称はどうかと思うんだ。用途と性能から、意思操作というニュアンスのほうが正しい。意思の壁ＷｉｌｌＷａｌｌなんてかっこいいと思うんだけど、どうかな？」

「あの、たどり着けない理由を」

「ああ、そうそう、そうだったね。それで、ブレインプロテクトの機能を覚えてるかい？」

「はい。おそらく、ですけど」

「人の意識を操作する技術だけど、その中には行動も含まれる。たとえ場所が解わかっていても、そこにたどり着くことができない。極端な例で言うなら、たとえ目の前にＮＣＴ研究所があっても、見えない。ちょっと違うかな。意識することができない、気がつかない。僕達たちは意識結界って呼んでる」

「じゃあ？」

「うん、闘とう真ま君は我々が望まない限り、あの場所には行けない。誰だれにも話すこともできない。これで以前の事件で君のような民間人を、最重要機密施設に連れて行った理由も解るだろう。だからといって、誰でも案内するわけじゃないけど。闘真君は特例だった」

　そして八や代しろは、もう一度、笑顔でため息をつき、

「ほんと、若いっていいよね、無む茶ちやで不条理な衝しよう動どうさえも情熱の一言で片付けられる」

　と楽しそうに言った。

「峰みね島しま由ゆ宇うに会いにきたんだろう？」

　素直にうなずく闘真に、

「峰島由宇はいない。ある任務で」

　八代はあっさりと答える。

「いない？」

　だが闘真には疑問符が浮かぶ。思い出すのは拘こう束そく具ぐに身を固められ、銃口を向けられていた由宇。そしてそのあとの脱出劇に続く騒さわぎ。前回のような大事件のときでさえ、由宇を外に出すために、毒入りカプセルまで仕込んだのだ。由宇を外に出したことも、初めてだと言っていた。それなのに、ある任務でいまはいないと言われても、簡単に信じることはできなかった。

　その闘真の表情で察したのか、八代は困ったような顔をする。

「本当にいないんだ。それに、僕個人の感情としては、会わせてあげたいのはやまやまなんだけどね、とにかくいま、ちょっと色々たてこんでいて……いや、待てよ」

　そこまで言うと、八代は含みのある顔をして、闘真をしげしげと見た。

「真まな目め家なら上の人間も文句を言いにくいだろう。待て、違う、もっとやっかいな真目家そのものを黙だまらせることができる。いやそれに、すでに首をつっこんでいるともいえるか。不可侵を貫いてきた態度が変わりつつあるな。それを利用できないものか……」

　八代はぶつぶつと一人喋しやべり、再び闘真を見たときには、このどんよりとした森林の中にはなんとも不釣合いな、晴れやかな笑顔が広がっていた。

「そうか、君がいたか」

「あの、何か不ふ穏おんなこと、つぶやいていませんでしたか？」

「気のせいさ。それよりも闘真君」

　八代はポン、と闘真の肩を叩たたいた。

「な、なんですか？」

「君、一日ＬＣ部隊隊員にならないか？」
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　麻ま耶やはお気に入りのティーカップに注つがれた紅茶の香りを楽しむと、ゆっくりとひとくち、口に含んだ。

　インドから届いたばかりの新茶のダージリンだ。

　ファーストフラッシュらしく、新鮮な香りと緑がかった薄うすい茶色。いくつか飲み比べた中でも、特に今年はリッシーハット茶園がいい。清すが々すがしい香り、飲みやすさの中にほんの少しだけ残る渋み。

　麻耶はセカンドフラッシュより、このファーストフラッシュのほうが好きだ。だから毎年三月の声を聞けば、今年の紅茶の状況が楽しみでならない。紅茶はワインと同じ、去年おいしかったからと言って、同じ茶園が今年もいいとは限らない。また自分の好みも気分で変わる。

　インドから中国から日本から、彼女を喜ばせるために特別に選ばれ送られてくるお茶の数々。それは麻耶にとって、アジアの情報網を任されたことによる一番の副産物、喜びかもしれない。

　頬ほおに手を当て、至福の吐と息いきをこぼす。多忙の合間にもうけたこの時間こそが、麻耶に許された数少ない安らぎのひとときである。

　しかしうっとりと緩ゆるんだ眉まゆ根ねが、すぐに厳しく引き締まる。表情は瞬しゆん時じに不ふ機き嫌げんを形取り、麻耶にしては珍めずらしく、カップを置く音を響ひびかせた。

　ほどなくノックの音が三度鳴る。無ぶ遠えん慮りよというような強さではないが、どこか傲ごう慢まんさが鼻につく。たかだかノックの音だけで、これだけ嫌いやな自己主張をやってのける人間を麻耶は一人しか知らない。

「麻耶、話がある」

　返事を待たず開いた扉から、長男の勝かつ司しが自信に満ちた、麻耶に言わせるならずうずうしい足取りで入ってくる。

　そのまま向かいのソファに腰を下ろす。つい半月前そこに腰を下ろしていたのは闘とう真まだ。一年半ぶりに会った闘真は、以前と変わらず優やさしい雰ふん囲い気きを持っていた。だが、いま目の前にいる兄は、目の前の紅茶の味など、吹き飛ばすほどに刺とげ々とげしい。

「何か御用ですか、勝司お兄様？」

「解わかってるだろう？」

　麻耶の柔らかい声とは対照的に、勝司の声は少し硬い。

「さあ、なんのことでしょうか？」

　もう一度紅茶の香りを胸いっぱい楽しもうとして、とってつけたように麻耶は言った。

「お兄様は何か飲まれますか？　紅茶はあまり好みではありませんでしたわね。とっておきの鳳ほう凰おう単たん叢そうがあるのですけど」

　勝かつ司しはいらない、という意のしぐさを片手を払うことによって行った。こういう態度の一つ一つが、どうしても麻ま耶やの癇かんに障さわる。

「今日、弧こ石せき島とうと呼ばれる島で防衛庁の新兵器のお披ひ露ろ目めがある」

「はい。私もそう聞き及んでいます」

「ＡＤＥＭの査察が入った」

「まあ。それは大変ですわね」

　麻耶は驚おどろいてみせるが、それがなんともわざとらしい。勝司の眉まゆが一度だけ痙けい攣れんするかのようにピクンと跳はねた。

「それはいい。どこにでも首を突っ込み、色々と嗅かぎ回るのが好きな連中だ」

「それがお仕事ですもの。真まな目め家もよく覗のぞき屋と揶や揄ゆされることが……」

　テーブルを叩たたく音が麻耶の言葉をさえぎる。

「強制査察の申請は二日前。なのに、世界中の情報を掌しよう握あくする真目家の一員である僕にその情報が入ったのは、つい二時間前。演習当日だっ！　しかも査察内容に関する情報は、皆かい無むといっていい」

「ＡＤＥＭも情報隠いんぺいがうまくなったのですね。私の耳に届いたのはつい一時間前でした」

「ふざけるなっ！」

　勝司の拳こぶしが、再度テーブルを叩いた。

「ＡＤＥＭにそこまでの力はない。せいぜい一般人や馬ば鹿かな連中を煙けむに巻くのが関の山だ。真目家を出し抜くなど不可能だ！」

「おごる平へい家けは久しからず、とも言います。真目家といえども慢心の上に栄華を築くのは、困難というもの」

「ふん、よく言う。真目家を偽いつわれるのは真目家のみ。この言葉をいましみじみと実感している」

「あら、お帰りですか？　なんのおかまいもせず」

　立ち上がった勝司に、麻耶は上うわっ面つらだけの社交辞令を投げかける。

「親おや父じに気にいられてるからといって、あまりいい気になるな」

　勝司が荒々しく閉めて去った扉を見つめ、

「ＡＤＥＭを介入させるように仕向けたのは勝司、あなたでしょうに。あそこの地下にどのような秘密が眠っているのか、そんなに知りたいのですか？」

　カップの水面を揺らめかせながら、麻耶はクスッと笑う。

「怜れい」

　麻耶の一声に、奥の扉から音もなく腹心の部下が一人現れた。黒いシャツに黒いズボン。麻耶よりいくぶん長い髪は肩をすぎたあたりで、一つに結ばれている。一いつ瞬しゆん男性かとも思わせるが、中性的な顔立ちは、大人びた十代の少女にも見えるし、線の細い青年にも見えた。深くなく浅くなく下げる頭はじつに折り目正しい。

「勝かつ司し様はずいぶんとお怒りのご様子です」

　麻ま耶やは怜れいにくすくすと笑う。

「怒る演技をするくらいには、余裕があるようね」

「安っぽい捨てゼリフでした」

「わざとそういう言葉を選んだのでしょう。後手に回っていると思わせたい。私に油断させたいようです。ただ残念ながら、私は勝司をそれほど過小評価していません」

「麻耶様の仰おおせの通り、勝司様の手勢の動向を調べましたところ、怪あやしい様子はありませんでした」

「勝司に手て駒ごまを動かした様子はないと？」

「はい。あの方は不ふ坐ざ様や麻耶様と違い、八はち陣じん家けを徴用なさいませんから」

「外の組織を使ったのね」

　麻耶はしばし眉まゆをひそめ、カップの中身を揺らめかせながら天てん井じようを見る。その様子は見ようによっては、週末のデートやおこづかいと相談しながらのショッピングに悩む十六歳の女の子だ。その頭の中であらゆる知略が練磨されているとは、とても思えなかった。
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　何か考えがまとまったのか、視線が怜のところに降りてくる。

「弧こ石せき島とうは演習のあいだ、なんらかの影えい響きようで音信不通でしたわね？」

「はい。なんでも人工衛星から照射されるマイクロ波の影えい響きようだとか」

「なのに、勝かつ司しのあの余裕はどこからくると思います？」

「……弧こ石せき島とうの演習にスパイをもぐりこませている可能性はありますね」

「まず、間違いないでしょう」

　カップが音もなくソーサーに納まる。怜れいはすかさず、しかし優雅さを崩くずさずカップに新たな紅茶を注ついだ。

「考えたのだけれども。自衛隊の演習にスパイをもぐりこませるだけの力を持ち、真まな目め家の情報網にも引っかからず、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産に興味があり、勝司と取引の可能性がある組織。この条件だけで、ずいぶんと絞れるのではないかしら？」

「それでも範囲は広いと思います」

「ではもう一つ。日本、もしくはアジア圏内で大規模な活動を行ったことのない組織を追加してください」

「なるほど。日本ルートをエサに、勝司様はその組織と手を組んだというわけですね」

「ええ。日本国内で活動している組織は真目家の、私の目が光ってますから選ばないでしょう。しかし気になります」

「何がですか？」

「勝司が弧石島にもぐりこませているスパイです。勝司の余裕をかんがみるに、よほどの相手と見るべきかしら」

「我々ももぐりますか？」

　怜は武芸に秀ひいでた八はち陣じん家けの顔を覗のぞかせる。抜き身の刀のような殺気が、一いつ瞬しゆん怜のまわりを取り巻いた。

「それには及びません。真目家はあくまでも峰島勇次郎にかかわる出来事には、不可侵を貫きます。すでにＡＤＥＭに、勝司の動いた情報のいくつかは漏もらしてあります。あとは彼らがなんとかするでしょう」

「なんとかできなければ？」

「あの穴倉娘がなんとかするでしょう」

　麻ま耶やにしては彼女らしからぬ上品さに欠けた物言い。ＮＣＴ研究所の地下１２００メートルに住む少女とは、よほどウマが合わないようだ。

「では麻耶様。ＡＤＥＭの動向について、一つ気になる情報がついさきほど」

「なんですか？」

　気を取り直した麻耶は、彼女特有の人の心をつかむ魅み力りよく的てきな笑顔を見せる。

「坂さか上がみ闘とう真まがＡＤＥＭと接触。弧石島に向かったとのことです」

　麻耶の笑顔が凍りついた。

　怜は何事もなかったかのように、テーブルに広がった紅茶を綺き麗れいに拭ふいた。
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　炎が爆はぜ、黒煙はさらに高く舞い上がり、白い霧きりにからんだ。

　破片や火の粉が落ちるコンクリートの地面には、死と恐怖に翻ほん弄ろうされ、疲ひ弊へいした人々が散らばっていた。

　その中でただ一人、峰みね島しま由ゆ宇うだけは、長い髪が熱風に煽あおられるのもかまわず、レプトネーターが姿を消した廃ビルの谷間の果てに鋭い眼光を注いでいる。

　一見無感動な顔の中に、わずかな情動が見え隠れする。それは己への憤ふん懣まんか、やりきれなさか、あまりにもわずかな感情の機微を正しく読み取るのは難しい。

　一度だけ、想おもいにふけるかのようにまぶたを長く閉じる。だが再び開いた瞳ひとみには、すでにさきほどのような感情の色はない。黒こく曜よう石せきを思わせる瞳に、燃えさかる炎と黒煙を映すのみである。

「できることをやらないのは、愚おろかだな」

　振り返った由宇の顔は完全に切り替わっていた。それからの彼女の行動は奇妙極まりないものだった。

　瓦が礫れきや機材の破片が散らばる地面を、わずか30センチばかりの自由しかない鎖くさりでつながれた足で、器用に歩いていく。レスキュー隊員でも難なん儀ぎしそうな瓦礫の地面を、由宇は羽がはえているかのように飛び回る。

　やがて立ち止まったのは、由宇の位置を中心にして、八つの穴が地面に開いた場所だ。レプトネーターが最初にレールガンを撃うつため、脚を固定した痕あとである。

　由宇が見据えるのは、いまなお炎上するレプトネーターの最初の犠ぎ牲せい者しやと装甲車。しばらくそれを見ていたが、やがて横に弧を描きながら視線を移動させる。次々と爆発炎上した機器類と犠牲者達たちの姿を追っていく。

　それから唐とう突とつに走った。両足が鎖でつながれているとは思えない疾はやさで、粉ふん塵じんを舞い上がらせる。時々足を止めては視線を左右に向け、また走る。

　容姿と格好が目立つ少女の奇妙な行動に、なんとなく視線が集まる。怪け我が人にんを助ける者、残り火の消火にあたる者、瓦礫や壊れた機材を整理する者、誰だれもやるべき作業を止めるわけではないが、気づくと由宇の姿を視界の隅すみに留とどめてしまう、あるいは頭のどこかで意識しているといったふうである。しかし誰もが、少女は何をしているのか理解できない。ただ奇妙な行動としか映らない。

　誰が気づくだろう。誰が思うだろう。由宇の足跡がレプトネーターの足跡と一致していることに。左右を見渡す瞳が、レプトネーターのカメラアイの動きを正確に模写していることに。

　それらを理解できない周囲の人間は、この非常事態に何をしているのかという不審と、束そく縛ばくされた少女に対する好奇心だけが先行する。

　その間も由ゆ宇うの足はレプトネーターの軌き跡せきを追い、視線は犠ぎ牲せいになったものの順番を追っていく。正確に、狂いなく。

　レプトネーターの行動をなぞることにより、何をしようとしているのか。彼女は機械の思考すら読もうというのか。

　ふと、大きく崩くずれた瓦が礫れきの前で由宇が足を止めた。レプトネーターにはなかった行動だ。彼女が立ち止まった位置は、レプトネーターが我わが物顔で被害を拡大させながら走り抜けた中間地点。

　なぜか由宇はそこで立ち止まった。レールガンで崩れた廃ビルが瓦礫となって、目の前にうずたかく積もっている。由宇は瓦礫の一つを不自由な手で器用に持ち上げた。

　瓦礫の下から人の顔が現れた。自衛隊員の格好をした若者の、血の気を失った顔は死人のそれに近く、余命いくばくもないことが見て取れる。

　外気にさらされたことで意識を取り戻したのか、まぶたが震ふるえながら開いた。しかし焦点は合っていない。もう目も見えないのだろう。

　由宇はかたわらにしゃがむと、

「言い残すことはあるか？」

　とささやいた。

　若者の唇くちびるが力なく動く。唇は動くが言葉は出ない。その力すらない。

「確かに、伝えよう」

　しかし由宇はその言葉を理解したのか、強くうなずいた。由宇の言葉が聞こえたのか、一人の若者はその場で事切れる。

　再び何事もなかったように立ち上がった由宇の横に、一人の男が立っていた。

　由宇を追うレプトネーターに向かって、軽対戦車誘ゆう導どう弾だんを撃うった男だ。同系統の服装から、同じ自衛隊員だと解わかる。手足を拘こう束そくされた由宇を、いぶかしげにしげしげと見つめている。由宇は眉まゆひとつ動かさず言った。

「あのときのことは礼を言う」

「参ったね。礼を先に言われてしまった。まあ、いいか。俺おれは見ての通り陸自の人間、第二中隊一小隊第五分隊隊長の志し村むら圭けい吾ご二曹。こいつとは同期だった。みんなを代表して言わせてもらうよ。お嬢じようちゃんには感謝している」

　志村と名乗った自衛隊員は開いたままの同僚の目を閉じてやると、由宇の端整な横顔を見る。

「それで、お嬢ちゃんは何者だ？」

　無言の返答に、志村は肩をすくめ、再び動かなくなった同僚を見た。

「遺ゆい言ごんは聞けずじまいか」

「先に死んでごめん、だそうだ」

　志村は由宇が口を開いたことに驚おどろき、その内容にさらに驚いた顔をする。

「本当か？」

「嘘うそを言ってどうする？」

「そうか、先に死んでごめんか。……そうか。せつねえな」

　志し村むらは、鼻をすすりながら、誰だれにともなく語り始める。

「こいつは高たか瀬せっていって、ばあちゃんっ子でさ。両親を幼い頃ころに亡なくして、それからばあちゃん一人に育てられてたらしい。いつも早くばあちゃんに曾ひ孫まごの顔を見せてえよって口くち癖ぐせだった。一番死んじゃいけねえ奴やつなのに、馬ば鹿か野や郎ろうが」

　そう言って志村は、一粒の涙をこぼし、亡なき骸がらに向かって十字を切った。







「被害状況の把は握あくを急げ。怪け我が人にんの手当てを優先しろ。そこの君とそっちの君、そうだ。あちらの消火作業にまわってくれ。それから……」

　伊だ達てがいち早く状況を把握しようと、指示を飛ばす。ＡＤＥＭのメンバーはもとより自衛隊、二ツ橋重工の職員もその指示に従っていた。非常事態のさなか、各部署の垣かき根ねが取り除かれ、一致団結した姿といえば聞こえは良いかもしれないが、実際はあまりの出来事に思考の停止を余よ儀ぎなくされた者達たちの姿だ。混乱から覚めればいさかいが生まれる。ならばそれまでにできるだけまとめておこうというのが、伊達の腹積もりだった。

　濃のう霧むの中、皆なんとか荒れた状況を収束させようと働いていた。怪我人がほとんどで、動きは一様に鈍い。そんな中、伊達の目に異質な存在が映る。

「おいっ！」

　濃霧の中、軽々と歩き回る少女が近くを通りかかるのを見計らって呼びかけた。彼女は何をしているのか、ちょうど制御室の前にいた。ほんのわずか伊達に意識を向ける。

「あまり目立つことはするな。それでなくともおまえは目を引く」

　彼女の気まぐれを逃さず伊達は言い放つが、由ゆ宇うの答えは別のものだった。

「ご自慢のスーツがだいなしだね」

　そう言って由宇は笑う。親近感からくる微ほほ笑えみではなく、嘲ちよう笑しようでもなく、ただ笑うという形が自然だから表情を作った。そう言いたげな人工的な笑みである。

　伊達は服の埃ほこりをはらうと、再び移動を始めた由宇の隣となりに並ぶ。話す意思はあるのか、由宇も早足程度に速度を落としている。

「聞きたいことがある」

　伊達の声は硬い。間近で見た彼女の表情が、もっとも警戒すべき類たぐいの表情をしていることに気づいたからだ。人間の心理の深遠を見み透すかす神か悪魔のごとき洞察力。それをしているときの由宇の顔は、逆に怖いくらい物静かになる。

　しかし観察対象は人間ではなかった。せわしく動き回る人々に、たいして注意は向けていない。

「レプトネーターに危険はないと言ったな」

　伊だ達ての言葉を由ゆ宇うはうなずきで肯定する。

「それでは、この惨さん状じようをどう説明する？」

　由宇は冷静な、見方を変えれば冷めた目で見渡し、気だるそうに喋しやべった。

「ざっと30パーセント」

「何がだ」

「分析した性能より30パーセント機能の向上が見受けられた。あんたが入手した資料ではありえない」

「あの情報は偽にせ物ものだというのか？」

「どうかな。だとしても釈しやく然ぜんとしない部分は残る。それよりもプログラムは書き換えられたと見たほうが、色々と説明はつけやすい。そうなると暴走も、意図的なものか……」

　由宇は面倒くさそうに応答する。いまはそれどころでないと言いたそうだ。

「あんたが入手したプログラムは誤動作に対して厳重で堅けん牢ろうな作りをしていた。人への威い嚇かく射しや撃げきすら気の遠くなるようなチェック項目をクリアして、初めて発砲する。そんな作りだ。プログラムした人間は、あまり軍需産業に向かない思想の持ち主のようだ。ずいぶんと甘さが目立つ。おそらく平和利用と考えていたのだろう。防衛庁の意向は知らないが」

　伊達は黙だまって由宇の言葉に耳を傾ける。この娘の気まぐれな雄弁をさえぎるのは賢いことではないからだ。

「レプトネーターの設計には、もう一つ疑問があった。ソフトウェアの設計は甘い思想の持ち主だが、ハードウェアは使い方しだいでは凶きよう悪あくなものになる。対戦車用の指向性手しゆ榴りゆう弾だんを一番弱い関節に当ててもあの程度のダメージだ」

　由宇はその静かな表情で伊達を見返す。

「設計者の甘さと野心がアンバランスに配置されている。設計者は二人いる。平和利用を考えていた人間と、強力な兵器を作ろうとしていた人間。どのような体制で開発されたか解わからないが、思想の違いは生まれて当然だ。しかし今回の問題は、強力な兵器を作ろうとした人間が、裏に隠れているように見えることだ」

「それは解っている。だからおまえを連れてきた。問題は……」

　ここで伊達は言いよどみ、濃のう霧むの中左右を見渡し、誰だれもいないことを確認してから聞き取るのも困難な小さな声を発した。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうがこの件に、直接かかわっているのかどうかということだけだ」

　それこそが由宇を地下から出した理由だった。十年前姿をくらました峰島勇次郎の足取りを追えるかもしれない。それは何を差し置いても優先すべき事項である。

「あの入手した設計書に、峰島勇次郎のクセが見えると、おまえは確かにそう言ったな？　ＡＤＥＭのプロファイルチームにやらせても、同じ結果が出た」

「確かにあの設計書には勇ゆう次じ郎ろうのクセが見えた。遺産技術も多用されている。大気圏外からのマイクロ波電力電送システム、Ｂランクの遺産。マイクロ振動波受信式装甲、Ｃランク。これはけっこうやっかい。一定量までのダメージは、逆にエネルギーに変換してしまう。さっきの誘ゆう導どう弾だんでびくともしなかったのは、威力がおよそ20パーセント殺されているのも関係する。超軽量電磁飛翔体加速装置、通称レールガン、Ｄランク。ご大層な名前だが、ようはフレミングの左手の法則の鉄砲。これは破壊済み。炭素結合型ワイヤーカッター、Ｅランク。画像……」

「もういい。どれだけの遺産技術が使われているかは確認済みだ」

「ただそのセレクト基準はとても狡こう猾かつだ。ほとんどが既存技術の発展型か、基礎理論の完成しているものばかり。あと五年か十年もすれば勇次郎がいなくても、実現できる」

　実の父親であるにもかかわらず、由ゆ宇うは勇次郎と呼び捨てにする。その名前を発するとき、彼女にはどのような感情も見あたらなかった。

「では、峰みね島しま勇次郎の介入はない、とおまえは考えるのか？」

「たぶん答えは、あんたと一いつ緒しよだ。もう一人の設計者、裏の人物こそが勇次郎かもしれないと思ったのだが……騙だまされたのは善良無む垢くなほうの設計者達たちだけでなく、私達もか」

　由宇はまわりの惨さん状じようを見渡し、一度だけ首を横に振った。

「このやり方はあの男らしくない。どうやら勇次郎の存在をエサに、何かを釣りたかったらしい。安易に目の前のエサに飛びつきすぎたようだ。問題は何を狙ねらっていたか」

「ＡＤＥＭか？」

「それとも私か」

　由宇は自じ嘲ちようと嘲ちよう笑しようの二つを器用に同時にやってのけた。
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「何か聞こえませんでしたか？」

　船から身を乗り出すと、闘とう真まは爆発のように聞こえた音が、空耳かどうか確認しようとする。しかし続く音はなく、船のエンジン音以外不ぶ気き味みなほど静かだった。深い霧きりが何もかも飲み込んでいる感覚に襲おそわれる。

「俺おれには何も聞こえなかったが」

「そうですか」

　八や代しろは闘真がウェットスーツに着替え終わるのを待ち、

「さて出発前に復習しよう」

　と、のどかに話し出す。どこか学校の補習のような口調だった。

「闘真君が無む謀ぼうにもあの森に突入する少し前、レプトネーターの実験に真まな目め家の介入があるとの情報をつかんだ」

「出所の解わからない怪あやしい情報のことですね」

　八や代しろは頭を掻かいて困った顔をする。

「そうなんだよ。ただ提示された情報の信しん憑ぴよう性せいは高い。それだけのものをそろえて送られてきた。誰だれが何のためにか、いまは憶おく測そく以上のことはできない」

「憶測って、何か心当たりでもあるんですか？」

「想像の域は出ないけど、驚おどろかないでくれよ、情報を提供したのは、なんと、ま……」

「真まな目め家ですね？」

「……人の決めゼリフ取らないでくれる？　ちょっと寂さびしい気持ちになっちゃったよ。でもよくその結論にたどり着いたね？　もしかして闘とう真ま君、頭いい？」

「一昨日麻ま耶や……妹に会って、兄の勝かつ司しさんが日本に帰ってきたって聞いたから。麻耶と勝司さん、仲あまりよくなくって」

　闘真は指でバッテンを作り、苦笑いをする。

「兄弟喧げん嘩かレベルで語ってもらっても困るけど……まあいいや。そう、真目家の裏の動きを探れるのは世界広しといえども真目家くらいのものだ。真目家の隠おん密みつ行動を真目家が密告する」

　闘真に顔を寄せると、八代はニヤリと笑う。

「これはね闘真君、お家いえ騒そう動どうの前ぜん哨しよう戦せんだよ」

　不ふ吉きつな響ひびきに、闘真はつばを飲んだ。

「さて密告した側の真目家は、どっちだと思う？　兄弟喧嘩レベルでかまわないよ、闘真君の予想を聞かせてくれ」

「たぶん麻耶です。妹は好き好んで、ＡＤＥＭを利用しないと思います。家訓に反それますから。それをするときはやむをえない場合だけです。だから最初に勝司さんが何かしかけて、しかたなく麻耶がとった処置だと考えたほうが妥だ当とうな気がします」

「あ、そう？　じゃあ君の妹はこれを内々のうちに片付けたい。そう思い、その最適任者として我々を選んだわけだ。ただ君を巻き込むことまでは、想定されていたかどうか疑問だけどね。ま、後々の苦情を考えれば、好都合なんだけど」

「苦情？」

「前回のスフィアラボの事件のときは、とんでもない怒りの嵐あらしだったよ。多忙な真目家の重じゆう鎮ちんであり、ビジネスに私情をいっさい持ち込まないことで有名な娘が、なんの益も生まない苦情に、半日を費やしたと言えば解わかってもらえるかな？」

　八代は演技でなく震ふるえ上がり、ため息をつく。

「はあ」

「ただ今回はその苦情を覚かく悟ごで、君にかかわってもらう。いまＡＤＥＭは政治的に微妙な立場に立たされている。ＡＤＥＭは各地からやっかみや不興を買っていてね。近々大事な法案を通すために、あまりイレギュラーな行動は慎つつしまなくちゃいけない時期なんだ」

「それと僕とどういう関係があるんですか？」

「大ありだ。万が一君の行動がばれても、身元が必要以上に追及されない真まな目め家の人間という君の立場は、我々にとって非常に好都合なんだよ」

　政治的駆け引きの渦か中ちゆうにいることに、闘とう真まは思わず喉のどを鳴らし、やはり自分は妹やあの黒髪の少女が言ったように、馬ば鹿かで能天気すぎるのだろうかと、しばし悩んだ。

　しかしそれでも構わないと思う。目の前に広がる霧きりの彼方かなたに、追い求める少女がいるかと思うと、知らず動どう悸きが激しくなる。

「さて、そろそろ目的地だ。そうそう、もう一つ君に知っておいてもらいたいことがある。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうという人物像についてだ」

　装備をチェックしていた闘真の手が止まる。

「人物像？」

「峰島勇次郎は個人名を指すのではなく、組織を指すのではないかという説がある」

　初めて聞く説に、闘真は驚おどろきの表情を浮かべた。

「もちろん表に出ていた峰島勇次郎という人物はいる。しかし彼は本当にすべて一人で莫ばく大だいな研究量をこなしたのか？　正直疑問が残る」

「それ、本当なんですか？」

「さあ、どうだろうね。もし彼一人ですべてを行ったというのなら、月に一つ二つは、なんらかの技術開発、発見等を行ったことになる。俺おれとしては常識的に、複数説を押したいけど」

「由ゆ宇うはなんて言ってるんですか？」

「あの娘は何も語らない。自分が必要だと思った情報のみ、ちびちびと教えている。教えてもらった情報は、ＡＤＥＭがそれとなく他の企業に流す。現在の文明の進化スピードは、ある意味、あの娘が握っていると言っても過言ではないかもな」

「どうして、そんな大事なことを僕に？」

「僕の勘かんだけど闘真君とは、長い付き合いになりそうだからね。君なりに考えてみて欲しい。峰島勇次郎とそれをとりまく遺産の数々の意味を。世の中は、きっと君が思っている以上に遺産の力に支配されている」

　八や代しろは大きく手のひらを叩たたき、この話題を絶った。

「さて、いまは目の前の問題から片付けていこう。闘真君はこれから一人で弧こ石せき島とうに向かってもらう」

　闘真は黙だまってうなずく。

「闘真君の身体的能力は非常に高く評価している。ついでに言うと、君の男っぷりも非常に高く評価しているよ。僕個人は」

「え？　男っぷり？　なんですか、それ？」

「あの峰みね島しま由ゆ宇うに恋心を抱くなんて、普通の男じゃとてもとても。君はすごいね。十も年下だけれど、心底、男として尊敬するよ。漢と書いて男と読む。まさしく君のことだ」

「……その言葉、由宇に寸分たがわず伝えておきます」

　いたって冷静な闘とう真まの返答に、八や代しろはつまらなそうな顔をした。

「もう少し可愛かわいげのあるリアクションを期待したんだけど。思ったよりも君、冷めてる？」

「たまに言われます。それで、普ふ段だんの喜き怒ど哀あい楽らくの激しいほうは嘘うそっぽいって」

　八代は重くなりそうな空気を払うように、陽気に喋しやべった。

「さあ作戦開始だ。例によって君もしくは君のメンバーが捕らえられ、あるいは殺されても当局はいっさい関知しないからそのつもりで。なお、このテープは三十秒後に自動的に消滅する。成功を祈る」

「例によってってなんですか？　それにメンバーなんていないし、テープの再生じゃないし、もしものときは関知してもらわないと困るんですけど」

「ホント冷静だね、闘真君。遺産の利権問題まで発展させたくないから、今回の問題はあまり防衛庁や警視庁や公安や海上保安庁や、ともかくその他もろもろに知られたくない。いずれ知られるにしても、こちらの足場を固めてからだ」

「はい」

「なので捕まってとがめられたときは、知らぬ存ぜぬ。僕の名前は真まな目め闘真ですを繰り返す」

「坂さか上がみ闘真です」

「じゃあ、妹呼んでくださいを繰り返す」

「打算的行動は、僕のところで、できる限り断ち切ります」

　闘真は海水にゆっくりと体を浸すと、音もなくもぐった。

「いいね、正直な生き方で。あこがれるね」

　遠ざかる闘真の後姿に、八代は眩まぶしそうに目を細めた。
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「どうだ、拡散した部隊との連絡は取れそうか？」

　伊だ達ての言葉に、通信士は首を横に振る。

「駄だ目めです。雑音ばかりで……」

「電源供給用の人工衛星からくるマイクロ波の影えい響きようだ。電波による通信手段は、あきらめたほうがいい」

　由宇の言葉は、絶望をさざなみのように広げていった。

　伊達を中心にして、生き残った自衛隊員と防衛庁の役人とＡＤＥＭの関係者が固まっている。その中でまともに動ける者は数えるほどしかいなかった。重傷者以外も、皆どこかしら傷を負い、無傷と言っていいのは由ゆ宇う、伊だ達て、さっきの志し村むらという隊員、それに残り数名程度だ。

「外との連絡も取れないか。……外部との定時連絡は六時間間かん隔かくだったな？」

「はい。でも演習開始前にしたばかりなので、五時間は連絡がなくても、異常とは思われないでしょう」

　伊達は空を見上げると、霧きりの向こうのさらに上にある見えるはずのない人工衛星を睨にらんだ。

「まったく、やっかいなしろものだな。こうマイクロ波の影えい響きようが大きければ、実用にも支障があるだろうに」

「あうっ！」

　突然通信兵がヘッドフォンから耳を離し、しかめ面つらで叫んだ。

「どうした？」

「解わかりません。突然すごい金属音が」

　ヘッドフォンからの金属音は、少し離れたところにいる伊達や由宇の耳にも届いた。マイクを向けたときのスピーカーのハウリング音に似ている。

「離れろっ！」

　由宇は叫ぶと同時に通信士を引っ張った。通信機が突然火花に包まれ出火する。

「う、うわあ！」

　通信機だけではなかった。悲鳴はあちこちから聞こえ、そこでは電子機器類がことごとく同じ経緯をたどった。

「な、何が起こったんだ!?　消火急げ！　早く！」

「電磁波爆弾か」

　由宇は難しい顔をする。

「衛星からのマイクロ波の出力を上げ、電子機器類を全部オシャカにした。しかし破壊をこの程度に留とどめたか。演習はまだまだ続けるつもりらしい」

「どういう意味だ？」

「殺すつもりなら衛星シグマからのマイクロ波の出力をもっと上げるだろう。一分を待たずして、私達たちは電子レンジに放り込まれたみたいに破裂する」

　通信兵が喉のどを鳴らした。

「確定したな。レプトネーターは演習をまだ続けたいらしい。これでここは名実ともに絶海の孤島になった」

「不安にさせるようなことだけは、ペラペラとおしゃべりだな」

「私の親切心をそのようにとられるとは心外だ」

　肩をすくめる由宇に伊達は何か言おうとしたが、中断を余よ儀ぎなくされる。いままでとは異質の騒さわぎが起こった。

　制御室のまわりに数人の自衛隊員が集まっている。恐れていた騒ぎが起こってしまった。レプトネーター開発者達たちに対する、自衛隊員の突き上げである。

　しかしそれまで暴走することはない。両者の間に妨さまたげる物が存在したからだ。

「ドアの軸の歪ゆがみか制御パネルの破損か原因は特定できませんが、制御室のドアは開きそうにないですね。レプトネーターの攻こう撃げきで完全にイカレてます」

　制御室のドアから離れたＡＤＥＭ査察メンバーの一人、佐さ伯えき弘ひろ明あきが現れた。三十代半ばくらいの精せい悍かんな顔立ちは、役人とは異質の雰ふん囲い気きをかもしだしている。元ＬＣ部隊員の彼は、伊だ達てに報告を終えると、汗と霧きりでべとついたＹシャツを気持ち悪そうに引っ張った。

　事実上レプトネーターの開発者達は中に閉じ込められた形になる。しかしそれは幸いと言えた。レプトネーターに仲間を殺された自衛隊員達は、いまにも彼らを殺しそうな形ぎよう相そうで、制御室の中を睨にらんでいる。

　レプトネーターの暴走が去ってから三十分。暴風雨のような混乱が収束され、人々の頭に余裕ができると、感情が優先されるようになった。

　レプトネーターがいないいま、怒りの矛ほこ先さきは開発メンバーに向けられる。制御室のガラス窓を見る視線に、殺気がこもる。傷つけられた恨うらみ、仲間を殺された恨み、報復、視線の意味は子供でも理解できる。笠かさ原はらを筆頭とする開発メンバーは、ただ中で恐怖に震ふるえていた。

　小型の斧おのが、強化ガラスに叩たたきつけられる。

「そんなところに隠れてないで、出てこいよ！　おまえ達の作ったあれのせいで何人死んだと思ってる！」

　さらに斧を振る。強化ガラスに何度弾はじかれても、短髪の自衛隊員はそれを止やめようとはしなかった。それどころか、さらにしつこく斧を振るう。

　まわりに集まっている自衛隊員も斧を振るような暴挙に出ないまでも、止めるまではせず、暗に同じ気持ちであることを訴えていた。

「おいおい、星ほし野の。そのくらいにしとけよ」

　ようやく止めに入った自衛隊員は、さきほど由ゆ宇うに話しかけた志し村むら圭けい吾ごである。

「可愛かわいいお嬢じようちゃんまで中で怯おびえてる」

　そう言って中央で一ひと塊かたまりになっている技術者の一人、小さ夜よ子こに向かって軽く手を振った。だが中の小夜子にそのふるまいが見えるはずもなく、小夜子は青ざめた顔のままである。

「止めないでください。憎にくくないんですか!?　悔くやしくないんですか!?　池いけ田だもイッチも大おお滝たきも、みんな死んだんですよ」

「あの表情を見ろ。彼らだって戸と惑まどって恐怖している。暴走時の制御室の声は筒抜けだった。彼らのせいでないことは明らかだ」

　横からの伊達の意見も、星野という青年を激げつ昂こうさせるだけだ。

「なんでＡＤＥＭのあんたがでしゃばるんだよ！」

「杵き島しまさんも他の高官の方々も、怪け我がで休まれている。一時的にだが私が指揮を取ることに、許可もいただいている」

「てめえら、つるんでるんだろ」

「いい加減にしないか！　この惨さん状じようを見ろ。仲間内で争ってどうする？」

「こいつらは仲間なんかじゃねえ、敵だっ！」

　星ほし野のが大きく後ろに振りかぶった斧おのは、しかしガラスを叩たたくことなく静止する。否いや、静止させられた。

　いくら振ろうにもピクリともしない斧に星野は後ろを向く。と、斧に絡からみつく細い指が見えた。その先には小さな体、細い首、息を呑のむような冷たい美び貌ぼう。整った唇くちびるが、星野に向かって言葉を投げる。

「この状況を生き延びたいなら、無む駄だな体力を使うな」

　言葉と同時に少女が手首を少し動かした。斧は、少しひねられただけで、すっぽりと簡単に星野の手から抜けた。

「え？　あ？」

　しっかりと握っていたはずの斧が、なぜ少女の手にあるのか理解できない。

「おまえ、いったいなんの……わっ」

　由ゆ宇うの手を離れて落下した斧に、星野は慌あわてて飛びのく。そうしなければつま先が真っ二つになっていた。細腕が重さに耐えかねて落としてしまったというよりも、狙ねらって落としたように感じられた。

「おい、おまえ！」

「いちいち大声を出すな」

　奇妙な拘こう束そく具ぐに縛しばられた手を、軽く横に払う。蚊かも殺せないであろうそれに、しかし星野は大きくよろけ、しりもちをついてしまった。強い力で押しのけられたという感覚はない。感じた力は少女の外見どおり可愛かわいいものだった。それなのに大の男がぶざまにも転んだ。

「責任者と話がしたい」

「待てよ、だいたいおまえはなんなんだよ、こんなところにそんなヘンなカッコで、なんで女子供がいるんだ！」

　今度は星野が由宇の言を断つ。後ろから乱暴に肩をつかむと、無理やり振り向かせようとする。しかし、なぜか星野の足が地を離れた。

「そんなにかまって欲しいか？」

　逆さに見えた表情に、星野は総毛立つ。触れてはいけない何かに触れてしまったのだと、意識したときにはすでに手遅れだった。

「おい、やめろ！」

　伊だ達てというＡＤＥＭの男が制しようとするのも聞かず、

「怪け我がはさせない。ただ……」

　星ほし野のの首に、少女のひんやりとした指が巻きついた。

「心に恐怖を刻むだけだ」

　ニコリと彼女は極上の笑みを浮かべる。一いつ瞬しゆんだけ星野はその笑顔に見とれ、ずっと見ていたいと心のどこかで思った。しかし願いはかなわず次の瞬間、星野の顔は強制的に別の方向へ向けさせられた。少女の指があらがえない強さで頭をねじる。首の奥がミチミチと鳴った。骨のこすれる音が、頭ず蓋がい骨こつを振動させる。

　由ゆ宇うと星野の様子を見守っていた人々は、一様に顔を引きつらせていた。星野は何が起こっているのか解わからなかった。痛みも何もない。ただ不ふ愉ゆ快かいな様々な音が、体内で鳴るばかりである。ねじられた頭はどこまでも進む。ようやくそれが人間の限界を超えていることに気づいたときは、信じられないものが眼下に見えた。自分の背中である。

「あ、ああ……」

「動くな。下手に動くと脊せき髄ずいが損傷する。余生をベッドの上で過ごしたいか？」

　由宇の言葉に、星野の体が硬直した。

　誰だれも何も言うことはできなかった。首が百八十度ねじれても、なお、よだれを流し生きている人間。それは常じよう軌きを逸し、ただただ恐怖のみを撒まき散らす。

　星野の首から、指がそっと離れる。

　由宇はゆっくりと星野の背後にまわり、顔を真正面から見た。

「自分の背中を真上から見下ろす経験をした者など、君を含め四人しかいない」

　星野はうなずくことも返事もできない。己の身に起きた不幸に、涙を流すばかりだ。

「私のやることを邪じや魔まするな」

　由宇は最後にそれだけを伝えると、乱暴に星野の頬ほおをはたく。首が再び百八十度ねじれ、もとの場所に残った。

「あ、く、首、戻ってる？」

　自分の首をおそるおそるさわり、星野は大きく安あん堵どする。しかし、またすぐに恐怖に支配され、化け物を見る目つきで由宇を見、大きく後ろに一歩下がった。

「後遺症が出たらＡＤＥＭに申請しろ。慰い謝しや料りようくらいは出すだろう」

　由宇はそれだけを言い残すと、制御室に向かって歩き出す。由宇が進む先にいた自衛隊員達たちは、慌あわてて道を開けた。

　荒れ狂うレプトネーターを退けたのは由宇だ。それは大勢の人間が見ていた。

　また瓦が礫れきの中から仲間を見つけ、最後の言葉を汲くみ取ったのも彼女である。それを知った自衛隊員の中には、尊敬に近い念を抱いた者もいるかもしれない。

　拘こう束そく具ぐをつけられたまま、平然と濃のう霧むの中を歩く少女を、ＡＤＥＭの面子メンツを除く全員が、不審に思いながらも、誰も彼女に対してはっきりと疑問を投げかけなかったのは、不思議な敬意のようなものも同時に生まれつつあったからなのかもしれない。不可思議な存在に対する奇妙な感情。

　だが、いまの彼女を取り囲む視線は、ただただ恐怖のみである。

「なぜあんなマネをした？」

　伊だ達ての叱しつ責せきなど、由ゆ宇うには聞こえないようだ。無視して制御室に進んでいく。

「レプトネーターを退け、わずかだが彼らに認められつつあった。どうしてそれをすべて台無しにするような行動をとる？」

「認められる？　台無しにする？」

　そこで由宇は振り返り、伊達に向かって初めて感情らしい笑顔を作った。さきほどまでのどの笑顔でもない。伊達の言葉が心底おかしいようだ。

　笑顔とともに伊達に向けられた言葉は、氷の刃やいばだった。

「地下に持っていけないものを、大事にしてどうする？」







　由宇は制御室正面に立った。

　ガラスの向こうにいる青ざめたレプトネーター開発者達たちを、下から見上げている格好にもかかわらず、睥へい睨げいといって差し支えない貫かん禄ろくをかもしだしている。

　制御室の中と外では音は伝わらない。しかし開発者達の顔を見れば、喉のどを鳴らす音が聞こえそうなくらい緊きん張ちようしていることが伝わってきた。

「責任者と話がしたい」

　由宇は口で喋しやべると同時に、ガラスに指で文字をなぞる。

　笠かさ原はらが返事を同じようにガラスに書こうとするが、由宇はそれを止め、普通に話すようにと指示をする。なぜ？　と問い返す笠原の唇くちびるの動きを彼女は正確に読み取った。すぐに読どく唇しん術じゆつだと笠原は納なつ得とくする。先のことといい、目の前の少女は常識で測るものではないと悟った。

「レプトネーターの二ツ橋重工における開発責任者は私です。笠原実みのると言います」という長文も由宇は正確に読み取った。

「レプトネーターの最新制御ＯＳのバージョンは10・０５０４か？」

　笠原は驚おどろいた。なぜ外部の人間がトップシークレットを知っているのか。

「私はＡＤＥＭの人間だ」

　その回答に笠原は、わずかながらの嫌けん悪おを見せるが、うなずくことで正直に答えた。

　少女の質問は、実に原始的な方法で伝えられた。つまり、窓越しに若いＹシャツ姿の男、たぶんＡＤＥＭの人間だろうが、彼が彼女の話すことを紙に書き、笠原達に見せる。

「だがさっきのレプトネーターの動きをみるに、10・０５０４バージョンのＯＳではない。それにしてはレプトネーターの動きが機敏すぎる。推定だが、機動力に30パーセント、映像認識力に17パーセントの向上が見受けられる。思考ルーチンにいたっては、まったく別物だ」

　驚おどろく開発者達たちの顔を、由ゆ宇うは一人一人観察していく。笠かさ原はらを見たとき彼女は少しだけ目を細めた。

「誰だれがＯＳを入れ替え、あれを単なる殺さつ戮りくマシンにしたのか？」

　開発者達はたがいに顔を見合わせる。不安と疑ぎ心しん暗あん鬼きが徐々に高まっているのが解わかる。何か解らない小さ夜よ子こに、一人の男が説明していた。小夜子の顔が驚きで泣きそうにゆがむ。

「いや、いまは、誰がやったのかなど、どうでもいい」

　だが、続く由宇の言葉は意外なほど優やさしかった。

「悪意からの行為ではないことは解っている。私の見立てでは、10・０５０４バージョンのＯＳでは防衛庁を満足させられるか微妙なところだった。いや、よほどの運が味方しても苦しいだろう」

　そう言いながら、由宇は笠原に視線を定めつつある。小夜子以外の制御室の人間が、皆、それに気づいた。

「さっきも言った。誰よりも君達が解っているだろう？　レプトネーターがその気になれば、この島にいる人間全員殺すことなど、たやすい。敵がまだレプトネーターの性能テストをしているうちに、なんとしてでも捕らえ、破壊しなければ、ここにいる私達は全員が殺される」

　由宇が誰を見て言っているのか、雰ふん囲い気きで小夜子にまで伝わった。小夜子のか細い手がぎゅっと握られ、信じられない面おも持もちで、笠原を見えない目で見る。

「仲間を思う気持ちがあるなら、いまここで洗いざらい話す勇気を持てはしないか？　一人でも多く生き残るために」

　笠原は膝ひざをつくと、衆目の中、ぼろぼろと涙を流した。
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「ククルスと名乗る人間からのネットでの情報提供か。なるほど、そいつは自分の目的を最初から提示していたわけだ」

　なかば独り言に近い由宇の言葉に、周囲の人間は不安そうな顔をする。慌あわててＡＤＥＭの佐さ伯えきが言葉を付け足した。

「ククルスとは鳥のカッコウの学名だ。カッコウには託たく卵らんという奇妙な習性がある。他ほかの鳥の巣に卵を産み落として、その鳥に自分の子を育てさせる。さらにカッコウが残ざん酷こくなところは、本来の子の卵は全部巣の外に追い出してしまうことだ」

「ククルスは技術の切れ端だけ二ツ橋重工に提供して、完成したところでもらうつもりなのだろう。性能テストは、我々で充分に行える」

　すぐに由宇の抑よく揚ようのない声が響ひびく。佐伯は、またしても慌てて言葉を付け足すはめになった。

「しかし計算は狂った。よもや撃げき退たいされるとは思っていなかっただろう」

「さあ、それはどうかな？」

　由ゆ宇うは楽天的な言葉に、さきほど伊だ達てに言ったのと同じ言葉を繰り返す。

「計算が狂ったのなら最終手段に出て、この島ごとマイクロ波で電子レンジにしてしまえばいい。ククルスはまだ実戦テストを続けるつもりだ」

　恐怖に押し黙だまる人々の中、とうとう伊達が強ごう引いんに話に割りこんできた。このまま放っておいたら一般人の気持ちなど解わからぬこの娘が、どこまで不安を煽あおるか解ったものではない。

「心配ない。そのことは、いますぐに殺されるわけではない保障でもある。データを持ち帰り、できれば本体を回収するまでは、我々を殺すようなことはしないだろう」

　残された人々で、怪け我が人にんでないと言えるのは、制御室に残された技術者達たち、由宇、伊達、佐さ伯えき。自衛隊では志し村むらと星ほし野のと他ほか数人。戦せん闘とうには耐えられない怪我人が十数人。その中には杵き島しま副長官も含まれていた。この制御室と簡易司令部まわりで生き残った人間はそれだけである。あとはそれぞれの持ち場に散っていった自衛隊員達が、どれだけ生きているか。

「通信機器は使えないが、三十分ごとに護衛艦が見回りに来る。すぐに異常に気づく」

　気休めだと解りながらも伊達は言った。やはりわずかな時間の気休めにしかならなかった。

　予定の時刻を過ぎても、護衛艦は姿を見せなかった。







「とりあえず使えそうなものを、まとめておいた」

　志村が後方を指差すと、銃器類や箱が一いつ箇か所しよにまとめられていた。充分な量に見えるがレプトネーター相手に、それで対抗できると断言できる者はいない。

「小火器はＭＩＮＩＭＩが五、８９Ｒが七、Ｍ９が五、弾は充分にあります。軽対戦車誘ゆう導どう弾だんが四。弾も幸いたくさんあります。他にも手投げ弾、クレイモアなどが残っていました」

　そこへようやく明るい話題がきた。

「ヘリコプター、一台だけなんとかなりそうです」

　一人の自衛隊員が、霧きりの向こうを指差した。

「二ツ橋重工の専用ヘリです。さすがに妨電磁波対策は完かん璧ぺきみたいで。ただ一つ問題が」

「なんだ？」

「パイロットがいません。ライセンス所有者は全員重傷か死亡しました」

　全員が押し黙る中、ずい、と一人の青年が前に進み出た。

「私が行きましょうか」

　前に出たのは、ＡＤＥＭの佐伯である。

「ヘリの操縦ならできます」

　伊達はしばし、考え込むふうだったが、

「そうだな。背に腹はかえられん」

　とうなずいた。

　重傷者優先で、ヘリに人が乗せられていく。その中には杵き島しま副長官も含まれた。責任者なのだからここに残ると言い張るのを、なんとか言い含めてヘリに乗せる。

「たのんだぞ、佐さ伯えき」

　ヘリに乗り込む前に伊だ達ては軽く佐伯の肩を叩たたいた。一度だけ、小さく佐伯は首を縦に振る。

　杵島副長官と重傷者を乗せたヘリが徐々に霧きりの中に消えていった。

「マイクロ波の影えい響きよう下かから脱するのに、三十分もかからないだろう」

　伊達のつぶやきは、霧に包まれ、はかなく消えていった。







「思ったよりも順調じゃないか。昔取った杵きね柄づかも、ダテではないな」

　杵島が肩を叩くと、佐伯は緊きん張ちようを少しだけ緩ゆるめる。

「ご存知でしたか」

「ああ、君はＡＤＥＭに行く前、ウチにいただろう」

「ええ、まあ。でも、正直なところ、手のひらが汗でベトベトです」

　徐々に高くなっていくヘリに、杵島は少し慎しん重ちようすぎるのではないかと思ったが、プレッシャーになるようなことは口にしないことにした。

「君の操縦するヘリに乗るのは、これで二度目だ」

「そうでしたか？　よく覚えておられますね」

「よく覚えているよ」

「お休みになっていてください、副長官」

「ああ、あまり気を散らすのも悪い。この視界を脱したら、昔話でもしよう」

　杵島は痛む左腕と腰を気き遣づかいながら、横になった。

　と、そのとき、ついいままで笑っていた佐伯の手が、ガタガタと震ふるえだした。顔に汗が玉のように浮いている。

「う……あっ……」

「どうした？」

　異変に気づいた杵島が、肩をゆすっても返事はない。それどころか汗の浮いた顔に苦しみの表情が加わる。

「佐伯君、しっかりしたまえ！」

　尋じん常じようでない様子に杵島は必死に呼びかけるが、佐伯の見開かれた目は血走り、喉のどの奥から何かを吐はきそうになるのを必死に堪こらえている。

　胃の中のものを吐はき出すくらいプレッシャーがあるのかと思ったが、それにしても尋常でない様子だ。

「おい、いったん引き返したまえ。無理をすることは……」

　耐え切れなくなった佐さ伯えきの口が爆はぜた。大量の吐としゃ物ぶつが操縦席に飛び散る。だが窓ガラスを汚したのは、真まっ赤かな血の塊かたまりだ。

「さ、佐伯君！」

　いまやヘリは操縦士を失い大きくバランスを崩くずしていた。

「あが、がががっ！」

　佐伯は手足をばたつかせ、すぐに痙けい攣れんが全身を襲おそう。

　佐伯の身にいったい何があったのか。持病などは持っていないはずだ。ＡＤＥＭの人間が、そんな軟弱な男を現場に連れてくるわけがない。伊だ達てが許さないだろう。杵き島しまは佐伯の体を押さえながら、必死で考える。

　──まさか、毒!?

　考えたくない可能性に、杵島は比ひ喩ゆでなく、目の前が暗くなるのを感じた。しかし佐伯の症状は毒物、特に神経毒の症状に酷こく似じしていた。

「く、なんとか！」

　正面に弧こ石せき島とうで一番高い建物である、朽くちかけた灯台が見えた。それはみるみる迫り、このままだと激突は必至であった。

「くそっ！」

　杵島副長官は血にまみれた操そう縦じゆう桿かんを握ると、限界にまで倒す。ヘリはなんとか旋せん回かいし、灯台の真横を、きわどい距離で通過した。

　しかし目前の危機を回避した杵島に、わずかの安あん堵ども訪れはしない。灯台の頂上にいる黒い影に、杵島の口から絶望の言葉が漏もれた。

「……レプトネーター」







　不安と期待をあびながら、徐々に霧きりの中に消えていったヘリコプターに、突然異音が混じった。何かに引っ張られるように尻しりを振ると、徐々に下降する。

「お、おい!?」

　ヘリコプターはメインローターの示す方向とは逆に引っ張られていった。その先には島の先端にある、古びた灯台が待ち構えている。そして灯台の頂には、本来存在しない者が張り付いていた。

「レプトネーターだ！」

　誰だれかが悲鳴のように叫んだ。

　肉眼では判別不可能だが、レプトネーターと輸送ヘリの後部にあるテールブームの間は、一本の細いロープで結ばれていた。レプトネーターの標準装備、ワイヤーカッターである。ワイヤーカッターはじりじりと巻き取られていく。

　しかし完全に巻き取る前に、その張力は失われた。切れたわけではない。ワイヤーカッターの鋭い刃が、ついに輸送ヘリのテールブームを切断してしまった。

　ヘリはきりもみしながら、廃ビルの屋根や壁を削り、伊だ達て達たちのほうへ落ちてくる。

「気をつけろ。こっちに来るぞっ！」

　叫ぶ伊達の頭上を、ヘリの爆風が通過する。その先にある場所を見て、全員の顔が青ざめた。

「最悪だ」

　かき集められた荷物と武器、その山にヘリはまるで狙ねらったように命中した。ワンテンポ遅れて大きな爆発が、ヘリ全体を覆おおい隠す。

　炎の中から細かい破裂音が鳴る。

「退避っ！　弾が熱せられて危険な状態だ」

　しかし、一人だけ、伊達の言葉もこの状況も意に介さず行動するものがいる。

　由ゆ宇うだ。

「おい！」

　伊達の声など、当然聞こえないふりで、由宇は炎上したヘリとは斜め向かいの方向にスタスタと歩いて行く。

「コックピットのガラス窓か」

　血のついたガラスの破片を指でつまみ、由宇は怪け訝げんな顔をする。臭においを嗅かぎ、目を細め、思し索さくの迷宮へと沈んでいく。

　思考を抱えたまま由宇は、伊達達のところに戻った。

「血も涙もねえ！」

　生存者絶望の状況に、星ほし野のが叫ぶ。由宇は一時思考を離れ、ただ冷ややかにそれに応こたえた。

「あれを造ったのも動かしているのも人間だ」
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　霧きりの海を泳ぐのは夜泳ぐのに似ている。何も見えず何も聞こえず、己が打つ水の音しか聞こえてこない。

　どこまで進んでも変わることのない風景。いや、進んでいることさえ解わからなくなってくる。ずいぶんと泳いだつもりだが、波に流され、わずかばかりも進んでいないのではないか、見当違いの方角に進んでるのではないか、そんな恐怖心が生まれてくる。

　そればかりでない。霧という異界に包まれた海は、水面下に得え体たいのしれない何かを潜ひそませているような気配をはらんでいた。

　唯ゆい一いつの救いといえば、海が思ったよりも冷たくないことだ。与えられたウェットスーツの性能がいいのか、逆に暖かくさえ感じる。

　どれほど泳いだだろう。経験則からくる距離感では、そろそろ島が見えてもいいころだ。

　闘とう真まの不安と憶おく測そくを見み透すかしたように、異音が波にまじった。ほどなくそれは船のエンジン音だと悟る。まさか本当に何も進んでおらず、いまだＡＤＥＭの船がそばにいるのか。

　息を潜ひそめているとそれは徐々に大きくなり、ついには霧きりの彼方かなたより黒い影となって現れた。

　そのシルエットが乗ってきた船と違うことにほっとし、同時に見回りの船に見つかるなという八や代しろの言葉を思い出し、あちゃあと内心舌打ちする。船には自衛隊所属を表すマークがあり、島の演習にかかわっているのは明らかだ。

「おい、おまえ！　そこで何をしている？」

　自衛隊員らしき男は銃こそ闘真に向けないものの、所有していることは隠そうともせず、不審な顔で闘真を睨にらんだ。

「うわー、よかった。船だあ！　あ、怪あやしいものじゃないです。ダイビング中にちょっと迷っちゃって」

　立ち泳ぎしながら両手を挙げるという器用なまねをしながら、とうてい信じてもらえそうにないことを口にする。

「怪しくない奴やつが、こんなところでそんな格好で泳いでるものか。さっさと上がれ」

　海から上がると前後を屈強な男性二人にはさまれ、闘真は否いや応おうなく船の奥につれてこられた。

　しかし闘真はまだどこかで安心していた。日本の自衛隊の船だ。一目で未成年と解わかる自分をいきなり射殺するようなことには、絶対になるまい。

　だが、いきなりロッカーから目の前に転がり出た物を見て、闘真は絶句した。

「ひ、人？　……まさか死んでるの？」

　額を穿うがつ孔あなから血が一筋、顔を縦に横切り乾いている。

　しかし呆ぼう然ぜんとする間も闘真には与えられなかった。後頭部に感じる冷たい感触。カチリと持ち上がるうちがねの音。撃うたれると思うより速く体は動いた。

　片足を軸に旋せん回かいし、銃の照準からの回避、敵の側面にまわりこむ、という二動作を同時にやってのける。

　そして闘真に銃をつきつける相手の腕を取り、あざやかな投げ技を決めた。さらにもう一人の懐ふところに飛び込み、抵抗するまもなく同じように硬い床に思い切りたたきつける。

「ブラボーッ！」

　ゆっくりと拍手をする音に、闘真は慌あわてて振り向く。最初に眼めに入ったのは鮮やかな金髪と映画のスクリーンから抜け出してきたような、彫りの深い整った顔立ち。

「いまの技はすばらしい。それはジュードーか？　それともカラテか？」

　英語なまりの日本語だが、それなりに流りゆう暢ちようだ。

「ア、ア、アイキャント　スピーク　イングリッシュ」

　しどろもどろな闘とう真まの答えに、金髪の美び丈じよう夫ふは爆笑した。

「はーっはっはっ。いや、面白い少年だ。それが俺おれの戦意を失わせる作戦だとしたら、大成功だよ」

　しかし笑い終えると、そこには冷たい表情をした男がいた。

「だからといって闘たたかわないわけにはいかない。俺達たちにも色々事情がある」

　男の腰の後ろには二つのホルスター。入っているは装飾用なのか、豪ごう奢しやな彫刻がいたるところにほどこされた、バレルがやたらと長い二丁の拳銃だった。

「紹介しておこう。この娘がボニー」

　右手に持った装飾銃をくるくると回す。

「そしてこいつがクライド」

　左手に持った装飾銃を軽く振り、

「こいつらも君のことを気にいったようだ。熱烈なキスをしたがっている」

「え、遠えん慮りよしておきます」

「そう言わずに受け取ってくれ」

　銃口が闘真に向く。慌あわててドアの陰に隠れた。厚い金属製のドアは、頑丈な盾たてになってくれるはずだ。

　銃声は一発。闘真と金髪美丈夫の間には分厚いドア。なのになぜか闘真の頬ほおが裂けた。まさかドアを貫通したのかと思って見てみるが、そんな穴はどこにもない。

「少年、隠れても無む駄だだよ。ボニーとクライドの情熱は、その程度では防げない。ほらっ！」

　銃声が続けざまに二発。右の二の腕と太ももをかすめた。

「どうだい、ボニーとクライドの熱愛は？　少しばかり捻ねじ曲がっているけど、熱い想おもいは届いたはずだ」

「捻じ曲がっている？」

「少しばかりね」

　さらに一発。今度は右の頬がさっきより深く削り取られた。しかし痛みに顔をしかめながらも、闘真は壁の横の異常に気づく。壁が少し歪ゆがんでいる。

　自分自身とその壁と金髪美丈夫をラインで結ぶと、壁に跳はね返ったビリヤードの玉ような軌き跡せきが頭に浮かんだ。

「まさか跳ちよう弾だん!?」

　しかし闘真の疑問に金髪の饒じよう舌ぜつな青年は答えてくれなかった。

　英語で操そう舵だ室しつに向かって何かを怒ど鳴なっている。意味はよく解わからなかったが、島に近づくなと言っているようだ。

　金髪の意識が離れた合間に、闘真は外の出口めがけて駆かけ出す。

「逃げても無む駄だだ、少年」

　甲かん板ぱんに出ると背後にぞくりと殺気を感じ、転がりながら甲板に設置されている救命ボートの裏に隠れた。間に合わなかった。放たれた銃弾は闘とう真まの腰に命中する。しかし弾は弾はじかれた。こぼれ落ちた物が甲板を滑すべった。鳴なる神かみの尊みことの無ぶ骨こつな鞘さやに巻かれた紐ひもの房がとれている。

　物陰に隠れると、慌あわててまわりを見た。金属製の床に金属製の手すり。一昔前の貴族のヨットではない、自衛隊の船なのだからあたりまえなのだが、周囲には跳ちよう弾だんするにちょうどいいものしかそなわっていない。

　それでも闘真はなるべく跳弾が届かないほうへ、身をよせていく。

[image: ]

「ボニーとクライドの愛情を少しは理解してくれたんだね。なかなか見所がある。ただし」

　美び丈じよう夫ふは人差し指を一本立て、チッチッチッと舌を鳴らした。

「ボニーとクライドの情熱は、そのくらいじゃ冷めないよ」

　銃を二丁かまえる。銃声は一発。そして、ありえるはずのない衝しよう撃げきが、闘真をかすめた。薄うすく裂けたわき腹から血が流れる。おかしい。銃声は一発しか聞こえず、跳弾がどこかに跳はね返った金属音もしない。なのに、自分のわき腹を銃弾が切り裂いている。

　鳴神尊を見、迷う。ここにいるのは正規の自衛隊員ではありえない。だが、だからといってためらいなく抜くほど決心はかたまらない。

　しかし救いの手は意外な形で現れた。遠くで何かが爆発する音がする。

　また、金髪が操そう舵だ室しつに向かって、何事か怒ど鳴なった。

　船を島から遠ざけろと言っているらしい。船のエンジン音が一段と大きくなり、島と反対側に舳へ先さきを向ける。

　そのとき、突然、船に違うベクトルの力が加わった。舳先とは反対側に船の針路が曲げられる。座ざ礁しようとも違う別の力が、船を島に引き寄せていた。

　何人かが騒さわぎながら船から出てくると、手すりから海面を覗のぞき込んだ。金髪美び丈じよう夫ふは乱暴に、手すりから彼らを引き離す。

　手すりから身を乗り出して下を見ていた一人の男が、びくりと体を痙けい攣れんさせた。後頭部から赤黒い突起物が生える。突起物はそのまま上昇し、痙攣を続ける男は引っ張られるように持ち上がった。

「な、なに？」

　闘とう真まはその光景に息を呑のむ。

　男を持ち上げたのは先を血で赤黒く染めた金属の脚だった。脚の鋭利な先端で、男を顔面から頭部に向かって貫き、持ち上げているのだ。

　脚が男を無造作に振ると、動かなくなった男は遠くの水面に落ちて見えなくなった。脚はそのまま長く伸び、手すりに絡からみつき、ずるずると水面の下から巨大な何かを引き上げた。脚はさらに一本二本と増え、手すりの内側に脚を下ろした。

　完全に姿を現した異形のモノはまるで蜘く蛛ものようだ。八本の脚に胴体、目を連想させるカメラアイ。

「Ｌｅｐｔｏｎｅｔａ……」

　金髪の言葉に、闘真は八や代しろから聞いていた話を思い出す。今日はそのレプトネーターという新兵器の実験なのだと。

　蜘蛛が糸を出すように、レプトネーターはワイヤーのようなものを吐はき出した。逃げ惑まどう人々の体に何重にも絡みつくと、まるでスポンジケーキを切るかのように、ワイヤーは体を切断し、血肉の塊かたまりを甲かん板ぱんにいくつもぶちまけた。

「Ｓｈｉｔ！」

　美丈夫は銃を撃うちながら下がる。まるでそれは相手にせず、レプトネーターはワイヤーカッターの犠ぎ牲せい者しやを次々と増やしていく。

　操そう舵だ室しつの前面ガラスが割られ、中にいた人間も餌え食じきにされた。

　この隙すきを逃さず、迷うことなく、闘真は海に飛び込んだ。できるだけ船から離れるよう、必死に泳ぐ。

　すぐに轟ごう音おんが響ひびいてきた。振り返ると、船が島のコンクリートの壁に激突するのが見えた。

　そして一拍置き、船は爆発炎上した。
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　怜れいの長い指が、厚い資料を机に置く。

「勝かつ司し様と密約を結ぶ可能性のある国、企業、組織、個人。二十七にまで絞りました」

　資料にはそれぞれ、これまでの活動内容、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産に対するかかわりかた、規模、勝司と接点を持つ論ろん拠きよ等が記載されている。

「たくさんありますね」

「申し訳ございません。短時間ではこれ以上絞るのは難しく」

「いえ、責めているのではありません」

　数秒ばかり思案に暮れた後、麻ま耶やは合が点てんがいったのか大きくうなずいた。

「怜、勝司の目的はなんだと思います？」

「真まな目め家次期当主の覇は権けん争いの、一環かと思います。麻耶様が当主の座を欲しているかどうかは別として」

「惜おしいですが、少しばかり違います。勝司は私を出し抜きたいのです」

　何が違うのか、と怜は眼まな差ざしだけで問う。

「私に裏をかかれたと思わせたいはずです。したがって手を組む相手の選別基準は、私がまっさきに排除する組織の可能性が高い、ということにはなりませんか？」

「なるほど……、ならば」

　麻耶の意見を加味し、怜は選別をやりなおす。新たに作り直されたリストを前に、さらにいくつかの問答を繰り返し、候補を消していくうちに一つの可能性が残った。それを見て、怜は少し納なつ得とくのいかない顔をする。

「ミネルヴァ、ですか？　峰島勇次郎の遺産の強ごう奪だつ、横流し……。確かに組織的規模としては申し分ないと思います。しかし典型的なＥＭ犯罪クライム組織に見えますが、組織の裏側は複雑ですよ。資金源はアメリカがからんでいるとの噂うわさです。そのような背景の組織が日米問題に発展しかねない事件を起こすでしょうか？」

「私はとても納得しました。すべてつながったと言っていいほどです」

「と申されますと？」

「レプトネーターほど、現在のアメリカが欲している軍事力に適した物は他ほかにないでしょうから」

　怜れいは細い顎あごに手を当て、

「……なるほど。そういう考え方もありますね」

「いくつかの戦争以後、あの国は自国兵士の命をむやみに危険にさらすのは得策でないと学び、軍の予算も精密誘ゆう導どう兵器など、兵士の命を直接の危険にさらさない武器に比重が置かれてきました。しかしそれもここ数年で数倍に跳はね上がった低烈度紛争ＬＩＣには対抗できません。ですがレプトネーターなら市街地でも山岳地帯でも、敵を選別し排除することが可能です。どうです？　低烈度紛争ＬＩＣにレプトネーターほど適した兵器は、東西見渡してもないと思うのだけれど」

「しかしそれなら、ミネルヴァを使わなくても？　共同開発という名目で、横よこ槍やりを入れることもできたのでは？　そうすれば危険を冒さずとも、その軍事力を手に入れられたはずです」

「独占、したいのでしょうね。現アメリカ国防長官は反日派として知られています。それだけ重く見ているのでしょう。ミネルヴァにどんな噂うわさがあれど、表に星条旗を掲げているわけではありませんから。怜、ミネルヴァの動きを重点的に調べてください」

　──真まな目め家の禁きん忌きの一つ、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうにかかわってはならない。

　これ以上の調査は禁を破ることになるのではないか。だが怜は口にすることは思いとどまる。それは麻ま耶やも解わかっていることなのだ。しかし、ここで不可侵を貫くことは闘とう真まを見殺しにするにも等しい、と麻耶は思っている。怜から見れば、あの鳴なる神かみの尊みことの継承者の闘真がやすやすと殺されることなどないだろうと思うのだが。

　なにより、闘真は勝手にあの島に行ったのである。麻耶の忠告を無視してまで。ならば麻耶は、ここでも知らぬ存ぜぬを押し通し、勝かつ司しが出し抜けたと勘かん違ちがいしている情報をしっかり押さえてさえいればいい。そのほうが当主不ふ坐ざのおぼえもめでたいし、麻耶のためでもある。

　通常の麻耶であれば、なんのためらいもなくそうするであろう。しかし、この真目家の中で、闘真を守れるのは自分だけであり、自分は兄を守らねばならない、という使命感のようなものが常に麻耶にはあった。

　それは一年半前の凶きよう事じのときに、自分を守ってくれた兄に対する恩義なのだろうかとも思うが、麻耶を見ているとそれだけではないような気がする。そしてそれはあまりよくない感情のように見える。

　しかしそれは自分の個人的感情にすぎない、と怜は割り切り、ただ敬愛する主あるじのため、命じられたことを実行する。

　わずか一時間のち、麻耶の手元に資料がそろった。

「ミネルヴァはアルファベットと呼ばれる二十六の精鋭を軸に構成された組織です。うち三名が日本に上陸した可能性があります」

　痩やせた男の写真を出す。

「Ｃ、もしくはククルスと呼ばれています。ククルスとはカッコウの学名で、それはそのまま彼の手口を表しています。技術の一部を外部に流出させそこで熟成させ、のちに強ごう奪だつ。おそらく今回の主犯格と思われます」

　次に出したのは金髪の美び丈じよう夫ふ。

「Ｇ、もしくはゴールディと呼ばれています。銃の申し子と呼ばれるほどの名手で、狙そ撃げき、速はや撃うち、曲撃ち……とにかく銃器類が得意のようです」

「隠し撮りの写真にＶサインをしてますけど？」

「そういう性格の持ち主なのでしょう。つけ加えるなら少々変わった性せい癖へきの持ち主で……、ああ、これは関係ありませんね」

「変わった性癖？」

「嗜し好こうと表現していいかもしれませんが今回の件には関係なく、また麻ま耶や様には早すぎます」

　麻耶は不満をあらわにしながらも、次をうながす。

「最後の一人です。Ｊ、もしくはジェイ、……この人物はどちらも一いつ緒しよですね。毒を使った暗殺を得意とし、いままで二桁の要人暗殺と、その過程で四桁近い人間を毒殺しています。ただし中近東で起こった虐ぎやく殺さつ事件では毒殺ではなく、撲ぼく殺さつだそうです。このあたり情報が混こん乱らんしているので、信しん憑ぴよう性せいは定かでありません。また変装を得意とし、変装する人物の経歴を徹底的に分析し、親族ですら気づかないほどになりすますそうです」

「諜ちよう報ほう員いんとしてもぐりこませるには、適した人材ですね」

「はい。弧こ石せき島とうにもぐりこんでいる人物は、間違いなくジェイでしょう。ククルスは戦闘員としての性格が薄うすい以上、弧石島の中にいることは考えにくい。我々はククルスの行方ゆくえを追いますか？」

「そうしてください」

　麻耶はティーカップに口をつけかけ、思い出したように怜れいに問うた。

「ところで、ゴールディの変わった性癖とはなんですか？」

　怜は仕方ないとでもいうふうに、それを説明する。

「彼はゲイです。好みのタイプは黒髪に黒い瞳ひとみ、だそうです」

「なんですって？」

　麻耶は驚おどろいて、カップを置こうとして、勢いで倒してしまった。彼女にしては珍めずらしい慌あわてた口調で叫ぶ。

「関係あるではないですか！」

「は？」

「兄さ……闘とう真まは、当てはまります！」

「それを言うなら、弧石島いにる日本人は全員当てはまりますよ」

　怜は何事もなかったかのように、テーブルに広がった紅茶を綺き麗れいに拭ふいた。
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「状況を整理しよう」

　伊だ達てはその場の全員の顔を見渡した。その人数は最初にこの島にいた人数と比べると、あまりにも寂さびしかった。

　ＡＤＥＭ関係者は伊達と由ゆ宇うしかいない。

　佐さ伯えきと杵き島しま副長官、その他ヘリに乗せられた重傷者達たちは皆、死んだ。

　一個小隊いた自衛隊員は大幅に数を減らし、志し村むら、星ほし野の、石いし川かわ、太おお田たの四人しか残っていない。そのうちの一人、石川と太田は見回りでこの場にいない。

　残りのこの場にいる人間の半数以上を占めるのが、制御室に閉じ込められた笠かさ原はらや小さ夜よ子こを含む技術者達である。

　頑丈な制御室に守られた彼らは当面安全かもしれないが、状況如何いかんによってはどのように転ぶか解わからない。

「いま現在、生き残っている人間は、ここにいるだけだ。島全体に散開した自衛隊員の中で生きている者もいるかもしれないが、いまは確認のしようもない。電子機器類はほとんど使い物にならず、武器類もヘリの墜つい落らくによって有力な物は数多く失われた。そして暴走を続けるレプトネーターは、まだ島のどこかを徘はい徊かいしていると思われる。そのレプトネーターを暴走させた張本人であるククルスの正体も何もつかめていない。彼らは何者なのか？　何を目的としているのか？　解らないことが多すぎる」

「それだけではない」

　由宇は指を一本立て口を開く。彼女の言動はいまやどんなことであっても、注目を浴びる。

「この事態をどのように収拾をつけるのかも、無視できない事柄だろう。用意周到な相手だ。レプトネーターを暴走させるだけさせて、はいおしまいなどというお粗末なマネはしないだろう。事後処理を怠おこたる組織などない」

　冴さえた美び貌ぼうに似合う硬質の声は、その内容までも状況に鋭く切り込む。

「どう収拾つけるかか。確かにそうだ。場合によっては国際問題に発展しかねないからな」

　ふむ、と伊達は顎あご鬚ひげを摘つまむようになでる。思いのほか、そのことが彼の意識に引っかかっている。

「それと……」

　さらに気になることがあるのか、由宇は言葉を続けようとする。

「ちょっと来てくれませんか？」

　しかし見回りから戻ってきた石川が、言葉を阻はばんでしまう。対し由宇は不満に思うでもなく、意識をそちらに向ける。石川の口調にただならぬものを感じ取ったからだ。

「何かあったのか？」

　伊だ達ても難しい顔をしている石いし川かわに気づいた。

「ええ。正しく言うと、何かあった痕こん跡せきを見つけました。この下の海岸に色々な物が流れ着いてるんです」

「色々な物？」

「船の残ざん骸がいです。おそらく護衛艦の物だと思われます」

　石川の案内で海岸に行くと、波に打ち寄せられた大量の漂流物が目立った。救命用の浮き輪や破片が流れ着いている。

「これは、自衛隊の護衛艦の物か？」

「ああ。この救命具、間違いねえ。事故ったか、それとも」

　伊達の疑問を肯定しつつ志し村むらは語尾を濁にごすが、由ゆ宇うは躊ちゆう躇ちよなく後を付け加える。

「レプトネーターにやられたか、だね」

　由宇は特にこれといった感情も見せず、漂流物をただ見渡していたが、急に顔色を変えると、濡ぬれるのもかまわず漂流物に向かって走り出した。

「おい、どうした？」

　伊達の言葉に応こたえようとはせず、由宇は足の半ばまで波に浸す。その表情には、めったにお目にかかれない驚おどろきと焦あせりが混ざりあっていた。

　大小さまざまなものが由宇のまわりで波にたゆたっている。それらほとんどを無視し、細い指はある一本の細い房のついた糸をひろいあげた。

　その海水に濡れた深緑色の糸を目の前にかざし、

「あの馬ば鹿かっ！」

　と、彼女は毒づいた。

　それは切れた鳴なる神かみの尊みことの紐ひもだった。







　まったくもって峰みね島しま由宇の行動は理解できない。

　突然怒り出したようにドカドカと歩く彼女を追って、伊達は由宇の思考を探ろうとするが、途と中ちゆうでそれを放ほう棄きした。

　由宇が怒りを見せるのは珍めずらしいことではないが、それはもっと静かで、冷たい。いまのような直情的な怒りは珍しい。伊達に解るのはそれだけだ。

「おい、何があった？　説明しろ」

「答える義務はあるのか？」

　隣となりに並ぶ伊達に、一いち瞥べつもくれず彼女は怒りを向けた方向へ、真まっ直すぐに突き進む。

「見せろ」

　こめかみに銃を突きつけられ、由ゆ宇うは初めて伊だ達てへ感情剥むき出しの視線を向ける。相手を刺し殺すような視線に、しかし伊達は別の意味でひるんだ。なぜか彼女が弱々しく見えたのだ。

　それでもトリガーにこめる力を緩ゆるめることなく、伊達は詰きつ問もんする。

「言え。なんのつもりだ？　おまえに与えた自由は、それほど多くはないぞ」

「島を探たん索さくする。あいつが上陸しているかもしれない。いや、している」

「あいつ？」

「あんたにこの枷かせをはずせとは言わない、ただ私はこれから急いで、この船に乗っていた人物を捜索に行かねばならない。一刻も早くだ」

　そう言って、由宇は手枷足枷を伊達の前に突き出した。

「このカードキーはあんたが持ってる。連れてきたからには、もう少し、私を信用してもいいだろう。いやしなくていいから、ここで待ってろ」

　支し離り滅めつ裂れつな理論展開である。

　追いついてきた志し村むらや他の自衛隊員達たちは、不審な眼まな差ざしを向けさえするものの、無理に会話に割り込んでくるようなことはしなかった。

「ついてきたいなら、勝手についてこい。なんなら、ここにいてもいい。確認できたらすぐに合流する。場所はここから数百メートル南西だ。そのあたりの岩場か建築物の跡の物陰を捜索する。重ねて言うが、逃げるまねはしない。すると思うか？　私の体には後十八時間で融ゆう解かいする、致死性の毒カプセルが入っている」

「それでもおまえの行動を信用しているわけじゃない」

「なら撃うつがいい」

　由宇は銃を無視し、準備を続行する。それをしばらく険しい視線で見ていた伊達は、やがてあきらめたように肩の力を抜き、

「目的はなんだ？」

　と由宇に言った。

　由宇は、少し考えるそぶりを見せ、おもむろに答えた。

「一発、ぶん殴なぐるためだ」
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　波間にあったのは散った護衛艦の漂流物だけではない。静かに海面下で息を潜ひそめていたレプトネーターは、鋭い五感を持つ少女の感覚すらもすり抜けた。

　波間からわずかに水面上に出ている六つあるカメラアイのいくつかは、海岸で動いている人間達の行動を余すことなく追っていた。

　彼らは、レプトネーターが破壊した船の残ざん骸がいを検分し、何かを調べている。人数は五人。映像を拡大し、彼らの容姿を過去のデータと照合する。三人はすぐに検けん索さくに引っかかった。要注意人物として記録されている。作戦地区３２－ＥＡを襲しゆう撃げきしたとき、もっとも頑強に抵抗した三人だ。そのうちの一人は一番小柄ながら、最大の武器、レールガンを破壊した最要注意人物である。

　警告を意味する電子の流れが体を駆かけ巡るが、危険度は高くない。先の損傷も作戦内の予測範囲内のものであり、それによる行動の制限はさして問題ではない。

　しばらくすると五人は海岸線を移動し始める。

　レプトネーターは波にまぎれながらゆっくりと海岸に近づいた。

　一人、集団から離れていく人物がいる。照合はすぐに終わる。最要注意人物だ。女性と判別されている。彼女はなぜだか解わからないが、突然、瓦が礫れきの廃はい墟きよを単独で走り出した。

　機械であるレプトネーターに復ふく讐しゆうという概がい念ねんはない。しかし多人数を相手するより一人のほうが安全面でも効率がいいという判断をした。

　レプトネーターは峰みね島しま由ゆ宇うを背後から尾行するため、鋼鉄の巨体をゆっくりと移動させた。
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　伊だ達て達たちは生存者を探しに行くと言い残し、矢のように走り去った由宇のあとを追った。

　制御室の中から、その遠ざかる背を追う技術者達は捨てられた子犬のようですらある。

「おい、行っちまったぜ」

「見捨てられたんじゃないよな」

「さあね。でも、この中のほうが安全だろう」

　小さくなる後姿に、開発者の面々は思い思いのことを口にする。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　まだレプトネーターはうろついています」

　霧きりの中に去り行く彼らを心配したのは、一人、盲目の朝あさ倉くら小さ夜よ子こだけだ。

「心配してもしかたないよ」

「でも……」

　小夜子は爪つめを噛かむ。

　レプトネーターは理論値を上回る性能を見せた。それが意味することを考えて、小夜子は身み震ぶるいする。

　最大の武器であるレールガンは破壊したらしい。砲身に直接手投げ弾を放り込むという、無む謀ぼう極まりない方法を選択しやってのけたのは、ヘリの中で話をした少女。驚おどろくべき事実だが、なぜか納なつ得とくしてしまった。

　しかし最大の武器を失ったところで、レプトネーターの脅きよう威いが失うせたわけではない。

　レプトネーターの本領は、重火器による強ごう引いんな制圧行動ではない。巨体にもかかわらず、高い機動力と静せい穏おん性せい。刃物のような脚も音を立てず目標の破壊が可能。それらを駆く使しすれば、優秀なサイレントキラーになるのだ。

　霧きりの廃はい墟きよ。レプトネーターの能力がもっとも発揮される状況に、小さ夜よ子こは再度身み震ぶるいした。
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　足の裏が地につくと、闘とう真まはようやく人ひと心地ごこちがついた。ここに泳ぎ着くまで生きた心地がしなかった。

　後ろを見ても炎上した船はもう見えない。霧の濃さが尋じん常じようでない。20メートル先は完全に白い闇やみだ。この霧のどこかにあのレプトネーターとかいう蜘く蛛もの化け物がいるかと思うと、恐怖で心臓がぎゅっと縮まる。

　闘真が上陸したのは、弧こ石せき島とうのどこかに作られた人工的な浜辺だ。

　ウェットスーツを脱ぎ、早く着替えねばならない。防水加工されたバックパックを開けると、軽装ながら防弾機能を備えたプロテクターが出てくる。

　とにかくこの島では何かが起こっている。一刻も早くこれに着替えなければならない。ウェットスーツを脱ぎ、続いて海パンを脱ごうとし、慌あわてたせいか、かかとに引っかけ悪あく戦せん苦く闘とうしていると、背後から物音がした。

　反射的に鳴なる神かみの尊みことを手に取り腰を落とし、物陰に身を潜ひそませる。

　人の足音に聞こえるが、安心できるものではない。しかし足音がさらに近づき、その中に異質だが聞きなれた、あの耳みみ障ざわりな拘こう束そく具ぐの音がする。もしやと思い、胸は高まる。しかしこんな都合よくいきなり会えるものだろうかと、どこかで疑う気持ちもある。破裂しそうな心臓を押さえながら、闘真はじっと息を殺したまま、岩陰に身を潜ませ続けた。

　だが、その足音の主が白い霧の中にはっきりとした形を作ると、闘真は思わず立ち上がった。

「ゆ、由ゆ宇うっ！」

　まだ二週間しか経過していないのに、目の前の美しい少女にそれ以上の焦こがれを感じた。あいかわらず拘束具で縛しばられてはいるが、彼女の周囲には誰だれもいない。二人きりでの再会だ。

　由宇はただ呆ぼう然ぜんと、闘真の姿を見る。

「と、と……」

　驚おどろきからか感動からか眼めは大きく見開き、口の動きは言葉にならない。その反応が嬉うれしく、闘真は心の底からわきあがるまま、ニコッと笑顔を見せた。

「由宇……無事で、無事で、本当によかった。あの、びっくりしたと思うけど、僕は……」

　しかし次の由宇の行動はまったくの予想外かつ理解不能。体をしならせ、拘束された両手が大きくバックスイングする。わずかに見えた頬ほおの赤みは、気のせいか。

「は、は……破は廉れん恥ちなものを見せるなあっ！」

　闘とう真まに見えたのは残像のみ。枷かせの重量まで破壊力に上乗せされた、フルスイングのパンチが闘真の頬ほお骨ぼねを砕く勢いでえぐる。人工の砂浜を二転三転しながら、闘真はようやく、海パンがかかとにひっかかっているだけの、自分の姿を思い出した。
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「さっさと服を着ろ！　貴様に露ろ出しゆつ狂きようの悪あく癖へきがあるとは思わなかった！」

　背中を向け、由ゆ宇うは怒ど鳴なった。

「ご、ごめん。すぐに服着るから」

　言いながら、あたふたとパンツをはきアンダーウエアを身につける。プロテクターのファスナーを閉め終わったとき、闘真にはものすごい安あん堵ど感かんが訪れた。

　由宇はそろりと後ろを見て、闘真が服を着ていることにほっとした顔をする。

「ひさしぶりだね」

「およそ十五日と十七時間をひさしぶりというのか微妙なところだが……。君との再会は控えめに言っても、悪い気持ちではない」

　しかし言葉に反して、再会を喜んでかけよってくるという雰ふん囲い気きではない。いやなものを見せられたという表情がありありと浮かんでいる。

「で、でも、これでおあいこだね」

「おあいこ？」

「ほら、初めて会ったときは僕のほうが見ちゃっ……」

　瞬しゆん間かん、反対の頬ほおを殴なぐられ、地面に叩たたきつけられた。地にふした顔の鼻先を削り、由ゆ宇うの足裏が地面をえぐる。

「次は手加減なしだ」

　撲ぼく殺さつ予告に黙だまって何度もうなずく。ぬぐえない疑惑を視線に残しながらも、由宇は足をどけた。そのとき鳴った鎖くさりの音に闘とう真まは真顔になる。

「また拘こう束そくされているの？　毒も？」

「当然の処置だ。私に不満はない」

「でも」

「心配ない。この格好でも君よりは強い」

　さらりと闘真の自尊心をえぐる発言をして笑うが、すぐに表情を曇くもらせる。

「ただ再会を喜ぶ状況でないことは、まわりを見てもらえれば解わかるだろう」

　闘真は空気に混じる焦こげ臭くささを感じ取る。浜辺を抜け一歩廃はい墟きよに入ると、そこに広がる光景に闘真は絶句した。

　煙が立ち昇る破壊の跡も生々しい機械類、霧きりの合間に見え隠れする瓦が礫れきの山々。

「理解してもらえたか？」

「何が、どうして……」

　そこまで口にし闘真は船で起こった出来事を思い出した。

「あの蜘く蛛も……レプトネーター」







「さて、君がこの島に来た理由だが」

「それは伝えたいことがあって。それに……」

　そこに遅れて男達たちが現れた。伊だ達て、志し村むら、星ほし野の、石いし川かわ、太おお田たである。ようやく追いついたと顔に書いてあった。皆、肩で息をしている。涼しい顔の由宇とは大違いだ。

　さらに伊達以外の人物は、こんな島に突然現れた少年、闘真に不審の眼まな差ざしを向ける。誰だれだという無言の圧力に、少年はたじろいだ。

　伊達は思うところがあるのか、闘真の姿を見ても、特に驚おどろく様子は見せない。ただ、闘真の赤く腫はれた頬を見て、由宇に一言、

「おまえの目的は達成されたようだな」

　とだけ言った。

　由宇は伊達の言葉を無視して、一人つぶやく。

「君がＡＤＥＭの装備を借り、この島に訪れたということは……なるほど、この一件、真まな目め家がからむか」

「お膳ぜん立だては、八や代しろだな」

　闘とう真まの答えを先回りして、由ゆ宇うと伊だ達ては納なつ得とくしたのかうなずきあう。

　志し村むら、星ほし野のら自衛隊員達たちは、納得のいかない顔をしているが、どうせＡＤＥＭのやること、俺おれ達のような下したっ端ぱには説明などあるまいという態度で、とりあえず黙だまってその場にいた。

「聞きたいことが二つある」

　由宇の凜りんとした声が、霧きりの中に響ひびいた。闘真の顔を真正面から見つめる。まだ、闘真はその顔がどこか夢の中にあるように感じたが、夢でもなんでもないことは、思い切り殴なぐられた左右の頬ほおの痛みが教えている。

「うん、いいよ、なんでも聞いて」

「君はなぜこの島に……、いや優先順位を考えるならこちらの質問が先か」

　小さい葛かつ藤とうがあるのか、柳りゆう眉びをよせ、彼女は質問を言い直す。そして言い直された質問は、なぜ優先順位が上なのか闘真には理解できないものだった。

「四月の海は寒かったか？」

「え？　海？　うーん、そうでもなかった。どっちかっていうと」

「暖かかった、か？」

「うん。四月なのにちょっとおかしいなとは思ってたんだけどね。緊きん張ちようしてたせいかな？」

「いや、それはおそらく気のせいの類たぐいではない」

「そうなんだ。異常気象？　ちょっとおかしいね」

「おかしなことはまだある。地じ震しんの数が多い。ほとんど感じない程度の微震から明らかに揺れているものまで、もう七度起こっている」

「へえ、さすが地震大国日本だね」

　由宇は空を仰ぎ、心底あきれた声を出す。

「君に緊迫というものを求める私を愚おろかと思うべきか、それとも君の偉大な能天気さに敬意を表するべきか、どちらがいいと思う？」

「わ、解わかってるよ。ちょっと場を和なごませようとしただけだろう」

　慌あわてて喋しやべる闘真に、由宇は強固な疑惑で塗り固めた視線を投げつけた。

「どうだか。さて、他ほかにもおかしなことはある」

「どんな？」

「臭においだ。よくかいでみろ。馬ば鹿かっ！　私の匂においじゃない。空気の臭いだ」

「少し変な臭い混じってるね？　あ、君のことじゃないよ。空気、空気！」

「当たり前だっ！」

　顔を赤くして怒った由宇は、会話を続けるのも馬鹿らしいと思ったのか、白い空を見る。どこまでも続く霧の眺ながめを、闘真も何が見えるのかと、じっと観察してみる。だが霧が濃いということ以外、闘真には解らない。

「この島は元銅鉱だった。それに付け加え、地震、空気の異臭、暖かい海や異様に濃い霧。導き出される結論はあれしかないが……。偶然にしてはできすぎている。やはりシグマの影えい響きようによるものか。長時間の照射による影響がここまで大きいとは」

　由ゆ宇うは何も見えない空に向かって、ぶつぶつと喋しやべる。

「何か起きているの？」

「なかなか素敵な状況になっている。しかしどれほどまで進行しているか、確かめるすべが欲しい」

　前回の事件で由宇の意味不明な言葉に多少慣れたつもりだったが、慣れたところで理解できるわけでもない。この少女は相手に理解してもらおうという意識が欠けている。決して理解できない自分の頭が悪いわけではないと、闘とう真まは力いっぱい心の中でうなずいた。

「こればかりは心配してもしかたないか。ではもう一つの質問をさせてもらおう。なぜここに来た？」

　ふいをつくように、由宇は言葉を突きつけてきた。

　闘真はなるべくここに来た経緯を詳細に、かつ注意深く話す。八や代しろと会ったこと、真まな目め家の介入、船に乗っていた謎なぞの一団と不思議な銃を使う男。なぜいつどこで八代と出会ったのか、それは意図的に伏せておいた。

「そうか、だいたいの事情は解わかった。おおむね予想通りのことが進行中か。いろいろと面倒なことになっている。ところで坂さか上がみ闘真君、いまの答えの中に、なぜここに君が来たのか、その理由は入っていないが、どうか？」

「え？　だから、いろいろ政治的な問題があって、僕が立場的に適任だって」

　八代の言葉をそのまま繰り返してみるが、そんな説明に由宇が納なつ得とくするはずもなかった。

「言い方を変えよう。どうして君はそう揉もめ事に首を突っ込みたがるのか？　八代の申し出を断ることはできたはずだ。受けるほうがおかしい。君は前回の事件でどれだけ命を危険にさらされたのか、覚えていないのか？」

　由宇は言葉も表情も静かだが怒っていた。怒っているのが闘真には解った。たぶん、それはうぬぼれでなければ、心配してくれているのだ。

　しかしその後すぐに同情する眼まな差ざしに変わったのは不可解だった。

「君の軽けい挙きよ妄もう動どうぶりは……いや、そうか、かわいそうにな」

　由宇は納得したように、一人うなずく。いつのまにか同情は哀あわれみへと変換されている。

「脳の病気は命にかかわることが多い。早めに病院へ行くことを勧すすめよう」

「勝手に人を記き憶おく喪そう失しつにしないでくれる？　二週間前のことは覚えてるよ」

「では、なぜだ？」

　疑惑の眼差しで、由宇は再度同じ質問を繰り返す。

「そりゃ、心配だったからで……」

「心配？　何をだ？　確かに予断のならない状況ではあるが」

「解わかってるよ。でも……君は女の子じゃないか」

　闘とう真まが喉のどを振り絞ると、由ゆ宇うは大おお仰ぎようにうなずいた。一連の会話の流れに既視感デジヤビユを感じる。

「君は以前もそのような意味不明な理由で、危険なところに首を突っ込んできた。あのときは明確な理由は得られなかったが、今日こそははっきりさせよう。私が生物学的に女性であるという事実と、君が心配だから危険地帯に身を投じることと、この二つの事象の関連性がまるで見えてこない」

　そこに、意外な人物が割り込んできた。

「お嬢じようちゃん。これ以上言わせるのは酷こくってもんだ」

　会話に入ってきたのは、伊だ達てではなく志し村むらだ。闘真と由宇の顔を交互に見て、ニヤニヤと笑っている。

「なぜだ？　私は、この男に、自分の行為がいかに愚おろかか諭さとしていた」

　鼻を鳴らし、由宇は不ふ機き嫌げんそうな顔をする。

「この男は馬ば鹿かだ」

　馬鹿にやたらとアクセントを置き、闘真を睨にらむ。闘真は悪いことをしたとは思っていないが、体を縮めた。そこへ志村の援護射しや撃げきが入った。

「いやいや、漢おとこは馬鹿じゃないとダメだろう？　なあ闘真君」

「え？　いや、どうなんでしょう？」

「そうだよ。漢は馬鹿でナンボ。女は男を馬鹿にしてナンボ。この世の理ことわりだ。闘真君は馬鹿ゆえに漢であり、漢ゆえに馬鹿なんだ。解るかいお嬢ちゃん？」

　由宇は思い切り顔をしかめ理解不能であることを示す。

「馬鹿と男は同義語じゃないぞ？」

「同じだよ」

　由宇はしばし眉まゆ根ねをひそめていたが、やがて納なつ得とくしたように手を打った。

「ふむ、つまりこういうことか。私が世間を離れて長らくたつうちに、一般男性の知性は著しく低下し、馬鹿と同義語になった。そういうことなのか？」

　それは大変な事態だと一人深刻な顔をする由宇。志村は呆あきれたように、闘真はなんとなく予想していた彼女の勘かん違ちがいに、お互い顔を見合わせる。

「このお嬢ちゃんいつもこうなのか？」

「まあ、たぶん」

　闘真はあいまいに笑う。

　横目で伊達を見るが、彼はずっと黙だまってそんな三者を見つめていた。

　が、ころあいだと思ったのか、おもむろに口を開いた。

「無む駄だ話ばなしもここまでだ。散開している他ほかの部隊の様子を確かめねばならない。レプトネーターの始末もだ。坂さか上がみ君も一いつ緒しよに行動してもらう。いいね？」

「は、はい」

「簡単に紹介する。彼は坂さか上がみ君。若く見えるが、ＬＣ部隊の隊員だ。正式な紹介が遅れたが彼女もそうだ。我々は年齢、経験などは資質を満たしていればいっさい問わない。もちろん未成年ではないが」

　と平然と嘘うそをつく。

「あ、坂上闘とう真まです」

「第二十七普通科連隊第二中隊所属、石いし川かわ三曹です」

「自分も、第二十七普通科連隊第二中隊所属、太おお田た三曹です」

「同じく星ほし野の士長です」

　いぶかしげに手を差し出してくる石川、太田、星野の視線よりも、闘真は舌をかみそうに長い所属名をスラスラ言えることに感心しながら、握手をした。

「俺おれは第五分隊隊長の志し村むら圭けい吾ご。よろしくな」

　前の三人とは違い、志村はニカッと笑うと、闘真に手を差し出してきた。

「坂上闘真です。こちらこそよろしくお願いします」

　闘真は笑って会え釈しやくした。気さくな人柄に闘真はすぐに好感を抱いた。

　そこで由ゆ宇うの声が響ひびいた。

「自己紹介は終わったな。時間が惜おしい。行こう。確かめたいことがある」

「どこに行くんだよ？　仮設司令部に戻るんじゃないのか？」

　もう動きたくないとでも言うように、星野がたずねる。

「この島の中央にある採掘場の縦穴。あそこによりたい」

「散開した部隊の配置場所とは離れている。なんの意味がある」

　伊だ達ての疑問にも由宇はそっけない。

「理由はあとで言う。杞き憂ゆうに終わればいい。むやみに問題を大きくして、混乱させることは避けたい。他ほかの部隊の安否を確認する途と中ちゆうに、少し寄り道するだけだ」
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　追尾していた単体行動の攻こう撃げき目標は、すぐまた他の人物と接触する。メモリー内の検けん索さくから、船にいた人物である可能性がもっとも高かったが、確証までには至らない。

　さらに目標に五人の人物が合流する。目標の中では手て強ごわい部類に入る人物がそろう。目標を沈ちん黙もくさせる確率が減少する。

　波間から覗のぞく赤い目に、焦あせりやいらだちはない。状況を認識し、より確実な方法を選択するだけである。

　レプトネーターは確実に狩るべく、いくつかの候補から最適な方法を選択すると、思い通りの上陸場所への最短距離を行くために、大きく迂う回かいを開始した。
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　白はく霧むの闇やみはどこまでも不ぶ気き味みにたゆたっている。波の音もなく風の音もなく、緩ゆるやかな流れが穏おだやかにぶつかり合い、渦うずを作る。進めば進むほど霧きりは密度を増し、肉眼認識範囲を狭せばめていく。

　霧に埋もれている風化した建物は、すぐにも崩くずれそうなほどにもろい。割れた窓、朽くち果てた木箱、錆さびてもう乗れそうにもない自転車、むき出しのまま壊れた何かの機械。人の手を離れて長いことを物語るものが、あちこちに散乱していた。

　その中を規則正しい足音が六人、鎖くさりの異音を混ぜた軽い足音が一人、黙もく々もくと進んでいく。

「何も見えやしねえ」

　先頭を歩く志し村むら圭けい吾ごは、右手に銃を構え、左手に逆手に持ったライトで進行方向の左右を照らす。だが彼の言うとおり、濃い霧は視界を大きく阻はばんでいる。10メートル先に何があるかも解わからない。

「きっと、レプトネーターは、も、もうどっかに、行っちゃったんじゃないですか？」

　その後ろを歩く気弱な声の主は、星ほし野の。

「どこかって、どこだよ？　そういや星野は二ヶ月前配属されたばかりだったな。まったく不幸なこって」

「さ、三ヶ月前です」

「たいして変わらないって。なあ？」

　突然同意を求められ、星野の隣となりを歩く石いし川かわは緊きん張ちようを少しだけほどく。

「さあ？　どうなんでしょう？」

　あたりさわりない答えに、志村はつまらなそうに肩をすくめる。

　カランと何かが崩れる音が左側から反はん響きようした。

「ひっ！」

　星野は慌あわてて音のしたほうに銃を構えた。何も見えない霧に向かって、銃を四方に振る様子は、いまにも引き金を引きそうな危うさがある。

　それを上からそっと手で押さえたのは最後尾にいた伊だ達てだ。

「落ち着け。石か何かが崩れただけだろう」

「どうして崩れるんですか！　いるんです！　そこにいるんです！」

「これだけ潮風にやられてるんだ。自然に崩れるって。それともネズミか何かかもな」

「人がいない島に、ネズミなんていませんよ！」

　そういうところには、星野は妙に冷静な分析力を見せる。

「じゃあ、フナムシかなんかだろ」

「そんな巨大なフナムシなんていません！　もしレプトネーターだったら？　あいつが近づいていたら？」

　星ほし野のの狂乱はおさまらない。なだめすかす言葉は無む駄だ、というよりかえって混乱を煽あおっているようでさえある。

「心配ない。この娘が真っ先に気づく」

　後半の言葉は由ゆ宇うに向けられていた。伊だ達てと闘とう真ま以外の四人は由宇に注目する。注目を浴びた由宇は少し困ったように答えた。

「半径30メートル」

　期待するなという表情だ。

「な、何がだよ？」

　星野の声は相変わらず震ふるえている。

「レプトネーターが半径30メートル以内で行動を起こせば、私の聴ちよう覚かくなら確実に捕らえられる」

　数々の身体能力を見せつけられたいま、由宇の言葉を疑う者はいない。しかし安あん堵どの後に由宇は「ただし」と付け加える。

「行動をしていればだ。狩りをする生物は、じっと待ち構えていることが多い。音を立てず気配も姿も完かん璧ぺきに隠し通していたら、私も事前に察知するのは難しい」

　星野だけでなく、石いし川かわも太おお田たも志し村むらも、小さく震え始め、左右を不安げに見渡し始めた。

「気休めでもいいから、もう少し明るい材料を言ったらどうなんだ？」

「そして油断しろと？」

　伊達がたしなめても、由宇はもっともな反論で返す。その目が、背後の空を見た。延長上にあるのは廃ビルの屋上。

「どうした？」

「……いや」

　由宇はすぐに視線を霧きりの中に戻した。
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「勘かんの鋭い女だね」

　ビルの屋上、コンクリートの陰に背を預け身を隠したのは金髪の美び丈じよう夫ふだ。両手には古風で豪ごう奢しやな二丁のリボルバー。Ｇもしくはゴールディと呼ばれる男である。

「お遊びで向けた銃にも反応するか。東洋の神秘？」

　手の中で銃をもてあそびながら、言葉とは裏腹に感嘆よりもじつは忌いま々いましさが先立っている。遠目からでも美しいと解わかる容姿。異性を魅み了りようするその姿は、しかしゴールディには嫌けん悪おの対象でしかなかった。

　お遊びとはいえ、殺気が漏もれたか。

　これはレプトネーターの実戦テストだ。島から脱出しようとしない限り、できるだけ手出しをしない。してはいけない。テストの妨さまたげはご法はつ度とだ。

　多少の自戒は持つものの、次にあの女を見たとき、あの綺き麗れいな顔にボニーとクライドの全弾をぶち込みたくなる衝しよう動どうを抑えられるだろうか。

「どうだろうね？　保証はできないよ。うふふ、はははは」

　ゴールディは笑う。どこか歯車のずれた笑い方である。

　しかしそれもレプトネーターの役目だ。船上の出来事を思い出せば確信に変わる。あれは容よう赦しやない残忍さを持っている。

「俺おれと違ってレプトネーターには殺意も殺気もないぞ。いつまで生きられる？」

　ゴールディは喉のどの奥で笑う。かすれた笑い声は誰だれに届くでもなく、霧きりに呑のまれてしまう。
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　火薬の臭においが強く鼻についた。あちこちで昇るくすぶった炎と煙。古い建物には真新しい銃じゆう痕こんと黒く焦こげた爆発の痕あと。その間に倒れている人々は、ぴくりともしない。まだ乾ききらない血がアスファルトにたまり、風になぶられ表面に細さざ波なみを作った。

「第二分隊のなれの果てか」

　悲ひ愴そうの一語を眉み間けんに寄せ、由ゆ宇うは焦げたアスファルトを足の裏でこする。

「酷ひどいね」

　闘とう真まは倒れている自衛隊員の首筋から手を離すと、痛ましさに首を振る。

「生存者はゼロか。予想はしていたが、酷いものだな。レプトネーターの行動は徹底している」

「これで二つの部隊の全滅が確認された。残りの二つ、無事だといいが」

　伊だ達ての言葉は気休めにしか聞こえない。志し村むらも星ほし野のも石いし川かわも太おお田たも、削られていく希望に憔しよう悴すいした顔を見せだした。

「第二分隊、一人足りないです。生き延びてる可能性も……」

　無口な太田もたまりかねたのか、希望的な言葉を投げる。しかし最後のほうは尻しりすぼみだ。

「かもしれないな。しかしここで時間をつぶすわけにはいかない。他ほかの部隊の生存も確かめなければ」

「でも、どこか近くで生きてるかもしれません」

　意見が割れている横で、由宇はしばらくあたりをうろついていたが、何かに気づいたのか風上を向いて首を傾かしげた。

「どうしたの？」

「死臭だ。ここのにしては臭においが濃すぎる」

　短く言い放つと、足早に進む。闘とう真まも伊だ達て達たちも慌あわててその後を追う。

　由ゆ宇うは海岸線で立ち止まり、コンクリートの絶壁から下を見ていた。10メートルほど下にある海面の波が静かにコンクリートを叩たたいている。

　そして波とコンクリートの間にはさまれて漂う無残な姿があった。

「……死体か。第二分隊全滅確定だな」

「いや、違う」

　志し村むらの落胆を由宇が止めた。なぜと問う全員の視線を無視し、由宇は低い塀へいを乗り越え、10メートル下へまっすぐに身を躍おどらせた。

「なっ！」

　垂直に近い急斜面を落ちるように駆かけ下り、水面直前でコンクリートの隙すき間まに器用に拘こう束そく具ぐを引っ掛け、体を止める。

「あいかわらず無む茶ちやをする」

　額の汗をぬぐって、伊達は長く息を吐はいた。

「ゆ……彼女にとっては、無茶じゃないと思いますよ」

　由宇の名を口にしかけた闘真は、彼女と言い直す。意識的にではない。関係者以外にＡＤＥＭの秘密を漏もらさないようにするための処理、ブレインプロテクトが働いたからだ。

「ロープをっ！」

　下で叫ぶ由宇に、ロープが落ちる。彼女は手て際ぎわよくロープを死体に結ぶと、まずは自分がすばやく登ってきた。

「興味深い死体だ。引き上げてくれ」

　由宇の言葉の意味は、少し引き上げただけで誰だれの目にも明らかになった。顔はうつぶせで誰か解わからないが、この弧こ石せき島とうで起こっている非常事態を差し引いても、その死体は異様だった。

　死体は服を身に着けていないのである。

「は、裸ぁ？」

　星ほし野のが素すっ頓とん狂きような声を出す。

「なんで、裸なんだよ？」

「身元を隠すためだ。だが、もっとおかしなことがある」

　死体は腐臭と共に10メートルの絶壁をようやく昇りきり、転がるように体がひっくり返ると、由宇を除く全員が短い悲鳴を上げ飛びのいた。

「な、な、な、なんだこれはっ！」

　誰もが同じように絶句する。

　仰あお向むけになった男は、顔の皮が綺き麗れいに剥はぎ取られていた。

「見当はつく」

　由ゆ宇うはなんでもないことのように近づくと、すぐかたわらに腰を下ろす。まるで寝ている人を起こすかのような気安さだが、表情だけは少し強こわ張ばっている。何かを検証しているのか、赤黒い血肉と白い脂肪が絡からんだ顔の表面を指でなぞり、口の中を覗のぞく。伊だ達てが後に続いて後ろから覗くと、顔をしかめた。

「何か解わかるか？」

「あまり面白い結論ではないけど」

「聞かせろ」

「スパイがいる」

「スパイだって？」

　死体との関連性のなさに、伊達は思わず声が高くなる。

「英語が解らなければ、諜ちよう報ほう員いんと言ってもいい」

「ふざけるな。ちゃんと説明しろ」

「いいのか？」

　由宇は意味深にまわりを見た。

「真相を話せば、お互い疑ぎ心しん暗あん鬼きになる」

「話せ」

　伊達の強い口調に、由宇はどうなっても知らないよと言わんばかりに説明を始めた。

「この死体は、スパイがこの人物と入れ替わるために殺し、顔を剥はいだと憶おく測そくされる。裸なのは万が一の発見を恐れ、身元を隠すためだろう」

「ど、どうして顔の皮を剥ぐ必要があるんだよ？」

　星ほし野のはもう死体を直視できない。他ほかの三人も顔面蒼そう白はくだ。それほどに、悲ひ惨さんで異様な死体だった。

「その人物になりすますためだ。顔の皮をかぶり、皮ひ膚ふと一体化させる。体の骨格も自在に形成する」

「もしかしてそれって、峰みね島しまの遺産技術……」

　闘とう真まのつぶやきに由宇は平然と答える。

「そうだ。すでに医療用に公開されている。ＯＥランクだが応用範囲は広くやっかいだ」

「ＯＥって何？」

「オープンのＯ、公開済みの遺産技術」

　由宇の口調は淡白だ。もしかして由宇が作ったものだったら、と闘真は心配したが由宇に感情の揺れは見当たらなかった。

「話は変わるが、気になっていたことがもう一つあった。なぜヘリが落ちたのか？」

「レプトネーターに落とされたからだろ？　解りきったこ……」

　星ほし野のの言葉は、由ゆ宇うのひと睨にらみで殺される。

「ヘリの挙動のおかしさは、レプトネーターが現れる前から起こっていた。さらに墜つい落らくしたそばにヘリのガラスの破片が散らばっていた。血のついた破片だ」

「何も珍めずらしいことではないと思うが」

「胃液の臭においがする血でもか？　私の目が確かなら、ヘリは墜つい落らくするとき操縦室の前面の窓ガラスが真まっ赤かになっていた。これは何を意味する？」

「待て。パイロットをやった佐さ伯えきが吐と血けつしたとでもいうのか？　彼は健康そのもの……」

　伊だ達ては恐ろしい事実を思いつき、言葉を止めつぶやく。

「毒……か？」

「目的はなんなの？」

「島の外に誰だれも出さないこと、だろうね」

　黒こく曜よう石せきを思わせる瞳ひとみは、全員を鋭く射る。

「問題はここからだ。誰が毒を盛ったのか？」

「お、俺おれじゃない！」

　星野が慌あわてて否定した。

「ちょっと待て。なにもここにいる人間と決まったわけじゃないだろう？　演習に散開した部隊にいた可能性もある」

「ない。スパイはこの中にいる」

　志し村むらの言葉をあっさりと否定し、由宇はとんでもないことを言ってのける。

「どうしてそんなことが言える？」

　いつにもまして伊達は厳しい目で由宇を見た。

「どうやってパイロットを毒殺したか考えれば、答えは明白だ」

　あとは自分で考えろとでも言いたげに由宇は、言葉を止めた。

「我々を外に出さないため、事前にパイロットに毒をしこむことも可能だ。あの場に……」

　そこで伊達は思案顔になる。

「そうか。佐伯は正規のパイロットじゃない。パイロットだから殺されるという前提で考えるなら、演習でいなくなった人間じゃない。あの場にいた人間しか解わからなかった」

「あまり面白くない結論だがそうなる。この顔の皮を剥はがれた死体。この中の誰かがそれをかぶっている。この中で容疑がはずれるのは、女である私と、そして後から来た闘とう真まか」

　闘真は全員の顔を見た。伊達、志村、星野、石いし川かわ、太おお田たの五人だ。

「待てよ。なんであんた等らだけ容疑がはずれるんだ！　その小こ僧ぞうだっていつ上陸したか本当のところは解らないし、女だって妙な理屈つけて、自分じゃないって言ってるだけだろう」

　星野の糾きゆう弾だんに、由宇は笑顔を返した。星野にそれ以上言葉を紡つむがせない。そういう類たぐいの笑顔である。

「ほら、疑ぎ心しん暗あん鬼きになった」

　そして由ゆ宇うはその笑顔を全員に向けた。
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　それは嫌いやがらせとしかいいようのないタイミングだった。

　疑心暗鬼が渦うず巻まく中、文字通り切り裂くような悲鳴が鼓こ膜まくを刺激する。

「な、なんだ？」

　全員が向いた方角は、第二分隊が全滅していた場所と一致した。

「ぁぁぁぁぁぁぁ……」

　霧きりの闇やみから苦しげな細い声は、はっきりと聞こえてくる。

　全員、もとの場所へ急いで戻った。声の主はすぐに見つかった。

「……けて。……助け……て」

「人が倒れてるっ！」

　とっさに走ろうとした闘とう真まの足を、あざやかに由宇がすくう。

「なにするん、あっ」

　見事に転げた闘真は後ろから覆おおいかぶさった由宇に、無理やり頭の上から押さえられ、地面と熱烈なキスをする羽は目めになる。

「静かにっ」

　鋭い叱しつ咤たは、真剣そのものだ。全員がその雰ふん囲い気きを察し、銃を構え陣形を整える。

「どうしたの？」

　小声の闘真に、由宇は一言「いる」と返す。

「いるって、レプトネーター？」

　その闘真の声を最後に、場の全員が動きを止めた。

「……痛い、助けて…………痛い」

　耳をふさぎたくなるようなうめき声だけが変わらない。時間はいたずらに過ぎていく。

「本当に、いるのか？」

　志し村むらの言葉がきっかけとなった。突とつ如じよ、石いし川かわが走った。

「石川、よせ」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　伊だ達ての制止を聞かず、石川は左右に注意を払いながらも助けを求める声に近づいた。

「いま助けるから静かに」

　石川が男のそばに膝ひざをついたとき、どこかほっとした空気が流れる。由宇の警戒は杞き憂ゆうだったかと、思う心も生まれる。しかし現実は、それらすべてをどこかへ放り投げた。

　石いし川かわが男を抱き上げようとしたとき、まるで思いがけないことが起こる。男の体が一いつ瞬しゆん宙に浮いたかと思うと、何十もの破片に切断された。飛び散る血と肉の狭はざ間まにきらめく銀糸の輝きが、その原因であると気づいたのは由ゆ宇うくらいか。

　死の悲鳴を出すまもなく細切れとなった肉は、石川の体を血で染める。

「ああ……」

　状況の把は握あくに脳が追いつかず、その遅れこそが石川の生死を分けた。

「逃げろっ！」

　由宇の叫びも手遅れだった。

　男を切り裂いた銀糸の輝きは、石川の足に巻きついた。それはあっというまにきつく引き締まり、皮ひ膚ふと肉を裂き骨にまで達した。ヘリをも切り裂いたレプトネーターのワイヤーカッターだ。

　石川は顎あごがはずれたのではないかと思うくらい口を大きく開け、苦痛に表情をめちゃくちゃにする。声はあまりの痛みのためか、かえって出てこなかった。

「石川！」

　同じ隊員を思ってか、思わず前に出てしまった太おお田たにも、同時に銀糸が襲おそう。

　倒れた石川の体を、ワイヤーカッターは乱暴に引きずった。ワイヤーカッターの先には薄うす暗ぐらい朽くちた集合住宅らしい建物の入り口が見える。

　太田の指が、引きずられまいと地面をかきむしるが、爪つめがはがれるだけに終わった。

　慌あわてて伊だ達てと志し村むらがワイヤーを銃で撃うつが、極端に細い目標に弾は当たりにくく、当たっても切れることなく弾はじき返されてしまう。

　あっというまに石川と太田の体は建物の暗い入り口に飲み込まれてしまった。苦痛の悲鳴が、建物の中で反はん響きようして外にまで大きく響ひびいた。

「死ぬっ！　助けてっ！　あああああっ！　あがっ！」

「うが、ああ、あぐ」

　悲鳴は不自然な形で終わりを告げる。代わりに肉のつぶれる音が、建物の中から絶え間なく続く。

　誰だれもが呆ぼう然ぜんとし言葉を忘れる中、突然ガラスが割れ、何かが飛び出した。

　二、三度跳はねて地面に転がったものは変わり果てた石川と太田だった。

　奇妙に折れ曲がった手足、切り裂かれあらわになった肉や骨。顔だけは無傷で恐怖と苦痛の痕あとを明確に残し、それがかえって不ぶ気き味みさを引き立てる。

　警戒ではなく恐怖から、男達たちは息さえも止まった。

　長い、長い時間が過ぎる。由宇の下で闘とう真まも目を閉じたまま、じっと息を潜ひそめた。由宇がなぜ自分を地面に伏せさせたか、いまごろ悟った。断末魔の叫び声だけで、胸の奥の黒いものがうずいた。無残に切り刻まれた死体を見せつけられていたら、いまごろもう一人の自分を抑えられていたかどうか。

「行ったようだ」

　由ゆ宇うは体を緊きん張ちようから解放すると、闘とう真まの上から立ち上がった。さきほどの警戒が嘘うそであるかのように、無造作にかつて石いし川かわであったものに近づいた。

「ふ、ふざけるな。なんであんな残ざん酷こくな方法で殺すんだ！」

　怒声を切ったのは星ほし野のだ。

「精神的なストレスをあたえるためだ。過度のストレスはミスを誘ゆう発はつさせる。私に言わせれば、甘いロジックだが」

「どういうことだよ？」

「恐怖によるストレス、目的は解わかるが、そこに偏へん執しゆうしている傾向がある。製作者の性格が表れているのだろう。恐怖は最大限にあたえているが、裏を返せばそれを成し遂げるために余計な工程を増やしている。人をもっと効率よく殺す方法はいくらでもあるのに。だから甘いと言った。余計な工程はいわば奴やつの隙すきだ」

　一呼吸置き、全員の頭に言葉の意味が浸透する頃ころ、由宇はさらに付け加える。

「訓練された兵士と、殺人快楽者。闘たたかうならどちらが楽か言うまでもないだろう」

　それは安あん堵どといっていいのか、複雑な感情が芽生える。

「遠ざかった」

　由宇は倒れている自衛隊員の頸けい動どう脈みやくに指を当てた。

「どうだ？」

　伊だ達ての問いに由宇は首を振る。

「そうか……。いまの話、本気でそう思っているのか？」

　伊達は由宇にだけ届く声で、囁ささやいた。

「まさか。思考パターンは複数用意してある。最初の暴走時といまの闇やみから襲おそう方法の二種類あることからも、それは明らかだ。こちらが殺人快楽者の弱点をついたら、すぐさま別のものに切り替えるだろう」

「嘘を言ったのか？」

「気休めでもいいから言えと言ったのは、どこのどなただったかな？」
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　悲鳴を追い顔のない死体を残して闘真達たちが立ち去った後、なぜかゴールディが姿を現した。

「ふーん」

　死体を蹴け飛とばし、ゴールディは楽しそうだ。

「そろそろスパイだってばれそうなんじゃない。潮時だと思うけど」

　そして彼は由ゆ宇うの推測が正しいと証明するものをひろい上げる。誰だれに気づかれることなく残された、ジェイからゴールディへのメッセージだ。いつのまにやったのか、コンクリートの塀へいの陰に、焼印のように残されていた。読み終わったゴールディの顔が面白くなさそうに歪ゆがんだ。

「あの小娘がＡＤＥＭの最重要機密の可能性があるだって？」

　爪つめを噛かみ、呪じゆ詛その言葉を吐はく。

「なんだよ、殺せなくなるじゃないか」
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　弧こ石せき島とうから数十メートルの沖合い。緩ゆるやかな波間にぽかりと丸いものが一つ浮いた。ダイバースーツに包まれた人の頭である。目と口が円形に覆おおわれた外見は、ガスマスクを連想させた。やがて同じ形状のものが二つ三つと増え、十数もの数に達すると、潮の流れに逆らい島のほうへゆっくりと近づいていく。

　浅瀬までくると丸い頭部は持ち上がり、水面下の部分が現れる。

　彼らの酸素ボンベは背ではなく腹にあった。DRAEGER LAR/V。呼吸した空気を循じゆん環かん清浄化させることにより、小型ボンベで何時間もの潜水を可能にさせ、さらにエアの気泡も発生させにくいという特徴を生む。その二つの利点が最大限に生かされるのは、隠おん密みつ行動。アメリカ特殊部隊ＳＥＡＬも採用する特殊装備だ。

　彼らは声一つ出さず指の動きのみで合図を送る。背中の防水バッグを開くと、銃器が姿を現した。その種類は自衛隊正式採用のものと一致するが、彼らの姿はそれを否定している。ましてＳＥＡＬでもない。

　彼らのまとう雰ふん囲い気きはもっと暴力的である。しかし海からあがりわずか数十秒で準備を完了させるあたり、統とう率そつの取れ方は軍隊並みか、それ以上だ。

　その訓練された全員が霧きりの中めがけていっせいに銃口を向けると、ぼんやりした影がおっとりと姿を現した。

「待てよ待てよ。俺おれだ、俺。撃うつなよ。あんたたち全員撃ち殺しちゃ、任務に支障が出て怒られちまう」

　おどけた口調で出てきたのはゴールディ。しかし言葉の後半には、本気の殺意がある。

　代表者が一人、前に出た。

「どうやらジェイがスポンサーの言っていたＡＤＥＭの秘密とやらのめぼしをつけたらしい。何時間も海の中で待ってたかいがあったな。目標は髪の長い若い女。あんた達たちの仕事はそれの確保なんだけど。まあ、勢いあまって殺してしまっても、それほどおとがめなしだ。どうせスポンサーには解わかりっこないしね」

　頭を掻かき、ゴールディはむしろそう望んでいる口調をする。

「それとレプトネーターには気をつけろ。敵味方関係ないからな。俺おれの乗っていた船の仲間も、やつに殺された。あんた達たちが持っている銃なんか豆鉄砲程度だと思え」

「一いつ緒しよにしないでもらいたい」

　侮あなどりの見える態度に、ゴールディは肩をすくめた。彼らの生死などあまり興味はない。ＡＤＥＭの秘密とやらもだ。

　彼はただ、ジェイとともに仕事ができることを喜んでいた。それだけで充分だった。
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　三つ目の分隊の全滅が確認され、一行の足は最後の分隊の場所へと向いた。

　どこか疎そ外がい感かんを感じる闘とう真まは、自分がここに来て本当によかったのだろうかと、感情がどうしても負の方向に向いてしまう。

「どうした？　君にしては珍めずらしく真剣な顔だ」

　由ゆ宇うが隣となりに並ぶ。

「もしかして、怒ってる？」

「何を？」

「ここに来ちゃったこと」

　由宇はため息一つ、苦笑を返した。

「怒ってる」

　肯定を追加され、闘真の肩が落ちる。

「あ……あんな破は廉れん恥ちなものを見せるとは、言ごん語ご道どう断だんと言っていい」

「……？」

「だから言語道断だと言っている」

　再会のときのことを言ってるのだと気づき、闘真は赤面してしまう。

「悪かったよ。ごめん。……でも、ちょっとそれで気になったんだけど。聞いていいかな？」

「ん」

　生返事だが否定ではないので、言葉を続ける。

「さっき死体見つけたよね、裸の。あの、あれだって、その、む、むき出しになってたけど、平気そうに調べてたのはどう……して……かな？」

　語尾が途と切ぎれがちなのは、由宇の目が怖くなってきたからだ。しかし表情に反し、小さな手が闘真の手を優やさしく取る。

「えっ？」

　由宇は優しく微ほほ笑えみ、闘真の手首を軽くねじった。激痛が手首から一気に闘真の全身に広がった。

「い、痛い痛い痛いよっ！　ちょっとシャレになんない、この痛さっ！　ごめん、もうヘンなこと言わないから」

「二人とも、静かにしろ」

　伊だ達ての叱しつ咤たに由ゆ宇うは、

「静かならいいんだな」

　無情の一言とともに闘とう真まの手首をさらに一ひねり。闘真は叫ぶのを止やめた。叫ぶことすらできないというのが正しいが。

「────！」

　ようやく解放された闘真は、めげずに抗議の声を出す。

「あ、あのさ、前より少し乱暴になってない？」

「君の増長した破は廉れん恥ちさに比べれば、可愛かわいいものだ」

「もう少し女の子らしくしたほうが、いいと思うんだけど」

「私は充分に女らしい」

　反り返ることで強調された胸に、思わず視線を奪われてしまった闘真は、ごまかすように、

「いったいどこが女らしいの？」

　と反論を試みる。とたん、由宇の顔から自信というものが根こそぎ削そげ落ちた。

「……やっぱり、私は変なのか？」

「え？　いや、そうじゃなくて」

「そんなに……醜みにくいのか？」

　十年間地下で暮らし、同年代の友達もいない由宇は、容姿の基準というものを知らない。どうやらそれは彼女のコンプレックスらしいことに、ようやく闘真は気づいた。

　なんとかフォローしようと、勇気を振り絞る。

「そ、そんなことないよ。その、すごく、由宇は、うん、き、綺き麗れいだと、おも……う」

「気休めはいらない」

　勇気を振り絞って言ったセリフはあっさりと跳はね返された。

「みんな私を避けたりするのは、やはり容姿が人より著しく劣っているからなのだろうか」

　由宇は他ほかの人達たちを見渡す。星ほし野のは目が合った瞬しゆん間かん、慌あわてて視線を明後日の方向へそらした。

「ほら」

「たぶん、原因は他にあるんじゃないかな？　さっき僕にしたようなこととか、ねえ？」

「してないとは言わないが、ちょっとじゃれた程度だ」

　トラがネズミとじゃれて、ネズミはどう思うだろうか。

「別に寂さびしいなどとは思わないが、私はこれでも女だ。傷つくときは傷つく。繊せん細さいな部分だってある」

　特殊な方向に繊細なんだねとは口に出さず、さりとて由宇を論破できそうな気の利きいた言葉も思い浮かばず、どうしたものかと闘とう真まは真剣に考えた。

「いや、だから、由ゆ宇う、あの……」

「もういい」

　由宇はとっとと先を行ってしまう。

　うなだれて、とぼとぼと歩く闘真に、今度は伊だ達てが歩調を合わせ、耳打ちをしてきた。

「坂さか上がみ君、君はいつもいまのように彼女と話しているのか？」

「え、ええ。いつもというかこの前から、あんな感じですけど」

「そうか」

　それきり伊達は黙だまりこくってしまった。
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「ここも駄だ目めか」

　戦せん闘とう跡あとと散らばる屍しかばねの数々を見て、伊達は悔くやしそうにする。このような光景を見るのは四度目になった。

「これで全分隊が全滅か」

「なんかこのあたりの建物の傷いたみかた、酷ひどいね」

「潮風がきつい場所だからだろう。いまにも崩くずれそうだ」

　確かに他ほかの場所に比べ、この場所は潮の匂においがきつかった。

「なあ、さっさと行こうぜ」

　レプトネーターを恐れ、星ほし野のは建物を背に震ふるえている。目が泳ぎ、落ち着きがまったくない。

「来るぞ。大きい」

　地面に目をやり緊きん張ちようした声を出す由宇に、誰だれもが次の瞬しゆん間かん意味を理解する。大地が大きく揺れた。

「ナマズみてえなお嬢じようちゃんだなっ！」

　朽くちた廃はい墟きよの真ん中では、地じ震しんの脅きよう威いはさらに大きくなる。激しい揺れに耐え切れなくなった建物が次々と崩ほう壊かいし、ひとかかえもある瓦が礫れきが次々と落ちては地面と激突する。その破片すら打ち所が悪ければ命にかかわる威力を秘めていた。

「ああああっ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴に誰もが声のほうを向いた。大量の瓦礫が、ちょうど星野に降りかかるところだった。

　落ちる瓦礫より速く動いたのは由宇だ。

　拘こう束そく具ぐの制約をものともせず、落下する瓦礫の間をすり抜け、ときには手て枷かせの金具で乱暴に払いのけ、星野の体に体当たりした。同時にすぐ頭上にまで迫っていた瓦礫が、次々と地面に激突し埃ほこりを巻き上げ視界を奪う。

「大だい丈じよう夫ぶかっ！」

　たちこめる埃をかき分け、闘とう真ま達たちがかけよった頃ころには、地じ震しんはやんでいた。

「ひっ……ひっ、死ぬ。死ぬのはイヤだ。痛い痛い痛っ！　助けて、助けてっ！」

　埃の中から助けを求める男の声がする。しかし声に張りがあり、重傷を負っているという雰ふん囲い気きでもなさそうだ。

「足がはさまれているだけだ。わめくな」

　由ゆ宇うは埃を払いのけながら立ち上がると、ピシャリと言う。

　星ほし野のの足は幸い瓦が礫れきと瓦礫の隙すき間まにはさまれているだけで難を逃れているが、積み重なる瓦礫はいつ崩くずれてもおかしくない。

「へたに動かすと崩れるな」

　志し村むらが瓦礫を見て唸うなった。

「こんなときに……」

　由宇は舌打ちし、廃はい墟きよの一点を見た。つられて闘真も霧きりと埃の先に目をこらす。

「まさかレプトネーター？」

　由宇の険しい表情が、それを肯定した。

「おい待てよ。俺おれを見捨てたりはしないだろう？　なあ、早く助けてくれよっ！」

「本当に見捨てられたくなかったら黙だまれ」

　由宇の一片の戯たわむれもない言葉に、星野は呼吸ごと言葉を呑のみ込み口を押さえた。

　やがて誰だれの耳にも解わかるレプトネーターの駆く動どう音おんが、廃墟の壁を複雑に反はん響きようし、近づいてくる。

「ちっ、どっちから来るかわかりゃしねえな」

　志村の悪態はしかし、由宇の聴力によって閉ざされた。複雑に重なり合う音を、彼女は正確に追う。確信を持った由宇の細い指先が、廃墟のとある方向を指した。

　伊だ達てと志村は顔を見合わせうなずくと、おたがいの武器を準備する。志村は最後の一発である軽対戦車誘ゆう導どう弾だんを。伊達は手しゆ榴りゆう弾だんを。

　その間も由宇はレプトネーターの音を追い、指を立て距離を示す。レプトネーターは五人のまわりを、大きく円を描きながら移動し、徐々に距離を狭せばめていく。

　ときおり、ビルとビルの狭はざ間まを金属の蜘く蛛もが横切るのが見える。いつ襲おそいかかってきてもおかしくない距離だ。

「そろそろか」

　志村が乾いた唇くちびるをなめた。

　しかし全員の気勢をあざ笑うかのように、レプトネーターの音が突然止やんだ。しかし由宇達も動くわけにもいかず、硬直した時間は続く。

「い、行っちゃったんじゃ？」

　星ほし野のはそうであって欲しいという願いを口にするが、由ゆ宇うは首を振った。さらに長い時間が経過した。

　キィィンッと金属質な甲かん高だかい音が、沈黙しじまを破る。鼓こ膜まくをひっかく拷ごう問もんのような金属音に、全員が思わず耳をふさいだ。

　奪われた聴ちよう覚かくに全員が体を丸める。本能に逆らい由宇だけは視界を頼たよりにレプトネーターの姿を追い求めた。レプトネーターの思わぬ攻こう撃げき方法に、歯は軋ぎしりをする。

　ふいに由宇めがけて何かが飛来してきた。ヘリを切り裂いたワイヤーカッターだ。回避が間に合わないと見た由宇は、ワイヤーを手て枷かせの金属部で受ける。

　ワイヤーはそのまま手枷に絡からみ、ピンと張り詰めた。抗あらがうすべもなく、由宇はワイヤーに引きずられた。

「あっ！」

　闘とう真まの反応は間に合わず、由宇は引きずられたまま遠ざかった。

　ワイヤーの先はビルの狭はざ間まへと続き、その先にようやくレプトネーターが姿を見せる。しかし志し村むらと伊だ達ては、間にある由宇の姿に、攻撃を躊ちゆう躇ちよした。

　レプトネーターはワイヤーを巻き取り由宇を引きずりながら、霧きりの中に姿を消した。

「やべえぞっ！」

　志村が怒ど鳴なったときは、すでに闘真も走り去り霧の中だ。

「ちっ。気のみじけえあんちゃんだぜ」

　志村も後を追い、

「待ってくれ。おい、みんな俺おれを見捨てるのかっ！」

「すぐに戻る」

　星野の肩を叩たたき、伊達までも霧の向こうへ消えた。

「待ってくれよ。見捨てないでくれよおお」

　一人残された星野は、涙声でそれを繰り返した。
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　突然の大きな横揺れに、小さ夜よ子こは悲鳴を上げた。

「きゃああああっ」

　耳をふさぎ体を丸めることしかできない。その小夜子に覆おおい被かぶさる大きな体がある。

「朝あさ倉くら君、大だい丈じよう夫ぶか？」

　笠かさ原はらの声に、小夜子は少しだけほっとした。棚の上から落ちてくる資料は、笠原の背に弾はじかれ、小夜子にまで及ぶことはない。

　制御室内では同じような悲鳴が、いくつも続く。

　地じ震しんは一分、二分と続き、三分を過ぎた頃ころようやく終わった。

　やがて完全におさまったことが解わかると、それぞれが避難場所から恐る恐る顔を出した。笠かさ原はらも地震がおさまると同時に、小さ夜よ子この上から離れる。

「あ、ありがとうございます」

　生まれてこのかた男性に免めん疫えきのない小夜子は、戸と惑まどいと恥はずかしさで顔を真まっ赤かにしながら礼を口にするのがやっとだった。

「いや、朝あさ倉くら君が無事でよかった。痛っ」

「ど、どこか怪け我がしたんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、単なる打ち身だ。おーい、みんな、無事か？」

　返事が少ないのは、大事があった訳ではなく、笠原に対する不信感からだ。それを感じ取った笠原は、その後に謝罪の言葉をつなげた。

「君達たちには本当にすまないことをしたと思っている。すべて私の責任だ」

　沈ちん黙もくが返事だ。

「君達の立場はできるだけ悪くしないように、本部長に取り計らってもらう。悪いのは私一人だ。本当にすまなかった」

　笠原は深々と頭を下げる。

「あたりまえだっ！」

「いまのあんたに何ができるっていうんだよっ！」

　小夜子は皆の怒りを感じ、体を縮めた、目が見えない分、雰ふん囲い気きに敏感なのだ。

　笠原の悔くやしさと悲しみも同時に伝わってくる。せめて自分は笠原を責めていない、味方だと解るように、彼の肩に触ってあげよう。しかし思った以上に震ふるえているその肩に、小夜子は思わず手を離してしまった。

「いったい何人死んだと思ってるんだ？」

「取り返しのつかないことになっちまった！」

　糾きゆう弾だんの声は止まらない。

「どうしてみなさんそういうこと言うんですかっ！」

　小夜子はたまらず怒ど鳴なってしまった。温厚が代名詞の小夜子だったから、まわりの人間は内容よりも彼女が怒鳴ったことにシンとなった。

「あ、あの……」

　激情を吐はき出してしまうと、いつもの小夜子がそこにいた。

「朝倉君、もういいんだ」

　笠原が感謝をこめて肩を叩たたいた。

「よくありません。こんなのよくないです」

　小夜子はもう思うままに話そうと決意する。いまここで自分の気持ちをすべて言わなければ、一生後悔する。

「レプトネーターを開発していたのは、私達たちじゃないんですか？　レプトネーターにレールガンをつけたのは、私達じゃないんですか？　武器として、兵器として、使われることを前提に造っていたのは、誰だれよりも私達じゃないんですか？　私、ずっと思ってました。二ツ橋重工は民間企業で、私達は技術屋で、でも納入先は、予算とか、スポンサーとか、結局武器として扱うところです。地雷除去とか、災害時とか、そんなの詭き弁べんです。人を守るためにも使えるかもしれないけど、それならレールガンなんていりません！」

「朝あさ倉くら君……」

「さよちゃん……」

「純粋に夢物語の技術を実現できる夢もありました。でも、ずっと、ずっと、これがどこかで人を殺すんだって心のどこかにひっかかってました。これを造ったのは、私達じゃないですか！　なのに、どうして、その砲口を向けられたとき、まるで自分達には責任がないみたいに、なんでみなさん言えるんですか？」

　静かになった。誰もが解わかってたことだ。そして誰もがその事実を頭から消そうとしていたことだった。

「私、この職場好きです。すごい好きです。私が配属されたのは四年前で、プロジェクトの中では一番の新参者です。私はご存知のように目が見えません。でもだからこそ雰ふん囲い気きには敏感なんです。私が初めてみなさんと会ったとき、とても暖かい気持ちになれました。みなさんの雰囲気がとても柔らかで優やさしくて。私思ったんです。ああ、家族みたいなところだって」

　小さ夜よ子こは見えない目でまわりを見渡すと、言葉を続けた。

「そのとき思いました。私もこの家族の一人になりたい。みなさんと一いつ緒しよに歩んでいきたい。目が見えない私を優しくサポートしてくれて、でも厳しいところは厳しくて。ますますそういう思いを強くしました。だから、だから私笠かさ原はらさんの気持ち解ります。プロジェクトを少しでも成功させよう。みなさんの努力がむくわれるようにしよう。少しでも長くみなさんと過ごしたい。笠原さんはそう思ったんです。だから思い余ってあんなことを……」

　誰も小夜子の話に口をはさまなかった。

「私、同じ立場だったらきっと同じことしてしまいました。だって、だって、だから私……」

　小夜子は目にためた涙をこぼすと、顔を覆おおってしまった。その頭を優しくなでる手があった。

「朝ちゃんが泣くの見るの、これで二回目だな」

「……美み濃のさん」

　誰かが言った。

「やりなおせる……か？」

「やりなおせます。失敗したらまたやりなおせばいいんです！」

　小夜子は力強くうなずく。

「そうだな。そうだよな」

「レプトネーターを止める方法を考えよう」

「そうだ、何かやり方があるかもしれない」

「暴走を止める方法がないか、検討してみよう」

　小さ夜よ子この涙は止まらなかった。大好きだった雰ふん囲い気きがまた戻ってきた。皆は解わかっている。もうこのプロジェクトはないということを。しかし想おもいは一つだ。最後の最後まであきらめずに、自分達たちが造ったものに、責任を持とうと。

「俺おれ達にできることがないか、模も索さくするんだ」

「そうだな、まず、シグマからのマイクロ波だ。あれをなんとかして……」

「ああ、電源を止めてしまえば、いくらレプトネーターといえども動けない」

　久しぶりに全員が一丸となって意見を交わす。

「おい、誰だれか来たぞ。外だ」

「帰ってきたのか？」

「そうみたいだけど、でも誰だ？」

　笠原が代表して、窓の外に現れた人物と話すことになった。

「さっき大きな地じ震しんがあったが、あなた達は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「し・ん・ぱ・い・す・る……。心配する必要はないか。そうか、ならいいんだ」

　外の文字を読む笠かさ原はらの言葉に、安あん堵どした空気が流れた。

「な・ぜ・な・ら・お・ま・え・た・ち……」

　メッセージはそれで終わらず、笠原は続けて読み上げるが途と中ちゆうで止まってしまう。

「おい、なんの冗談だ？　生きていてもらっては困るって？　レプトネーターの暴走の責任を取らせようというのか？　おい、なんとか言ってくれ。なぜ笑うんだ？」

　他ほかの技術者達も窓辺にかけよっていく。

「なんだ？　そんなに俺達が憎にくいのか？　殺せるものなら殺してみろ。この制御室はレプトネーターも壊せない頑丈さなんだぞ」

　小夜子には外の人間の気配が解った。怒りも何もない。ただ殺すという感情が渦うず巻まいている。

「し・ん・ぱ・い・な・い・ど・あ・が・あ・か・な・く・て・も・こ・ろ・せ・る」

　次のメッセージに、誰もがきょとんとする。

「ど・く・さ・つ……。はーはっはっ、悪い冗談はよしてくれ。どうやって俺達を毒殺するんだ？　言っておくがこの建物は完全に密閉されているんだぞ。毒なんて……。おい、それはなんの冗談なん……」

　小夜子には何が起きたのか解らない。ただ突然笠原の気配が変わった。

「あが、がが、があああああ」

　突然笠原のもがき苦しむ音がした。小夜子は慌あわてて笠原のもとにかけよる。

「笠かさ原はらさん！」

　抱きかかえると何かが手を濡ぬらした。臭においでそれがおびただしい血なのだと理解した。苦しみだしたのは笠原だけではなかった。あちこちでその声は上がり、地面をのたうつ音や、吐と血けつの音がする。

「ど、どうしたんですか!?」

　苦しみが激しくなった笠原は、支えようとする小さ夜よ子この体を跳はね除のけてしまう。強く突き飛ばされた小夜子は、机の角に頭を強く打ち気を失った。
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　制御室から遠ざかる人影に背後から銃を突きつける者がいた。伊だ達て真しん治じである。

「待てっ！」

　人影の横顔を見て、伊達は顔を悔くやしげに歪ゆがめた。

「やっぱりおまえがスパイだったか」

「ほう、驚おどろかないんだな」

　馬ば鹿かにしたような応こたえが返ってくる。

「技術者達たちに何をした？　皆、死んでいた。血を吐はいて。ヘリと同じ毒殺か？　しかしどうやった？　制御室は密閉された空間だ」

　ゆっくりと振り向こうとする影の頬ほおを銃弾がかすめた。

「動くな。指一本でも動かしたら、次は当てる」

　伊達は相手の未知の能力を警戒して、慎しん重ちように対応する。しかし意識を目の前の人物に向けすぎていた。

「やあ、ジェイ。ピンチみたいだね」

　振り向く間もなく、銃声が伊達の胸を貫いた。衝しよう撃げきに銃を落とし、よろけ、ようやく自分を撃うった相手を見る。金髪の美び丈じよう夫ふ。酷こく薄はくな笑顔がジェイと呼ばれた人物を見ると、とろけるような笑顔に変わった。

「ゴールディか。なぜおまえがここにいる？」

　とがめる口調で、ジェイと呼ばれた人影は美丈夫──ゴールディを見る。

「助けてやったのに、そのいいぐさはないんじゃない？　船がレプトネーターにやられてね、命からがら逃げてきたところ」

　ゴールディはおどけて肩をすくめた。

「ジェイにゴールディだと？　まさかアルファベットの連中か？」

　伊達は左胸を押さえ、なんとか立ち上がる。

「よく知ってるな。ＡＤＥＭの情報網も馬鹿にできない」

「そう、アルファベットを頭文字とする二十六のメンバー。俺おれがゴールディことＧ、こいつはそのままＪだ。ついに日本進出ってわけさ」

「それにククルスのＣか？」

「そう。自己紹介おしまい。死んじゃいな」

　ゴールディの弾がさらに伊だ達てを貫通した。そのまま後ろによろけ、伊達の体は高台から落ち、水しぶきをあげて海に沈んだ。

「ＡＤＥＭといってもあっけないね。しょせんジャップか。おっとジェイは別だよ」

　海面の波紋を見て鼻で笑うと、ゴールディはジェイに向き直る。

「ところでジェイ、あんたはいつまでこの島にいるつもり？　そろそろ潮時だと思うんだけど。レプトネーターのデータを回収して、さっさと引き上げないのかい？」

「気になることがある」

「さっきの伝言のこと？」

「ああ。ＡＤＥＭの連れてきた娘だ。もしかすると、あれがＡＤＥＭの大きな秘密とやらかもしれない」

「でもその情報の出所って、真まな目め家なんでしょ？　あそこの情報、そんなに信用できるわけ？」

「さあな。俺はもう少し様子を見る。できれば生きて捕らえたい」

「ふーん、ご執しゆう心しんなんだ。ちょっとやけちゃうな。その娘くらい僕に興味持ってくれればいいんだけど。君の母国語だから、必死で日本語覚えたの、知ってるだろう？」

「おまえのくだらない性せい癖へきに付き合うつもりはない」

　ジェイの嫌けん悪おにしかしゴールディはひるむ様子も見せない。

「まったく失礼だね君って。小さい頃ころから変わらない。そこが魅み力りよくでもあるんだけど」

「おまえは変わったな」

　ゴールディは陽気な顔に少しだけ陰を落とす。しかしそれもわずかな間だ。

「異人がまぎれていれば、どこの国だって反応は一いつ緒しよさ。とくにガキの頃はね。ところでそのカードなんだい？」

　ジェイはひろったカードをくるくると回す。

「ＡＤＥＭの司令がいま落としたものだ。どうやら娘の拘こう束そく具ぐの鍵かぎらしい。うまく利用すれば、味方につけることもできるかもしれない」

「自由と引き換えに仲間になれって？　やめたほうがいい。女はすぐ裏切るよ。その点、男は信用できる」

　自分を指差しにこやかに笑うゴールディを、しかしジェイはあっさりと無視した。

「任務のついでに娘は確保する。無理なら殺す」

「あ、そう。好きにしなよ。そろそろレプトネーターのデータ回収時間だ。行かせてもらうよ。それにあまり長居してアレに巻き込まれないようにしないとね」

　空気に混ざる硫い黄おうの臭においに、ゴールディは思い切り顔をしかめた。
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　気づけば、開けた場所に由ゆ宇うは倒れていた。

　──ああ、気絶していたのか。

　己の不ふ甲が斐いなさに苦笑しながら体を起こそうとし、肉体の痛みにうめいた。

　痛みにかすむ視界であたりを見渡す。

　レプトネーターが10メートルと離れていない場所にいる。しかしおかしなことに動く様子はなかった。

　警戒を緩ゆるめず、己の肉体のダメージを点検する。指、動く。手、動く。足、動く。首、動く。痛みを芯しんに残すものの、動作には支障がない。痛みを無視するすべは知っている。

　ワイヤーに引っ張られていた手て枷かせを見る。可愛かわいげがないことに、多少の傷こそあれどまったくの無事だ。せめて両手が自由なら、と思っても手枷がなければワイヤーに引き裂かれていたことを考えれば、この状況に文句を言うのはお門かど違ちがいか。

「由宇っ！」

　闘とう真まの声がさらに意識の覚かく醒せいをうながす。体を無理やり起こすと、必死の形ぎよう相そうで近づいてくる闘真が見えた。あんなに慌あわてなくていいのに。微ほほ笑えもうとしたら痛みが先立ち、上う手まくできなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　かがんでたずねてくる闘真に対し、由宇は頭を一度だけ縦に振る。いまは声を出すのも億おつ劫くうだ。

「レプトネーター、由宇がやったの？」

　由宇の体を優やさしく起こしながら、闘真は静止したままのレプトネーターを見る。

「いや、私じゃない。勝手に静止した。あれはたぶん……」

　しかし由宇の言葉はそこで途と切ぎれ、視線は闘真の背後に流れた。

「囲まれた」

　誰だれに？　という疑問が闘真に浮かぶ。単数であるレプトネーター相手に、囲まれたという表現はない。

「十五、いや十六か」

「すごいねえ。当たってるよ」

　霧きりの中から返ってきた声に、闘真は聞き覚えがあった。同時に銃を構える金属音がいくつも鳴る。ビルの陰から、瓦が礫れきの裏から、割れた窓から、銃口がいっせいに闘真と由宇を取り囲んだ。奇妙なマスクをつけた見慣れない武装集団。闘真と由宇の足元が、銃弾で弾はじける。

「動かないでもらおうか」

　最後に姿を現した男は、闘とう真まが船上で会った金髪の拳銃使いだ。

「また会ったね、少年。ここは自己紹介するのが流りゆう儀ぎかな。ゴールディと呼んでくれ。短い付き合いになると思うけど」

「Ｇ、ゴールディ。ミネルヴァのアルファベット幹部メンバーが日本になんの用だ？」

　金髪、ゴールディの目が少しだけ見開かれる。

「さすがさすが。遺産犯罪のエキスパート、ＡＤＥＭの方でいらっしゃる。さっきのヘタれた偉い人だけじゃなくって、あんたみたいな子供でも知ってるんだ。日本での活動は初めてのはずなんだけどね。そこまで解わかってるなら、みなまで言う必要もないだろう。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産をいただきにきたのさ」

「やめておけ。無能者が扱っても火傷やけどするだけだ」

「満まん身しん創そう痍いでよく言うね。ジェイは生かしておけと言ったけど、殺しちゃおうかな」

　そう言って銃を構えるが、由ゆ宇うの表情に変化がないことを見て取ると、とたんにつまらなそうな顔をした。それよりも射線軸に割って入った、闘真に興味深げな顔をする。

「少年、君いいね。俺おれ好みだよ。どう俺と仲良くならない？」

　闘真は沈ちん黙もく。

「はん、そうかい。それなら先にレプトネーターの戦せん闘とうデータ回収といこう」

　ゴールディが合図すると、一人がレプトネーターに近づき作業を開始する。

「感謝して欲しいね。回収時間になって動作が止まらなければ、綺き麗れいな顔がずたぼろになるまで引きずりまわされていたよ」

「回収時間？」

「引き時ってことさ。予定通りに……」

　そのとき、突とつ如じよ、耳に障さわる甲かん高だかい狂った笑い声が霧きりの中に生まれた。

『ヒャハッ、ヒャハッ、ヒャヒャヒャヒャヒャヒャッ！』

　胸むな糞くそが悪くなりそうな笑い声は、なぜかレプトネーターから聞こえてくる。

　ゴールディも予想外なのか、呆ぼう然ぜんとその声を聞いている。ようやく笑い声がやむと、笑い声と同じ耳障りで甲高い声がする。

『ゴクロウ、ゴクロウ。ボクの作ったレプトネーターは堪たん能のうしてくれたかい？　でもね、でもね、ちょーっと日本の自衛隊程度では戦闘能力測るのに不安があるんだよね～。でも思いついちゃった。すんごいいい考え。いるじゃない身近に強力な軍事力がさ』

「この声、ククルスかっ！」

　ゴールディの動揺は続く言葉の内容でさらに大きくなる。

『Ｇことゴールディく～ん。Ｊことジェイく～ん。ミネルヴァのバンデッド部隊のみなさ～ん。そして生き残りの自衛隊のしょく～ん。島がとんでもないことになる前に、レプトネーター倒してみてよ。任務放ほう棄きして、尻尾しつぽ巻いて逃げてもいいよ。それくらいは許してあげる。どうしても戦せん闘とうデータを回収したかったら、レプトネーター倒して、人工衛星シグマの制御装置奪うんだね。念のため言っておくけど、ボクはこの島にいないよぉ。これは再生された音声だからね。さあ、ゲームの開始だ』

　ざんっと何かを切り裂く音が一つ、全員の耳に深く残る。

「なんだ、これ？」

　レプトネーターに寄っていた兵士の一人が、間の抜けた声を出す。その腹から奇妙な金属の突起が生えていた。間の抜けた顔で、兵士は腹のそれを指差す。

「なあ、おい、ごぼれっ……」

　次の言葉は水に呑のまれたようににごる。マスクの内が赤く染まった。しかしそれも瞬まばたき一つか二つの間。金属の突起物──レプトネーターの脚は、まるでその空間に何も存在しないかのように真上へと奔はしった。兵士の体はそこに残されたまま、腹から頭の頂上へかけて赤いラインが生まれる。一拍置き、豪雨のような血がラインにそって噴き、上半身が左右に割れた。

「あのやろうっ！」

　ゴールディの反応は早かった。手を上げ隊列をくみ上げ、あっというまにレプトネーターを取り囲む。

　十五の銃口が途と絶だえることなく火を噴いた。アスファルトの地面は裂け、背後のコンクリートは砕け、砂すな埃ぼこりが舞い上がる。千発以上の弾丸を撃うち終えると、次に手しゆ榴りゆう弾だんを手に取る。強力な破壊力を内包した対戦車手榴弾をいくつも窓から中へ放り投げた。

「ふせろ」

　爆炎と轟ごう音おんがレプトネーターを覆おおう。炎が高く空を嘗なめた。熱風は闘とう真ま達たちの頬ほおや髪も焼く勢いだ。

「やったか？」

　ゴールディの期待の声は、しかし裏切られる。

　銀糸が空をすべり、血が飛沫しぶきとなって散った。犠ぎ牲せいになった四人が、体を二つに分け地に転がった。

　炎の中からレプトネーターが姿を現す。そのまわりには人をやすやすと切り裂くワイヤーカッターが炎のように揺れていた。







　闘真は由ゆ宇うを担かついで走った。背後では絶え間ない悲鳴が続く。耳をふさぎたくなる。しかしそれをするより先にやるべきことがあった。

　闘真は全速力で瓦が礫れきの道を進んでいく。少しでもあれから遠ざかるために。

　だが希望を打ち砕く足音が背後から迫る。レプトネーターが目標を闘真達に切り替えたのだ。

　由ゆ宇うを肩に抱えている闘とう真まとレプトネーターでは、あまりにも速さに差があった。金属的な足音はあっという間に背後に迫る。

「闘真、あと少しだ」

「え？　何が？」

「あと少しで、起こる。それまでの辛しん抱ぼうだ」

「だから、何が？」

「ここは銅鉱の縦穴のそばだ。巻き込まれる準備をしろ。万が一落下したときは私に任せてくれればいい」

　それは希望なのか。随ずい所しよに不ふ吉きつな響ひびきを感じるが、闘真はその言葉を信じて走った。

「くるぞ」

　由宇の言葉は静かだ。対し起こったそれはとんでもない規模だった。大地が揺れた。まるでカクテルを作るような激しいシェイクだ。立つことすらままならない。

「ここは危ない。走るぞ」

　いつのまにか由宇は強ごう引いんに闘真を引っ張る元気を取り戻している。体力を温存していたのだろう、頭上からいまだ降る瓦が礫れきをよけながら、ビルの合間を走っていく。

　しかし気をつけなければならないのは、上からだけではなかった。

　コンクリートの地面は一面にヒビが入ると、下から突き上げられるようにそれぞれ好き勝手な方向に傾いた。

「くっ」

　さすがの由宇もこの足場にはてこずる。しかしその時間もそれほど長くはなかった。崩くずれた足場は、何かに吸い込まれるように地すべりを起こす。

「な、なに？　なんなの？」

　地すべりの終点にある巨大な穴を見て、闘真は愕がく然ぜんとする。それは銅鉱の縦穴なのだが、いまの闘真には地獄の蓋ふたが開いたようにしか見えなかった。

　穴の淵ふちが崩れ、まわりの物を飲み込んでいく。まるで地上で出来た渦うず潮しおである。抗あらがうこともできず、闘真達たちは膨ぼう大だいな土や瓦礫もろとも奈な落らくの底へ飲み込まれてしまった。
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　闘真は何か柔らかいものに顔をはさまれていた。口と鼻も同様にふさがれている。動こうとすると意外と強い力で柔らかいものは抵抗をする。目の前には肌色の何か。

　とにかく顔をはさんでいるものをどけようと、手を添える。柔らかく細長いものが両サイドに二本。その先端にある硬い感触は、もしかして靴だろうか。

「……つぅ」

　久しぶりの少女の声は頭上から聞こえた。

　ようやく闘とう真まは、自分がとんでもない部分に顔を埋うずめているらしいのを徐々に理解する。目の前に見える肌色は、少しめくれたシャツの下から覗のぞいてる由ゆ宇うのお腹なかとおヘソだ。

　恐る恐る目線を上に上げていくと、綺き麗れいな曲線を超え、その先にまだ状況をよく理解していない──あるいは理解したために──キョトンとした由宇の顔があった。

　おそらくかつてない危機的状況にありながら、闘真は由宇の股またの間から動けなかった。

「……貴様は、いつもいつも」

　理解したか正気にかえったか、由宇の発した声は震ふるえている。

　鳴なる神かみの尊みことばりの切れ味を有した声に、闘真は命の危機を感じた。いまだけは内に眠るもう一人の自分と代わって欲しいと切に願う。

　とにかく弁明を。

「ふ、ふふぁひょう」

「そのままで喋しやべるなっ！」

　由宇は神速の速さで足の間から闘真を抜くと、必殺の拳こぶしで闘真を一回転させる。

「ふ、不可抗力だよ！」

　顔面を押さえながら必死で理解してもらおうとする闘真の顔から何かが垂れた。鼻から垂れたものを拭ぬぐってみると、世間一般に鼻血と称されるものが付着していた。

　由宇はそれを、汚物を見るような目で見る。

「ほう、誤解か。そのようなものを垂らしておきながら、誤解と言い張るか」

「それは、いま殴なぐったから」

「言い訳をするな！　足もさすっただろう、いやらしい手つきで！」

「誤解だよっ！」

「この前のときは貴様の不可抗力という言葉を信じたが、私が馬ば鹿かだった」

「嘘うそだ！　あのときだって信じてなかったくせにっ！」

「何度も何度も……」

「何度もって、まだ二回目じゃないか」

「二回もやれば充分だ！」

「だって……」

　口を開きかけ、何か鉄くさいものが口の中に入る。なんだろうと思い手を当てると、生暖かいそれは額から大量に流れていた。

　真まっ赤かな手のひらを見て、闘真の意識は遠くなった。







　寂さびしげな口笛がどこからか聞こえてくる。

　どこか遠い記き憶おくを呼び覚ますような懐なつかしい音色に、闘とう真まの心が傾いた。ときに高くときに低く、寂せき寞ばくとした調しらべは、どこまでももの悲しく鳴り続ける。

　この調を聴きいたのはいつだろう？

　ぼんやりと昔を想おもい、重いまぶたを持ち上げた。まだ焦点のさだまらないまま首を動かすと、白い世界の中、うずたかく積もる朽くちた瓦が礫れきの上に座る黒い影が目にとまる。

　いまにも霧む散さんしてしまいそうな儚はかなげなメロディは、その影から生まれ、細く細く途と切ぎれることはない。

　メロディが止やむと黒い影は空を見上げた。何かを切望するように、ただじっと見つめ続ける。

　ふいに黒い影が振り向いた。背に広がる長い髪はまるで重力を忘れたかのように柔らかに広がる。黒に縁取られ、世界を覆おおう乳白色の白とは異なる峻しゆん烈れつな白が、美しい輪りん郭かくを、流れるような鼻び梁りようを、強い意思に引き締まった唇くちびるを、形作っている。

　闘真はまだ夢心地の気分で、その姿を見つめた。

「起きたか？」

　調とは正反対の力強い声だが、同質の心地よさを持って闘真の耳に届いた。しかし闘真に近づく軽やかな歩みは、ジャラジャラと耳みみ障ざわりな異音をともなっていた。

「どうした、ぼんやりとして？　マヌケな顔は君の専売特許かもしれないが、あまり長時間、他人にそれを誇こ示じするのもどうかと思うぞ」

　影はしゃがみ、闘真の顔を間近に覗のぞき込んだ。「思うぞ」と口にするあたりの呼吸が、頬ほおをくすぐり、それが正気へ戻るきっかけになる。

「ゆ、由ゆ宇う!?」

「なんだ？　頭を強く打ってついにおかしくなったか？　いやおかしいのは元々か。さらにおかしくなったか？」

「おかしくなってない。大だい丈じよう夫ぶだから。ねえ、由宇、いまの曲はなんて曲？」

「知らない。そう、戻らぬ記憶の残ざん滓しだ」

　耳に残るその調は、闘真も聞いたことがある。だが曲名までは思い出せなかった。

　そして闘真はようやく目に映るものを理解する余裕ができた。薄暗い。自分達たちのまわりを囲うのは無ぶ骨こつな岩肌で、あちこちに鉱山用の道具が四散している。

　頭上を見れば岩壁は高く続き、天てん井じようは白い霧きりの世界が丸く切り取られている。霧の空は何も映さない。由宇が見ていた景色だ。彼女が何を切望しているのか解わかると胸が詰まった。外に出られたというのに、世界は霧で閉ざされている。いまの彼女はどんな気持ちなのだろう。

「うわあ、あそこから落ちてきたんだよね。よく生きてるね」

　ここは深い穴の底なのだと理解した闘真はなるべく陽気に、声を張り上げた。由宇はそのことについて何も言及しない。ただ目を細め、少しだけ優やさしい表情をした。

「土ど砂しやの上に落ちたからな。これがクッション代わりになった」

　足元の土を踏ふみ、説明する。

「運がよかったんだね」

「私が落下の最中、君の襟えり首くびを捕まえどれだけ苦労したか知りたいか？　このポイントに落ちるために、落下物の軌き道どう計算をどれだけ繰り返したことか」

「え？　え？　……じゃあ、由ゆ宇うは命の恩人？」

「その恩人に対して、君の礼はあまりにも酷ひどいものだったがな」

「え？　何かしたかな？」

　しらばっくれようとする闘とう真まを見る由宇は、睨にらむというよりはすねているような、彼女にしては珍めずらしい表情を浮かべていた。

「君は己のしでかした破は廉れん恥ちな行為を忘れたとでもいうのか？　それともすぐ記き憶おくの底に埋もれてしまうくらい、日常茶さ飯はん事じなことなのか？」

「あ、あ……ごめん」

　闘真は気まずい空気をごまかすため、バックパックからライトを出したとき、耳みみ障ざわりな金属音が、鼓こ膜まくを叩たたいた。

　闘真は反射的に振り向き、ライトで音のした場所を照らす。息を呑のみ、同時に音の主と由宇の間に、自分の体を割り込ませた。

　レプトネーターがそこにいた。大量の土ど砂しやと瓦が礫れきに埋もれて。わずかに自由な脚をしきりに動かすが、レプトネーターにかかっているであろう瓦礫の山の重量を考えると、それはあまりにも儚はかなかった。

「ナイトを気取るのは結構だが、己の実力と状況をもう少し鑑かんがみたほうがいい」

「壊れてる？」

「ああ。君が気絶している間もずっともがいていたが、いまはずいぶんと機能の低下が見られる」

　闘真が近づこうとすると、上から崩くずれたものが地面を叩いた。レプトネーターが動けば動くほど土砂と瓦礫の山は形を崩し、ますますレプトネーターを歪ゆがませていく。

「不用意に近づくな。巻き込まれるぞ。ああなっては、もう何もできない。さて」

　由宇は体を弓のようにしならせ伸びをする。猫を思わせるしぐさだが、彼女の実力を考えれば同じ猫科でも豹ひようかライオンだ。

「銅鉱に落ちたついでだ。確認したいことがあるから私はさらに底に潜もぐる。君はどうする？　ここでレプトネーターと一いつ緒しよに待っているか？　それとも？」

　考えるまでもなかった。







　裸の電球は頼たよりなげに点滅すると次々と灯ともり、岩肌が剥むき出しになった通路を照らした。

「よかった。発電機はまだ生きている」

　発電機のレバーを握ったまま、闘とう真まはほっとした声を出す。銅鉱内は迷宮のように入り組んでいる。懐かい中ちゆう電灯の電池がいつ切れるか解わからないし、なによりも懐中電灯のライトでは、この広い空間を探たん索さくするには心もとなかった。

　由ゆ宇うは明かりのついた岩肌をしげしげと眺ながめては、何かを考えるようなそぶりを見せている。

「ずいぶんと暖かいね。地中だからかな」

「にしては、暖かすぎるとは思わないか」

　由宇は意味深な返事をすると、難しい顔をした。何か気になることがあるようだ。

「外もそんなに寒くなかった。まだ五月前だというのに。そういえば、最初に会ったとき言ってたよね。気候が異常だとか海が暖かいとか」

「その答えは地下にある」

「行けば解る？」

「解る。この様子だと解るくらいに進行してしまっている」

　さらに深部にもぐる鉄製の階段は長年の錆さびで、いつ崩くずれるか解らない怖さがあった。その上、地下水が岩から染しみ出し、嫌いやなぬめりが靴の裏を滑すべらせる。

　闘真は率そつ先せんして先に階段を下りるが、自分が滑りそうになった箇か所しよを、拘こう束そく具ぐをつけたままの由宇がまるで何事もないように歩く様を見て、もしかして自分の気き遣づかいはまったく空振りに終わっているのだろうか、それどころかかえって迷惑になっているのではないだろうか、などという疑ぎ心しん暗あん鬼きにからめとられてしまいそうになる。

　下に行けば行くほど坑こう道どう内の温度は上昇の一いつ途とをたどり、いまや闘真の額から汗が浮いてさえいた。

「暖かいというより、もう暑いよ」

「最悪の事態が起こっていると思って、間違いないな」

「最悪って、どんな？」

「自分の目で見たほうが早い。口で言っても、ピンとこないだろう」

　さらに深部に進むと、坑道内は熱に加え、うなるような低音が聞こえてくるようになる。

「なんの音だろう？　なんか変だよ」

　坑道の奥が一段と明るい。ライトの明かりではないそれは、あたりを赤い色に染めていた。不安が闘真の中で膨ふくれ上がる。低音もそれに合わせるかのようにさらに大きくなっていた。

「心構えをしっかりしておくように。この先にあるのはあまり心臓にいい眺めではない」

　やがて通路は途切れ、その先は深く広い縦穴が広がっていた。元は銅を採掘するための穴だったのだろうが、いまはその面おも影かげはすべてなくなっている。

　闘真は眼下の光景にしばらく言葉を失った。足は震ふるえ、火傷やけどしそうな熱風に煽あおられ、顔は強こわ張ばっていた。

「なんだよ、これ？　なんなんだよ？」

　穴の底は光の届かない闇やみではなかった。灼しやく熱ねつを支配する溶岩が脈動するように動き、岩肌を溶かしていた。

「なんでだよっ！　こんなところに溶岩なんておかしいよっ！」

「おかしくはない。ここは元は銅鉱だ。銅の多くは火山帯に分布する。活性化した火山帯が銅鉱の縦穴と結びついたのだろう」

　由ゆ宇うは落ち着いた声で、最後を不ふ吉きつな言葉で締めくくった。

「これは、近々噴火するぞ」

「噴火って！　……だってこんなのおかしいよ。こういうのって普通、観測されるもんなんじゃないの？」

「誰だれかがデータを改ざんした、と考えるのが順当だろう。なにせ情報操作を十お八は番ことするお家が介入しているからな」

「まさか……真まな目め家？　でも勝かつ司しさんがそこまでやるなんて、信じられない」

　眼下からの灼熱のライトに照らされ、由宇は淡々と語る。

「自衛隊の演習にこれだけの問題を起こして、相手はどのように事後処理をするのか見物だったが。なるほど火山の噴火で、すべての証拠を隠滅させるつもりだったか。責任問題は地震観測所になすりつけ、すべてはうやむやにというシナリオか。あまりスマートな方法とは言えないが、事実関係をごまかすには悪くない」

「でもそんなに都合よく噴火が起きなかったら？」

　由宇は黙だまって空を指差す。

「強力なマイクロ波で揺さぶりをかける。それくらいのことはするだろう」

「ねえ由宇。話を聞いていると、レプトネーターより人工衛星のほうが危険に感じるんだけど」

「君にしてはおつむを使った意見だな。その考え方は間違いではない。レプトネーターは人工衛星シグマを打ち上げるための偽装と言ってもいいくらいだ。私の読みが甘かった。今回の演習ではそう無む茶ちやをしないだろうと思っていたが、真目家の人間が介入したのは完全に予想外だ」

「じゃあ、自衛隊の人を皆殺しにしたのも、レプトネーターで味方まで殺そうとしたのも？」

「どうだろうね。さっきの連中の独断の可能性もある。どちらにしても、いまは気落ちしている暇ひまはない。レプトネーターから制御装置を回収し、シグマを止めるんだ」
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　暗い穴の底でレプトネーターはもがき続けた。

　そのたびにパラパラと何かが崩くずれては、さらに自由を狭せばめていく。

　レプトネーターに瓦が礫れきを押しのける力はない。そう、普通に考えればレプトネーターは脱出不可能のはずだった。

　レプトネーターは唯ゆい一いつ動く脚を動かし、瓦が礫れきをのけようとする。しかし一つ二つ退けたところで、また上から瓦礫が落ち、つぶそうとする力がさらに強まるばかりだ。ついにレプトネーターは脚を動かすのを止やめた。しかしそれは機能の停止を意味しているわけではなかった。

　生き残っている五つのカメラアイがせわしなく周囲の状況を映す。

　唯一自由に動く脚は、己の体の一部をつかむと、ちぎるようにはずした。はずしたそれを地面に置き、さらに別の部品をはずす。レプトネーターの基本構造は複数の細かいパーツから成り立つ。レプトネーターは己の分解を始めたのである。

　一定量のパーツの分解が終わると、はずしたパーツを組み立てる。それが終わるとさらに瓦礫に埋もれている体の分解を繰り返していた。

　三十分もすると、レプトネーターが埋もれていた場所に大きな空洞ができていた。そこにあったものはすべて分解され外に出され、また組み立て直されている。残っているのは瓦礫が崩れないように最低限残されたフレームや部品のみ。

　最後に中ちゆう枢すうである黒いコアを取り出すと、残されたパーツで構成された新たな体に埋め込む。

　瓦礫を支える支柱として残されたパーツは、ついに重さに耐え切れなくなり崩ほう壊かいした。土ど砂しや降ぶりのように、瓦礫が落下し再びレプトネーターを押しつぶそうとする。

　しかし落下物の合間を俊しゆん敏びんに抜け、あっというまに数十メートル離れた場所に移動する。以前とは比べものにならない速さである。

　瓦礫から抜け出すために、四本の脚と二つのカメラアイと、いくつかの武器パーツが失われた。そのかわり、大幅に軽量化されたレプトネーターは、大きな機動力を手に入れていた。






　　　四章　四つ巴
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　麻ま耶やは資料を片手に、珍めずらしく難しい顔をしていた。

「ククルスの資料ですか？」

　怜れいが部屋に入ってくると、中身も見ずに言い当てる。珍しいことではないのか、たいして驚おどろいた様子もなく、麻耶は肯定した。

「人格破は綻たん者しやのようですね。自分の目的のためなら仲間の犠ぎ牲せいもいとわない。非情というよりは、残ざん酷こくな子供という印象を受けます」

　怜は深く首を縦に振り、同意する。

「ミネルヴァはこんな危険な人物をよく組織に加えていますね。私にはそれが不思議です」

「それだけ利用価値が高いのでしょう。ククルスが得意とする手口は危険も少なく、完成度の高い遺産技術が手に入ります。このような人物を使うのは、上にたつ人間の力量しだい」

　麻耶は嫌けん悪おを体の外に出すと、紅茶をひとくち、こくりと飲む。

　電話が鳴り、怜がそれを受け取った。

「ククルスの足取りを捕えたようです」

　麻耶は驚いた顔をする。

「情報が、早すぎませんか？」

　真まな目め家は何百年も前から情報を武器にしてきた。その情報収集術は脅きよう威いの一言で、たいていの人間の略歴ならものの数分でそろう。

　しかし相手は真目家をもってしても、不透明と言わざるを得ない組織ミネルヴァの一員。まさかこうも早く居場所を突き止めるなど、不可解以外の何物でもない。

「おかしなことですがククルスの足跡の消し方がずさんでした。そのため追うのは容易だったようです」

「オトリではないのですか？」

「いえ、それにしてもずさんすぎるかと」

　麻耶はティーカップを手に、目線を心持ち上げ、思案に暮れる。

「誰だれか別の者に追われていた、と考えるのはどうでしょう？」

「かもしれません。いま別働隊がククルスの居場所に向かっています」

「場所はどこですか？」

　怜れいが地名を告げると、麻ま耶やは何かを決意した顔をする。

「その場所ならＶＴＯＬ機で三十分もあればつきますわね。私も急行します」

　怜は少し慌あわてて、自分がこぼした紅茶を急いで拭ふいた。
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「うわっ」

　レプトネーターがはさまれていたはずの瓦が礫れきの山を前にして、闘とう真まは息を呑のむ。瓦礫は完全に崩ほう壊かいし、その姿を確認することはできなかった。

「埋もれすぎだよ」

　由ゆ宇うは一歩距離を置き、難しい顔をする。

「こんなに埋もれるはずはない。しかしどうやって抜け出した？」

　疑問が声となって、口をついた。

　闘真は諦あきらめきれない気持ちで、瓦礫のまわりをうろつく。さらに崩くずれた瓦礫に完全に埋もれたのではないか。一いち縷るの望みを託たくし瓦礫の隙すき間まにライトを当てるが、確証になりそうなものは見えなかった。

　二人はいったん外に出ることにする。レプトネーターを探すのも大事だが、他ほかの人達たちも心配だった。

　途と中ちゆうで見つけたエレベーターに乗って上に行こうという闘真の提案は、あっさりと却下された。理由は何十年も放置されたエレベーターを支えるケーブルが、いつ切れるか解わからないというもっともなものだった。しかし息荒く地上についた闘真は、博ばく打ちしてもよかったんじゃないかと思えるほど、疲労していた。

　長い道のりの末、闘真達は銅鉱の穴をようやく抜け出した。

「……か……れか……助けて」

　しかし一息つく間もなく人の声がする。

「助けてよ。誰だれかあ、俺おれを見捨てないでくれよぉ……」

　星ほし野のがいた。足を瓦礫にはさまれたままの状態で。地じ震しんでまた崩れたのか、車ほどもある瓦礫が星野の上に落下していた。それでも彼が存命なのは、窓としてくりぬかれた１メートル四方程度の狭い穴のちょうど真ん中にいるからだ。

　星野の強運に、さすがの由宇も感心した表情をする。

「私達が助けるまでもなく、君は生き残りそうだな」

　半分本気の発言に、星野は懇こん願がんする。

「そんなこと言わないでくれよ。痛くて痛くて死んじまいそうなんだよ」

「伊だ達てや志し村むらはどうした？」

「知らねえよ。みんな俺おれを見捨ててどっかに行っちまった。薄はく情じようだよ」

　まさか見捨てるわけにも行かず──由ゆ宇うは気にせずすたすたと去ろうとしていたが──二人がかりで瓦が礫れきをのけ、星ほし野のを救い出した。

　足が痛くて歩けないと言い張る星野を由宇はひと睨にらみで黙だまらせ、三人は一路仮設司令部へと向かう。

「なんで俺ばっかりこんな目にあうんだよ」

　大変だねと適当に相あい槌づちを打つ闘とう真まの横で、由宇は外へ連絡する方法を一心に模も索さくしている。それもあってか、人の足音に最初に気づいたのは珍めずらしく由宇ではなく闘真だった。

「誰だれかいる」

　小声なのは、レプトネーターを狙ねらう一団の可能性があったからだ。そしてその判断は正しかった。

「レプトネーターを暴走させた首しゆ謀ぼう者しや達たちだ」

　隠れた瓦礫の陰からそっと様子をうかがう。ミネルヴァと名乗る武装集団と金髪の男ゴールディ。そしてもう一人の顔に、闘真と星野は驚おどろく。

「なんでだよ？　なんで志し村むらさんがあそこにいるんだ？」

「スパイだからだろう」

　こともなげに答えるのは由宇だ。目を見張る闘真と星野に、解わからないほうが不可解だとでも言いたげな眼まな差ざしを送る。

「全部で九人か。レプトネーターにやられた人数を考えると、あれで全部らしい」

「銅鉱のほうに向かうね」

「レプトネーターが穴に落ちたのを見たのだろう」

「でもレプトネーターはいないよ」

「うん。これはチャンスと見るべきか。彼らはしばらく外には出てこない。仮設司令部に急ごう。やってもらいたいことがある。彼らが中にいるうちに」

　しかし仮設司令部についてすぐ三人は異常事態に絶句した。制御室の中は地獄絵図そのものだ。床、壁、ガラス、備品、血のかかっていないものを探すほうが難しかった。そしていたるところに動かなくなった人の体が、だらりと垂れている。

「ちょ、ちょっと待てよ。なんでこいつらまで死んでるんだ？　ここには入れないはずじゃなかったのか？」

　星野が錯さく乱らんした声でわめく中、闘真と由宇は生存者がいないか中の様子を探った。見れば見るほど凄せい惨さんな状況に、闘真はこれをやった人間への憎にくしみと恐怖が湧わく。

　制御室のすみで、膝ひざを抱えている女性の姿が見えた。表情はうつろに虚こ空くうを眺ながめている。それを見て由宇は、悔くやしげにガラスを叩たたいた。

「私の責任だ」

　思いがけない言葉を聞き、闘とう真まは戸と惑まどった。なぜ彼女の責任になるのか。閉じたまぶたの長いまつげが震ふるえている。それが悔かい恨こんの深さを物語っていた。

「これは私の傲ごう慢まんさが引き起こした事態だ。自衛隊員との衝しよう突とつを避けるのに、技術者達たちが危険な場所を不用意に歩かないようにするのに、いい方法だと思った」

「どういうこと？」

　由ゆ宇うは制御室のパネルを開けると、中の機械をいじる。

「待てよ。故障かフレームが歪ゆがんで、開かないんじゃなかったのか？」

　詰め寄る星ほし野のに、由宇はかぶりを振る。

「違う。私が開けられないようにした」

　それを証明するかのように、制御室のドアは軋きしみながらも開いていく。しかし15センチ程度の隙すき間まを見せたところで、ドアは停止した。フレームの歪みの影えい響きようだ。

　半はん端ぱに開いたドアに手をかけると由宇は強ごう引いんに引っ張った。闘真もすぐに手伝う。金属の歪む音と共に、ドアはようやく人一人分通れる位の幅を開ける。

　人の気配に気づいたのか、小さ夜よ子この顔が闘真達を見えない目で感じ取っていた。唇くちびるが震えている。

「お願い。お願い。みんなを助けて……」

　せきを切ったように小夜子の目から涙がとめどなくあふれてくる。涙を流し訴え続ける小夜子を、由宇は胸のうちに抱きしめた。

「すまない。まさかこんなことになるとは」

「助けて、お願い。助けて……」

　懇こん願がんを繰り返す小夜子を、由宇はきつく抱きしめるしかなかった。己の無力さを噛かみ締め、一度だけうめいた。







「しかくどく？」

　闘真と星野が見事にハモった。

「そう。勇ゆう次じ郎ろうの悪あく趣しゆ味みな発明の一つ、視覚毒。正確には視覚脳制御の一機能だ。毒は大別して三種類の感染経路がある。呼吸器感染、消化器感染、皮ひ膚ふ感染。視覚毒は第四の感染経路により、相手を毒殺する」

　由宇は説明を続けた。小夜子は、凍こごえたように体を震わせる。

「光が脳にあたえる影響は、思った以上に大きい。身近な例では『光ひかり過か敏びん性せいてんかん』という症状。赤い光の点滅によって引き起こされる。勇次郎は光と脳の影響を研究し、複雑な光の組み合わせで、脳の分泌物を制御する方法を生み出した。分泌物の制御の仕方しだいでは、体内に毒となるものを発生させられる。Ｄランクの遺産だが、使い方しだいでは広域にわたり影えい響きようをあたえる侮あなどれない代しろ物ものだ」

「だから目の見えない彼女は難を逃れた？」

「そうだ。相手は視覚毒を使う。技術者を確実に殺しにかかったということは、技術独占を狙ねらっているのだろう。ヘリのパイロットを殺したのも同じ手口だと思われる。顔のない死体と入れ替わりスパイとしてもぐりこみ、外部に情報が漏もれないようにした」

　由ゆ宇うは闘たたかう準備をする。といっても両手両足を束そく縛ばくされ、武器は小銃程度しか残っていない状況では、できることが自然と限られるのだが。それでも彼女は制御室にもぐりこみ、何かないかとあさっている。

「レプトネーター開発者達たちは殺した。戦せん闘とうデータは充分にそろった。残るは戦闘データと制御装置の回収、それに人工衛星シグマで噴火を誘ゆう発はつさせ、あらゆる証拠を隠滅する。これでスパイ達の目的は完了だ。そのはずだった」

「でもククルスとかいう人が裏切った？」

「それとも何かで、ククルスをそそのかすものが急に現れたか。あれは予想外だった。しかし制御室の被害はもっと慎しん重ちように行動すれば、防げたはずだ」

　由宇はやりきれない気持ちに唇くちびるを噛かむ。

「そんなことないよ。由宇がドアを閉じてなければ、ええと」

「私、朝あさ倉くら小さ夜よ子こです」

　小夜子の精神状態は闘とう真まに助け舟を出す程度まで回復していた。

「そう、朝倉さんだって助からなかった。間違ったことをしたとは思えない」

　闘真は言葉を口にしながら、それでも由宇は自分を責めるのを止やめないことを薄うす々うすは感じ取っていた。遺産技術がもたらす悲劇。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの娘である由宇は、己の業ごうとしてそれを背負う生き方しか選べないのだろうか。

　しかし彼女は長くくよくよすることはしない。やるべきときにやるべきことをやる心の強さを持っている。

「スパイは志し村むらだ。正確には志村になりすました男だ。彼がヘリのパイロットを殺し、制御室の人達をも手にかけた。視覚毒を使う危険な相手だ」

　由宇は闘真の顔を見た。

「私はあまり無む駄だな発言をしたくないのだが、一応言っておこう。私がこれから向かうのは危険な場所だ。来るなっ！」

「駄目だよ。かじりついてでもついて行く。それに由宇だってそんな格好だと何かと不自由だろ？」

　由宇は憎にく憎にくしげに拘こう束そく具ぐを見ると、ふうと吐と息いき一つつき、あきらめたように笑う。

「君は嫌いやなときに予想通りの行動をする」

「ここまできたら、行くも行かないもないだろう」

「危険だ」

「僕を一人にするほうが危険だと思うけど。何をしでかすか解わからないよ」

　さらに一つ吐と息いきを追加。

「それは脅きよう迫はくというものだ。取引だなんていう詭き弁べんは言うなよ」

「同行を認めてもらえるなら、なんだっていい」

「お、俺おれはどうすればいい？」

　星ほし野のは不安そうに会話に割り込んできた。まさかついてこいと言われるんじゃないか。顔が雄弁に物語る。

「小さ夜よ子こを一人にはできない。君が守れ」

　由ゆ宇うが命じると、首をカクカクと縦に振った。

「小夜子、制御室にあるあれは、レプトネーターの予備部品か？」

「はい、そうですけど」

　由宇はしばらく何かを考え、そして島の中央に目を向ける。

「やれることはやってみるか」

　由宇はそれだけつぶやくと、星野と小夜子の二人を交互に見た。

「君達たちにやってもらいたいことがある。私達がレプトネーターのデータを回収している間に、脱出するための手はずを整えてほしい」
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「あの二人大だい丈じよう夫ぶかな？」

「やってもらわねば、私達全員の身が危ない」

「由宇は大丈夫？」

　首を傾かしげ、何がと聞き返す。

「体のほうは大丈夫なのかなって。前は途と中ちゆうで血吐はいて倒れちゃったから」

　人体工学を極限にまで駆く使しし、筋肉一つ一つをそのとおりに制御し得られる超人的な由宇の身体能力は諸もろ刃はの剣つるぎだ。どれほど驚きよう異い的てきなことをやってのけても、それは頭脳労働。普通の少女とさほど変わらない身体への負担は予想以上に大きい。

「大丈夫だ、とは言い切れないが前ほど酷ひどくはない。前回の反省も踏ふまえて、ずっと抑えてある。私がこうして拘こう束そく具ぐをつけていることにそれほど不満を抱かなかったのも、無む謀ぼうなまねをしてはいけないという自分自身への抑制のつもりだった」

　しかしすぐにうつむき、唇くちびるを噛かむ。

「だが、今回はすべて裏目に出た。もっと早く決着を付ける方法があったはずだ。こんなに犠ぎ牲せい者しやを出さないですます方法があったはずだ。私は……」

　闘とう真まはかけるべき言葉を知らない。

　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産が引き起こす事件の数々。その贖しよく罪ざいを娘である由ゆ宇うは自ら背負い、つねに自分の至らなさを悔くいるのだろうか。誰だれにも解決できない事件を解決したとしても、そこに犠ぎ牲せいがあるなら由宇の心に安あん堵どは訪れないのだろうか。

　かける言葉も見つからないまま、二人は崩くずれた銅鉱の縦穴にたどり着いた。脆もろい足場を下っていき、見覚えのある場所にまで降りる。

　ミネルヴァ達たちの姿は見えない。レプトネーターを探し、もっと奥に下りたのだろうか。

「でもどうやってあの瓦が礫れきを抜け出したんだろうね？」

「大まかな予想はつけている」

　由宇は膝ひざをつき、足跡を指差す。それは銅鉱の奥の暗くら闇やみへと続いていた。

「この足跡を見るに四本脚。……重さも以前の半分ほどのようだ。体の一部を犠牲にして抜け出したらしいな。私が思った以上に……」

　闘真と由宇は足跡を追って闇の手前で足を止めた。

「思った以上に？」

「したたかだっ！」

　叫ぶと同時に闘真を突き飛ばし、由宇は反対側に跳とんだ。空いた空間を何かが真上から押しつぶす。すでにそこに獲物がいないのが解わかると、まるでフィルムの逆回しのように上へ戻っていく。

　突然の襲しゆう撃げき者しやを闘真は呆ぼう然ぜんと、由宇は眉まゆ根ねをひそめて迎えた。

　脚は四本に減り胴体は半分の大きさに縮み、姿かたちこそ大きく変へん貌ぼうしたが、何者であるか解る程度には特徴を残していた。

「まさかレプトネーター！」

「ダイエット効果は大きいな。機動力が格段に向上している。足跡をオトリにする小こ賢ざかしさもある」

　レプトネーターは壁に張り付き、蜘く蛛もかヤモリのように凹凸をたくみに使い岩壁を走る。四つのカメラアイをせわしなく動かし、二人の挙動を観察している。その目が由宇の姿に照準を定めた。

　それを知った闘真は足元にあった折れたスコップの先を、レプトネーターめがけて投げた。はずれこそしたが、レプトネーターに自分が敵対行動を取る意思があることをアピールできた。

　四本の脚は、闘真めがけて走り出した。思いのほか速い足に、一いつ瞬しゆんひるむ。

「馬ば鹿か、何をしている！」

　由宇の制止も聞かず、闘真はエレベーターのほうに走る。いつケーブルが切れて落ちるか解らないといわれたエレベーターだ。

「こっちだ！」

　レプトネーターの突進を闘とう真まは寸前でかわす。闘真の脇わきをすり抜けレプトネーターはエレベーターの壁に激突した。レプトネーターのぶつかった衝しよう撃げきが、エレベーターを大きくぐらつかせる。天てん井じようの上からブチンッと弾はじける音がした。エレベーターの箱を支えるケーブルが、いまにも切れようとしている。

　闘真はエレベーターを飛び出ようとするが、足を払われ、ドアの目前でしたたかに体を打った。その背にレプトネーターの脚が振り下ろされた。とっさに体をひねり、それをかわす。その衝撃が駄だ目め押おしとなった。

　エレベーターの箱が大きくかしいだ。箱を支える錆さびたケーブルはついに限界を超え、ほぐれるようにして切れた。

　ドアの向こうの景色があっというまに上に消えた。由ゆ宇うが手を伸ばして走ってくるのが見えたが、それも消えてしまった。あとに見えるのは、岩肌が猛スピードで流れる景色のみ。

「とおおおまあああああっ！」

　頭上から由宇の声が聞こえた気がした。あんなに必死な声を聞いたのは初めてだ。

　昔ながらの簡易的なエレベーターに、非常時の落下防止機構が備わっているはずもなく、エレベーターは加速度的に落下する。穴の深さは解わからないが、もう助かる速度は超えていた。

　振り返ってレプトネーターを見る。心しん中じゆうの相手としては最悪だが、由宇や他ほかのみんなが助かるならそれもいいと思った。

　猛スピードで落下する箱の中ではレプトネーターもバランス取りが難しいのか、四し肢しをしっかりと壁に付け踏ふん張っていた。

　その姿がユーモラスに映り、口元が自然とほころんだ。と、その瞬しゆん間かん、その微笑に禍まが々まがしさが混じった。葛かつ藤とうの間もなく、普ふ段だんの坂さか上がみ闘真の人格は一瞬にして消し飛んでいた。

　禍まが神がみの血ちは己の死に対し、いっさいの寛容を持たない。いかに闘真が己の凶きよう暴ぼう性せいを抑えようとも、その先に待つのが死ならば、容赦なく表の人格を弾き飛ばす。

　闘真の生存本能、というよりは殺さつ戮りくへの渇かつ望ぼうが腰の後ろの鳴なる神かみの尊みことを抜かせた。

　レプトネーターに感情に該当する機能はない。ただ状況を把は握あくし、与えられた命令を最適に実行するすべを模も索さくするのみである。であるはずのレプトネーターが一歩引いたのは気のせいか。

　闘真はやすやすと立ち上がり、跳ちよう躍やくと同時に天井に刃やいばを一いつ閃せん、穴を穿うがつ。落下した天井の一部がレプトネーターの上部を叩たたき、闘真は穴からエレベーターの上に出た。

　依然エレベーターは落下を続ける。闘真は迷いなく壁に向かって飛ぶと、鳴神尊を突き刺した。尋じん常じようならざる鋭さ故ゆえか、小刀の先は豆腐を裂くように壁の岩にめり込み、縦に切り裂きながら速度を落としていく。エレベーターはすでに遥はるか下降でさらに速度を増し、やがて闇やみの奥に消えた。

「無む謀ぼうだったな闘真よ」

　まるで異質の笑顔を浮かべると、そこから間近の横穴に軽々と飛び乗る。エレベーターとレプトネーターが消えた底は、一いち瞥べつするだけ。

　しばらくして遥はるか地の底から何かが激突した地じ響ひびきが届く。しかしそれさえも闘とう真まの興味の対象とはなりえなかった。

　天てん井じようを見上げる。浮かべた歓喜のそれは、いま闘真を追って降りてきているであろう少女を想おもってか。

「待っていたよ、この日を」

　闘真ははやる心を抑え、ゆっくりと上を目指し、歩き始める。途と中ちゆう、闘たたかうにおあつらえ向きの広間があった。ここがいい。殺しあうのに絶好の場所だ。

　ただ、それには少々邪じや魔まなものが目についた。

「消えてくれないかな、あんた達たち？」

　ミネルヴァの残存兵に向かって、闘真は気だるげに喋しやべる。障害物以上の意味を持たない彼らなど、興味の対象外だ。

　突然の闖ちん入にゆう者しやに彼らの見せた戸と惑まどいはわずかだ。かまえた銃の射線軸が闘真を中心に交差する。引き金はまるで計ったように、いっせいに引かれた。

　しかし弾丸が闘真の体に到達することはなかった。すでにそのとき闘真は、一人目の獲物に喰くらいついていた。すれ違いざま、閃せん光こう一閃。血が噴き出るより速く、闘真は離れる。

「暇ひまつぶしにもならねえ」

　二人目を血の海に沈め、つまらなそうにつぶやく。三人目はあくびと同時に、四人目はついでといった感じで鳴なる神かみの尊みことを振る。

　なぜあんな刃物で、最新鋭の武器を持った自分達の仲間が次々と倒れていくのか。残りの三人は混乱と恐怖から、パニック寸前だった。

　それを見て、闘真は本当につまらなそうにため息をついた。

「少しは楽しませろよ」

　しかしその望みはかなわず、三人はあっけなく命を失った。




　　　　　　　　４




　間に合わなかった。

　間に合わないのは解わかっていた。しかし由ゆ宇うは走り、闘真に向かって手を伸ばした。決して届かない手を。

　エレベーターの箱は穴の底へ急速に小さくなり、やがて暗くら闇やみと溶け合って見えなくなった。

「とおおおまあああああっ！」

　叫びは反はん響きようし虚こ空くうに呑のまれた。それだけだ。あとには何も残らない。

　──生きている。あの能天気な男がこの程度のことで死ぬものか。

　最初に思ったのは気休めだったかもしれない。しかしすぐに心は、そんな感傷をふきとばし、いつもどおりの冷静な彼女の思考が闘とう真まは生きている、という確証をもたらした。

　禍まが神がみの血ち。普ふ段だんの人格が日常を過ごすためのものなら、非日常を支配するのは殺さつ戮りく衝しよう動どうを抱えたもう一人の闘真だ。死を目前にして、それがおとなしくしているとは思えなかった。日常を過ごすための人格に抑えられて、死んでしまっては元も子もない。真まな目め家がそのような欠点を残しているとは思えない。

　闘真の身を案じながらも、周囲に気を配ることも忘れない。しかし本当に彼女にしては珍めずらしく、ほんの少しだけそれはおろそかだった。銅鉱に人が入ってきたことに気づくのが一いつ瞬しゆん遅れた。

　目眩めまいのような光が、由ゆ宇うの視界を襲おそった。とっさに目をつむり両手でガードしたが、ジェイの放った視覚毒は由宇の瞳ひとみを貫いていた。

「けはっ！」

　内臓をやられたのか、口のはじから血が滴したたる。足は体を支える力を失い、たまらず膝ひざをついた。それでも足らず両手で上半身を支える。死に至らないのは、一応はガードが間に合ったか、それともジェイに殺す意図がなかったのか。

　コツコツと足音が近づいてくる。ぼやけた視界を持ち上げると、ジェイの足が目の前で止まった。

「やっぱり生きていたか、志し村むら圭けい吾ご」

「ほう。やっぱりと言われるのは心外だったな。他ほかの仲間と一いつ緒しよにいるのを見られたからか？　いや、はなから予想していたような口ぶりだな」

　志村圭吾──ジェイはふてぶてしく笑った。

「入れ替わりには自信があったつもりだが。俺おれの正体を見破ったのは、二人目だ」

「伊だ達てか。あいつはこういうことには抜け目がない」

　手に持っている物をひらひらと揺らし、勝ち誇った声を出す。

「あんたを束そく縛ばくする拘こう束そく具ぐのカードキーだ。伊達を殺して俺が奪った。お嬢じようちゃんの生せい殺さつ与よ奪だつは俺が握ってる」

「……」

「一つ聞かせてくれ。どうして俺の正体が解わかった？」

　志村圭吾の顔をした男は、彼がもつ陽気なふてぶてしさとはまるで正反対の、陰湿なずうずうしさを前面に出す。

「闘真は死の臭においに敏感だ。最初に会ったとき、おまえとだけは握手をしていない。本人は気づいていないと思うが。あれはおまえにこびりついた死の臭いを感じ取ったからだ。それに神への祈り方も気をつけるべきだったな。十字を切っては、不自然に感じる」

　由ゆ宇うは以前の事件でも闘とう真まが似た反応をしていたことを思い出す。彼が苦手だったと表現したバイト先の女性は、犯人グループの一人だった。

「そうか。うかつすぎたな。もうこの気色悪い仮面とはおさらばか」

　ジェイは指を耳の裏に刺すと、そのままべりべりと顔の皮を剥はぎ地面に捨てた。海岸に裸で打ち上げられていた志し村むらから剥いだモノだ。人の皮を己の顔の筋肉と一体化する。遺産技術がもたらした変装技術である。裏から出てきた素顔は志村とは似ても似つかない顔をしていた。

「お嬢じようちゃんに聞きたいことがある。あんた何者だ？　素直に答えてくれれば、場合によっては生かしておく。頑がん固こに口をつぐむなら」

　ジェイの手のひらがぼうっと光に包まれる。

「視覚毒の威力を存分に味わってもらう。殺してくださいと懇こん願がんしたくなるくらいにな」

「私は……」

「ん？　なんだ？」

　ジェイがかがみこんだそのとき、困こん憊ぱいしていると思われた由宇の体がバネのように跳はねる。それを一発の銃声が阻はばんだ。勢いを失った由宇はそのまま地面に転がり落ちた。

「まったく、憎にくたらしいくらい綺き麗れいな顔してるね。ジェイ、少し油断しすぎなんじゃない？」

　また一人、物陰より姿を現す。手には火を噴いたばかりの愛銃ボニーが握られている。

「おっと」

　肩から血を流しながらなお動こうとする由宇。ジェイはとっさに両手を縛しばる枷かせを踏ふみつけ、上半身の自由を奪った。それでも由宇は柔軟な体を駆く使しし、鞭むちのようにしならせた足をジェイへ叩たたき込む。しかしすんでのところでゴールディの手が、足の鎖くさりをつかみそれを阻そ止しした。

　そのまま足を地面に投げ捨てると、足を踏みつけ由宇の自由を奪う。

「たいした少女だ。こんな格好で」

「この拘こう束そく具ぐも猛もう獣じゆうをつなぎとめる鎖ってわけ？　納なつ得とく」

　拘束具ごと両手両足を踏みつけられ、それでも由宇は動こうともがく。しかしゴールディが乱暴に体を蹴け飛とばすと、ようやくおとなしくなった。

「あまり手荒なことはするな」

「ふん、あんたこそ、ずいぶんとこのお嬢ちゃんにご執しゆう心しんだね？」

「ＡＤＥＭのこのあつかい。興味あるだろうが」

「ふーん」

　ゴールディは意味ありげな視線を送るが、ジェイはそれに応こたえない。

「なあアンタ、何者？」

　ゴールディは由宇に矛ほこ先さきを変える。由宇は無言の返答。それを見てゴールディは嬉うれしそうに笑った。

「そうでなくっちゃね」

　愛銃、ボニーとクライドを取り出すと、シリンダーから弾を五発抜く。残ったのは一発だ。

　ゴールディは慎しん重ちような手つきで勢いよくシリンダーを回し、なにかのタイミングを計りそれを止めた。これで六回に一回ランダムに弾が出るようになる。

　銃口を由ゆ宇うの顔に向けると、彼は心底嬉うれしそうにした。

「ロシアンルーレットなんて安っぽいことすると思わないでくれよ。これから見せる曲芸はもっと面白いものさ」

　言うや否いなや、ゴールディは連続して引き金を引いた。間かん髪はつ入れず鳴った撃げき鉄てつの金属音は連続五回で止まった。

　由宇の目が驚おどろきに大きく見開くのを見て、ゴールディは口を喜びの形に歪ゆがめる。

「シリンダーの回るタイミングを見計らって、六発目に出るようにする。成功率はだいたい80パーセント。一回目で失敗しなくてよかったよ。さあ次はどうかな？」

　またシリンダーを勢いよく回し、タイミングを見計らい止める。銃を向けるが、由宇の表情に変化はなかった。

「気にいらないね、その余裕」

　引き金が再び五回、連続で引かれる。銃声はない。

「もしかしたら弾が入ってないと思ってる？　甘いよ」

　六回目の引き金と同時に銃声がなり、由宇の耳元で地面が弾はじけた。砕けた地面にわずかに顔をそむける。

「おい、ゴールディ、ほどほどにしておけ」

　ジェイがたしなめるが、それは逆効果だった。なぜこうもこの女をかばうのか。ジェイが、自分より今日会ったばかりの女に興味を持つのは面白くなかった。

「この女が何者か知りたいんだろう？　少し痛めつけてやれば、すぐに吐はくさ」

　ゴールディは弾を込めなおすと、不ふ機き嫌げんな声を出す。

「俺おれをあまりいらつかせないほうがいい。シリンダーのタイミングを誤って、五回トリガー引く前に弾が出てしまうかもしれない」

「ゴールディッ！」

　ジェイの制止がゴールディをよけいにいらだたせる。どうしてこの女にそこまで執しゆう着ちやくするのか、彼には理解しがたいことだ。別にスポンサーもこの女をどうこうしろとは言っていない。それなら危険は早々に排除してしまったほうがいいのに。

　ゴールディの目が由宇を冷たく見る。

　レプトネーターもまだいる。そういえばヤツも裏切った。同じ組織と言っても、そこにあるのは利己的な理由での結びつきだけだ。

　ゴールディはシリンダーを回しタイミングを見計らい止めた。ただし五発目に弾が出るように。そう、これはちょっとした事故だ。

　ずっとゴールディを睨にらみつけていた由ゆ宇うの表情に初めて変化が訪れた。少女は薄うすく笑った。なにかを見み透すかしたように。

「その余裕いつまでつづけるつもり？」

　ゴールディは引き金を引く。一回、二回、三回、四回、そして弾が込められた五回目を引いたそのとき、初めて由宇は動いた。顔をそむけ、その頬ほおをかすめ銃弾が地面をえぐる。

　驚おどろきはゴールディの意識に空白の時間を生む。さきほどまでピクリとも動こうとしなかった少女が、まさかこのタイミングで避けるとは。ジェイの意識もまた、銃声にわずかにそれた。それだけゴールディの腕前に信しん頼らいを置いていたと言える。

　時間にすればコンマ一秒にも満たないわずかな時間。しかし峰みね島しま由宇にしてみれば充分過ぎるほどの時間が与えられた。

　由宇の手がわずかにねじられる。それだけでジェイの体は大きくバランスを崩くずした。心の隙すきをつき、力の流れを計算し尽くした彼女ならでは技術。否いや、智術と言うべきか。

　ゴールディはとっさに銃を撃うつが、シリンダーがむなしく回って終わる。とっさにクライドを抜く。こちらは全弾装そう填てんされている。

　しかし倒れるジェイの体が盾たてとなって銃を撃つことができなかった。二重三重の不測の事態が、踏ふみつけていた鎖くさりの緩ゆるみを生む。それを見逃すはずもなく、由宇はあっというまに二人の下から抜け出した。

　それだけに終わらない。立ち上がった少女の指の間には、ジェイが持っていたはずのカードキーがあった。

「いつのまにっ！」

　ようやく体勢を立て直したジェイは、くやしさに歯は軋ぎしりする。しかしまだ拘こう束そく具ぐはされたままだ。捕まえる余裕はまだある。

　焦あせりと余裕が、不用意な接近を選択してしまう。ジェイが一歩踏み込んだそのとき、拘束具は音を立てて地面に落ちた。

　まだはずしていないと思わせたのは由宇のブラフ。人の思考の裏をかき、針の穴のような隙を強ごう引いんに広げていく彼女の十お八は番こだ。

　自由を取り戻した由宇はあっというまに懐ふところに飛び込んできた。

　大きく飛びのいたジェイを由宇はしかし追うまねはしない。なぜか立ち止まる。そして余裕綽しやく々しやくの態度で足の拘束具のキーをほどいた。

「なめたまねしてくれるじゃないか」

「殺すよ。いいだろう？」

「ああ」

　今度はジェイも同意する。生かしておいては危険な相手と察したからだ。殺すのには惜おしいが、最優先事項ではない。

　自由になった由ゆ宇うは、構えるでもなく普通に立つ。いわゆる自然体というポーズである。無防備に見えていかなる状況にも対処しうる。

　ゴールディが一歩前に出て、逆にジェイは一歩下がり腕を組んで静観の構えを取る。

「一人でくる気か？」

「フェアな闘たたかいが好きなんだよ」

　ヌケヌケと言ってのけ、それに由宇は苦笑で応こたえた。二人はじりじりと位置を変え、円を描く。

「こういうのを日本ではダテオトコと言うんだろ？」

「跳ちよう弾だんを使うらしいな。まわりが複雑な形状をした岩肌でも可能か？」

「無理だね。遮しや蔽へい物ぶつがないここじゃ、あまり使う意味はないけど。まさか拳銃の弾までかわすなんて言わ……」

　相手の表情に余裕の肯定を読み取り、ゴールディはついさきほど見事にかわされたことを思い出した。普通の相手ではない。つい外見の先入観に判断を奪われてしまう。

「どこまでかわしきれるか、試してみようか？」

　由宇の足が、ピタリと停止する。それをゴールディは闘い開始の承しよう諾だくと受け取った。

「嫌いやだね」

　由宇は意外な返事をすると、後ろに跳とんだ。ぽっかりとエレベーターの穴がある後ろに、少女の体は吸い込まれるように消える。

「なっ……」

　完全に意表を突かれたジェイとゴールディは、慌あわててエレベーターの穴を覗のぞき込んだ。岩肌と闇やみ以外、何もなかった。




　　　　　　　　５




　由宇が落下した距離はせいぜい数メートルだ。複雑に入り組みあちこちに銅を探した横穴が空いている。その一つに滑すべり込んだ。

　思いがけず時間を浪費してしまった。闘とう真まの身を案じる由宇は、下層へ向かって走る。体の芯しんに視覚毒の影えい響きようが残っている。しかし彼女は行かねばならなかった。体も思ったより動く。

　理屈抜きの本能が、とある下層で足を止めさせた。ジェイとゴールディを相手していたときも出なかった汗が、ひたいに浮いた。

　歩みは自然と慎しん重ちようになり、やがて広い空間に出た。半径30メートルほどのいびつな円形をした大きな縦穴だ。天てん井じようは高く見えない。支柱がでたらめに張り巡らされている。

　空間の中央に、人影はいた。鳴なる神かみの尊みことの刃が頼たよりない明かりに反射している。

「このときを待っていた」

　闘とう真まはこれから始まる殺さつ戮りくの喜びを顔に貼はり付け、由ゆ宇うを見た。
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「やっぱり、いたか」

「俺おれが現れるのは予想済みか」

「普ふ段だんの闘真の人格は日常を過ごすための防御機構だ。非日常との切り替えのスイッチの一つが、死。死の直前にたがは、はずれるだろう」

　由宇はあえて突き放した表現をした。そうすることで胸の奥から湧わいてくる感情を押し殺そうとでもいうかのように。

　濃い血の臭においに由宇は顔をしかめた。七つの死体が見える。これでジェイとゴールディを除き、ミネルヴァの部隊は壊滅だ。

「惨むごいな」

「そうか？」

　闘真は無ぶ遠えん慮りよに、由宇の体を上から下まで嘗なめ回すように見る。

「ずいぶんと、バッちくなったな。体の調子はどうだい？」

「問題ない。この機会を見送る理由はない」

「万全とは言いがたいみたいだが、悪いが今回は見逃すつもりはないぜ」

「だから問題ないと」

　由宇と闘真の顔が同時に曇くもる。闘真は後ろを振り返り、銅鉱の奥に目をやる。そこから金属音が聞こえ、徐々に大きくなっている。やがて金属の巨体が姿を見せた。

「悪いな。邪じや魔ま者ものを残したまま連れてきちまった」

「謝罪の必要はない。私も連れてきた」

　由宇が背後に目をやると、二人の男が現れた。

「これはこれは」

　闘真はジェイを見、ゴールディを見、レプトネーターを見、最後に由宇を見た。そしてなんとも嬉うれしそうに肩を上下させる。

「役者がそろった、というわけだな」







　カッと地を蹴ける音がしたとき、すでに闘真はジェイの懐ふところに入っていた。

「うおっ！」

　闘真のスピードに状況の把は握あくを許されないジェイは、本能のまま目前に迫った死から飛びのく以外になかった。全身が総毛立つ。なお容よう赦しやなく間合いを詰める闘真は、地を前に蹴り急停止した。その鼻先を弾丸がかすめる。

　ゴールディは銃弾を避けられたことに驚おどろき、続けざまに銃を撃うとうとする。だが二発目のトリガーを引く前に、目前の目標は消失した。

　前髪を揺らす風が頭上の存在を教える。振りかざされた刃は、あまりにあっけなく目の前に死を運んでくる。

「ゴールディッ！」

　ジェイの掛け声の意味を察したゴールディは、恐怖からでなくすぐに固く目を閉じる。

　闘とう真まめがけて突き出したジェイの手のひらから、光が弾はじけた。多彩な色の乱舞は鮮せん麗れいかつ鮮烈であるはずなのに、禍まが々まがしさが先立つ。

　闘真の体が宙でくの字に揺らぐ。そのまま地に墜つい落らくすると、赤い雫しずくが口からいくつも垂れた。その体が真横に回転しながら飛ぶ。その軌き跡せきを口からこぼれる血が描く。飛び散る血が続けざまに撃うたれた銃弾によってさらに飛沫しぶきとなって弾けた。

　距離を置き、口の血をぬぐう。

「それが視覚毒か。どんなものか一度体験して見たかったよ。なるほど、面白みがなく品ひんのない死だ。つまらん」

　失望を口にし、闘真は冷たくジェイを射る。

「あれをまともに見て生きているか。驚おどろきだな」

　ジェイは驚きよう嘆たんし、同時に少年に対する警戒心をさらに高めた。

「ＡＤＥＭが介入すると聞いていたが、なるほど手ごたえはある」

　ＡＤＥＭではない闘真だが否定も肯定もしない。所属がどこと思われていようとも、彼の興味の対象ではないからだ。

「この少年といい、あの小生意気な娘といい、本当に殺すのが惜おしくなってきたね」

「そうだな」

　ゴールディとジェイがつぶやく。そこにさっきまでのどこか気取った楽しげな様子はない。伊だ達てがアルファベットと呼んだ、裏に隠れた本当の顔が出てきたというのが正しいか。

「下がってろ」

　ジェイにそう言われ、おとなしくゴールディは立ち止まった。

　闘とう真まは少し怪け訝げんそうに首を傾かしげる。闘真に対しジェイと金髪という二対一の形を取り、なお互角に近い闘たたかいを繰り広げているにもかかわらず、ジェイは一人でいいと言う。

「本気を出させてもらうぞ」

　ジェイの両手が再び光に包まれる。しかし金髪が目をつむらないところを見ると、視覚毒ではなさそうだ。

　闘真は何をするのか静観する。攻こう撃げきを仕掛けるチャンスなのかもしれないが、何をしでかすかという興味のほうが先立つ。闘真の戦せん闘とう能力に唯ゆい一いつ欠点をあげるなら、由ゆ宇うはきっと、相手を殺すことより殺しあいを楽しむ性せい癖へきにあると言うだろう。

「はああああああああっ！」

　顔を両手で包みながら、ジェイは咆ほう哮こうした。全身の血管という血管が浮かび上がる。服のボタンが弾はじけ、服が内圧に耐えられず千ち切ぎれていく。

「はあはあ……がはっ」

　荒い息と共に立ち上がったジェイは、まったく異なる姿をしていた。破裂しそうにパンパンに張った全身の筋肉、太く浮き出た血管、体は二回り以上大きくなり、表情までも力と自信に満ち溢あふれている。

「こうなっては手加減はできない。勢いあまって殺してしまうかもしれないな」

　笑うと同時に、ジェイは闘真に向かって踏ふみ込んだ。

　鳴なる神かみの尊みことを構える間もなく、ジェイのショルダータックルが決まった。岩のような衝しよう撃げきに闘真の体は、糸の切れた人形のごとく何度もバウンドしながら転がっていった。

　驚きよう嘆たんすべきはジェイの踏み込んだ足跡。硬い岩盤が綺き麗れいにえぐられていた。

「こっちは俺おれに任せろ。女はおまえに任す」

「その姿嫌いだから、さっさと決めちゃって」

　ゴールディはそう言うと、ぷいと背を向けた。その姿は少しでも見ていたくないとでもいうように。

　ピクリとも動かない闘真に向かって、ジェイは悠ゆう然ぜんと歩を進める。

「視覚毒は脳内の分泌物を自由に操る技術。使い方しだいではこのような使い方もできる。過か剰じようなエンドルフィンの分泌は俺にパワーとスピードを与え、闘いに邪じや魔まな苦痛を取り除いてくれる」

　倒れたままの闘とう真まの肩が細かく揺れた。死を間近にした痙けい攣れんかとも思ったが、洞どう穴けつ内に響ひびく傲ごう慢まんな嘲ちよう笑しようによって否定された。

「ふ、はははははははっ！」

　嘲笑の主はのんびり立ち上がると、

「この程度で、よくもそこまで自信満々になれるもんだな」

　虚勢にしか感じられない状況で、しかしそう断ずることができないのは、ジェイの胸にシコリが残るからだ。

　闘真の表情はいつのまにか、傲慢から冷笑に移り変わっている。

「しかし一つ自慢していいぞ。確かにエンドルフィンはおまえから苦痛を取り除いてくれた」

「なんだと？」

　疑問に瞬またたいたジェイの右目じりから、血がつうと頬ほおを伝う。次の瞬しゆん間かん、右の眼球に真横に綺き麗れいな亀き裂れつが入り、水分と一いつ緒しよに血ち飛沫しぶきが内圧で破裂した。

「ぐっ、うおっ！」

　右目を押さえ、痛みより動揺でうめき声を出す。

「い、いつのまにっ！」

「おまえがすっとろいんだ。さあて、ご自慢のドーピング効果を見せてもらおうか」

　闘真は鳴なる神かみの尊みことの先端をつきつけ、残ざん虐ぎやくな宣言をする。

「どれだけ痛みに耐えられるかな」







　ゴールディは背後の闘真とジェイのやり取りに気づかないわけではなかった。ただそれ以上の懸け念ねんが、彼を支配し動けなくしていた。

　峰みね島しま由ゆ宇うの姿がどこにもなかった。それだけなら隙すきを見て逃げたと判断するだろう。しかしさらにもう一つの事実が、ゴールディを混乱させる。

　レプトネーターの姿もどこにもなかった。

「どこに消えた？」

　背後で繰り広げられているジェイと闘真の様子も気になるが、それ以上に姿の見えない二者が気にかかる。大きく縦に貫かれた洞どう窟くつの天てん井じようは、洞窟の内壁を支える支柱が無む秩ちつ序じよに無数に並び、光の届かない暗くら闇やみへと溶け込んでいる。その暗闇からキンッと金属の輝きが乱舞する。

　金属の輝きは目まぐるしく場所を変え、途と切ぎれることなく続いていた。

「まさか……」

　それは畏い怖ふをもって吐はき出される。

　きらめく金属の輝きが闇から降りてくると、たとえ予想してあっても、信じられないという気持ちが先立った。

「ジーザスッ……」

　ゴールディは彼の信じる神に、目の前の光景が本当か否いなか尋たずねた。答えは得られるはずもなく、しかし目の前の光景は現実として彼の前に存在した。

　支柱と支柱の間を飛び交い飛来する二つの物体。鳥か猿ましらのごとき動きは、まぎれもなく峰みね島しま由ゆ宇うとレプトネーターだった。

「……化け物だ」







　ゴールディは化け物と同列に扱ったが、由宇が知れば二つの意味で異を唱えただろう。

　一つ、私は遺伝子的に人間である。

　二つ、私は防戦一方である。

　軽量化されたレプトネーターは支柱と支柱の間を跳とびまわり、由宇を追う。

　由宇は地形の利と奇抜な戦法を駆く使しして、レプトネーターと互角の勝負をしているように見せているが、その本質は時間稼かせぎ以上の意味を、いまのところ持っていない。

　体の小ささと肉体の柔軟さを駆使し、由宇はレプトネーターと一定以上の距離を保ち続けた。四本の脚の重い一いち撃げきは、相も変わらず必殺の威力を秘めている。近づくのは危険だった。

　頼たのみの綱つなは闘とう真まの持つ鳴なる神かみの尊みことだが、これにも懸け念ねんがある。闘真が素直に打倒レプトネーターを実行してくれるとは思えない。

　しかしこのギリギリの攻防を阻はばもうとする者がいた。

　殺気が由宇の体を射い貫ぬき、それをなぞり銃弾が飛来した。足を支柱に引っ掛け無理やり体を軌き道どう変更し、殺気の射線から体をはずしやりすごす。しかし同時にそれはレプトネーターの追つい随ずいを許す結果となった。

　暴風のようなレプトネーターの脚の薙なぎが迫る。支柱に引っ掛けた足を離し落下し、さらに支柱を蹴けることで落下速度を加速し、それをやりすごした。目標を失った脚はそのまま暴ぼう虐ぎやくの力を頑強な支柱に振るい、破壊した。

　その間に落下を続ける由宇は、体を反転させ手を伸ばす。予測どおりのタイミングと場所にある支柱の存在をキャッチする。数分の攻防の内に、ほぼ正確に支柱の位置と洞どう窟くつの形状を頭の中に構築していた。重力加速をその支柱を軸に回転へ移行させ、由宇以上の加速度で真上から落下するレプトネーターをやりすごす。

「ブラボーッ！」

　ゴールディは傍観者の立場から手を叩たたいて喜ぶ。しかし由宇は道化の中にまぎれる本物の殺気は見逃さない。
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「これをかわしてみなっ！」

　腰からもう一丁の銃を抜き、両手でくるくる回したかと思うと、体を斜に構え二丁の銃を持った腕をクロスさせる形で構える。キザったらしいその仕草もゴールディの端整な顔にはよく似合った。

「弾はじけなっ！」

　銃声は一発。弾道の延長上に由ゆ宇うの姿はない。しかしレプトネーターの攻こう撃げきをやり過ごしたばかりの由宇は、ぞくりと得え体たいの知れない戦せん慄りつに、反射的に体を回転させる。間かん髪はつ入れず、遥はるか上空から弾丸が飛来する。

　ゴールディが続けざまに銃を撃うつ。そのたびに四方八方の空間から、弾が由宇めがけて飛んでくる。

「跳ちよう弾だんか？」

　紙一重でかわしながら、だが由宇は自分の考えを否定した。あたりは薄うす暗ぐらく天てん井じようや床や壁は荒削りの岩だ。跳弾を操るにしても、その軌き道どうの予測は不可能。

　額に感じた、むずがゆさにも似た殺気。とっさに体を落とし軸をはずす。頭上を空気の亀き裂れつがかすめた。下から撃ったゴールディの弾丸は、真正面から由宇の眉み間けんを貫こうとした。いったいいかなる方法で弾を曲げているのか。

　しかしさらに二発銃弾をよけたとき、由宇は見た。何もない空間で火花が弾け、そこから弾丸が飛来するのを。眼下のゴールディの銃を構える姿を確かめ、すべて納なつ得とくがいった少女は、その唇くちびるに花がほころぶような笑みを作る。

「なるほど」

　ありえない軌き道どうの弾丸を由ゆ宇うは余裕をもってかわした。同時にレプトネーターの一いち撃げきもなんなく避ける。その次も、さらにその次も、四方を無む尽じんに飛び交う弾丸は、由宇の体にかすることすらできなくなる。

　ゴールディは焦あせった。絶対の自信を持った絶技が次々と避けられる。最初は余裕がなさそうに見えた由宇も、いまは弾道を完全に見切ったのか、レプトネーターからの逃走と弾丸の回避の二つをやすやすとやってのけていた。

「馬ば鹿かな、ありえない！」

　ボニーとクライドが同時に火を噴く。二つの弾丸は宙で衝しよう突とつし火花を咲かせ、一方の弾道を跳はね回る少女へと修正する。しかし、すでにそのとき少女はそこにいない。引き金が引かれる瞬しゆん間かん、すでに回避行動に入っていた。

　さらにゴールディを動揺させる光景が視界に割り込んでくる。

「ぐがあああああああっ！」

　ジェイの悲鳴は痛いほど耳をつんざいた。すでに浅くない刀傷がいくつも、全身に何かの模様のごとく刻印されていた。

「どうした？　ご自慢の体にガタがきてるぜ」

　よろけ下がるジェイを闘とう真まは鼻で笑い、ゆっくりとした足取りで追う。

「ジェイッ！」

　意識をジェイに取られすぎた。ゴールディのすぐ頭上に由宇の姿が迫る。とっさに撃うったのは四発。二発は直接、残り二発は回避行動を予測し、宙で弾はじけさせるという奇をてらった軌道。いずれも憎にくたらしいと彼が評した美しい顔を狙ねらっていた。とっさにしては神かみ業わざに近い。

　しかし由宇はそれらすべての上を行く。体をあざやかにひねり、わずかに存在する銃雨の穴に、体をすべりこませる。ゴールディはその姿に、はからずも見とれてしまった。

「タネのわれた手品など、なんの意味がある？」

　意識を現実に戻したのは、少女の涼しげな声。いつのまにか小さな体が目前に落ちていた。遅れて落ちた黒髪が地に触れる間もなく、瞬時に由宇は真横に跳とぶ。さらに遅れてレプトネーターの巨体が落下してくる。

　しかしレプトネーターは、いままでのように由宇を追うことはしない。レプトネーターに敵味方の判別はない。目前にいるゴールディを敵の一人とみなし、新たな攻こう撃げき目標として設定した。振りかぶった脚の先端が、レプトネーターの目の前にいるゴールディめがけて振り下ろされる。

　二丁銃の跳ちよう弾だんのトリックをあっさりと破られ、あまつさえ少女の闘たたかう姿に心奪われ、ゴールディは時の狭はざ間まに立ち尽くした。

「馬ば鹿か野や郎ろうっ！」

　ジェイの怒声が遠く聞こえる。闘たたかいの相手である闘とう真まに背を見せ、ジェイはゴールディのもとへ走る。闘真が背後から斬きりかからないのは、相手への失望かそれとも別の何かか。

　凍りついたゴールディの体を、ジェイが突き飛ばす。レプトネーターの脚は、ゴールディの頬ほおを削るにとどまった。代わりに別の悲鳴が岩壁を反はん響きようする。ボニーと予備の弾薬が岩盤の上を転がった。

　おそるおそる後ろを見たゴールディは、信じられない光景を見た。レプトネーターの四し肢しに体を締め付けられているジェイの姿である。

　彼が自分の身代わりになったことを理解するのに、数秒の時間を必要とした。その間も耳をふさぎたくなるような悲鳴は耐えることはない。

「ジェ、ジェイ？」

　レプトネーターの脚は深くジェイの体に食い込み、人の体がつぶれる音を発している。

　唯ゆい一いつ自由なジェイの右手が、ゴールディに伸びた。しかしその手をつかむことはできなかった。その手をとるために、一歩でも前に動いたら、自分も同じ運命をたどる。その手をつかめと心が叫ぶ。だがもう一人の自分はもう手遅れだと判断する。

　永遠にも感じる数秒のあいだ、ゴールディはただ地面に座り込み、呆ぼう然ぜんと魂たましいを失ったように見ていることしかできない。

　ボキリッと太い音がした。ジェイの目から光は失われ、伸ばされた右手はだらりと垂れ下がる。それは死を意味した。ゴールディの心に現実感がじわりと浸透する。

　気づいたときには悲鳴をあげ、逃げていた。ゴールディの心は最愛の人を見捨てた事実に耐えられなかった。







　ジェイの行動は仲間意識によるものだったかもしれない。しかしそれにゴールディは応こたえることができなかった。

　涙と鼻水で顔をぐしゃぐしゃにしながら走った。逃げた。現実から、己の弱さから、あらゆるものから逃げた。

　どれだけ走っただろう。頭を駆かけ巡るのは、ジェイとの記き憶おく。初めて会ってから今日に至るまで。数え切れないほどの想おもい出だ。しかし最後を飾るのは、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げるジェイの顔。頭が狂いそうになる。

　まわりは霧きりが支配する廃はい墟きよだ。霧はさらに濃く深くなっている。もう数メートル先を見るのも難しい。

　まずい。噴火が近い。予定よりも火山活動の進行はずっと早いようだ。このまま逃げるか。一度くじけた心は、どこまでも転げ落ちようとする。

「……！」

　しかし人の声が折れた心をすくい取った。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「わ、わ、解わかんねえよ」

　男女の声が一つずつ。距離はそんなに遠くない。まだ生きている人間がいる。自然と足がそちらに向いた。

「だ、誰だれだ？」

　視覚で認識できる距離になると、相手もゴールディの存在に気づいた。

　一人は女。民間人の服装から、二ツ橋重工の関係者だろう。もう一人は自衛隊員。小さ夜よ子こと星ほし野のの二人だ。星野は何か大きなものを担かついでいる。レプトネーターの予備部品である。

「なんだ、まだ生きてるじゃないか。開発者は確実に殺しとけって言ったのに」

　星野は銃を向けようとするが、電光石火で現れたクライドが火を噴き銃を弾はじく。

「ににに、逃げるんだ」

　しびれる手を押さえ、星野はろれつのまわらない声で小夜子に言う。

「で、でも」

「逃げられると思ってる？　とくに女。あんたは確実に殺しておかないと。仕事だからね」

　ぬぐえぬ罪悪感を弱者をいたぶることでまぎらわし、心の均きん衡こうを保つ。ゴールディは笑いながら銃を二人に向けた。女をかばう男の姿が気にいらない。いらつく。そこに憎ぞう悪おが生まれた。

「は、はやく逃げろっ！」

「で、でも」

「お、俺おれはいいから。ひひ人を守るのが仕事だから」

　星野は奥歯を鳴らしながらも、小夜子とゴールディの間に入った。

　ゴールディはミネルヴァの中にさえ信用する人間はわずかだった。その中でも信しん頼らいしていたのは、ジェイただ一人だけだった。最後の最後で自分を守るために身をていしてくれたジェイ。なのに、それを裏切った自分。

　大の男がガクガクと震ふるえながら涙と鼻水を垂れ流し、それでも小夜子をかばう星野が目の前にいる。許せない。こんな二人、許されるわけがない。

　自分の頬ほおに流れる雫しずくをゴールディは無視した。いまそれを見てはいけない。偽いつわりが剥はがれてしまう。

「はん、盾たてにもならないよ」

　涙を流すゴールディは笑いながら引き金を絞った。廃はい墟きよの町に銃声の反はん響きよう音おんが尾を引く。

　小夜子は目をつぶった。星野も目をつぶった。しかし訪れるはずの死はいつまでもやってこなかった。

　おそるおそる二人が目をあけると、ゴールディの額に赤い穴が小さく空いていた。自分の身に何が起こったのかも解わからず、ゴールディの狂気に凍りついた顔は、そのまま前のめりに倒れ動かなくなった。

　その背後にはいまだ硝しよう煙えんを立ち昇らせる銃を持った男がいる。左肩を血で真まっ赤かに染め、顔色こそいまにも死にそうなほどに青ざめているものの、そこにいるのはまぎれもなく伊だ達て真しん治じである。

　ゴトリと銃が落ちると、伊達は荒い息で倒れるように地面に片かた膝ひざをついた。何を思ったのか、穴の開いた胸ポケットに手を当て可お笑かしそうにする。

「皮肉なものだ。あの娘を戒いましめる物が俺おれの命を救うとは」

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

「ああ」

　小さ夜よ子こは二度転びながら、なんとか伊達のもとへかけよる。

「俺のことはいい。それよりもなぜ君達たちはこんなところにいる」

「あのレプトネーターの備品でマイクロ波を受信して電力に変換して、それであの灯台の明かりをつけるんです。それで外に知らせられないかって」

「君のアイディアか？」

　小夜子は首を横に振る。

「そうか。ふふ、あいつが考えそうな小こ癪しやくな方法だ。よし、俺も手伝おう」

「駄だ目めですよ。そんなに血の臭においをさせてるのに」

「強がりを言わせてくれ」

　小夜子は見えないはずの伊達の力強い表情を見た気がした。
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「はっ、結局残ったのは蜘く蛛も野や郎ろうと俺達だけか」

　闘とう真まは動かなくなったジェイの体を蹴け飛とばし、頭上を見る。

　そこではさきほどと同じような展開が繰り広げられていた。由ゆ宇うが支柱と支柱の間を飛び回り、そのあとをレプトネーターが追う。

　闘真は介入しない。ただ傍観するのみ。消極的な態度なのは訳があった。眠りについたはずのもう一人の闘真が中で暴れているのだ。いままでにない経験が彼を戸と惑まどわせている。

　この土地は何かおかしい。何かが自分を狂わせている。それが闘真を静観させている。

　由宇もまた闘真の静観に違い和わ感かんを抱いていた。何かあるのかと思うが、いまは問いただすときでもなかった。

　レプトネーターはしつこく由宇を追った。徐々にその距離も狭せばまる。なびく髪や服に脚がかする。その回数が増えていく。由宇の動きに変化はない。レプトネーターが徐々に学習し、行動を最適化してきた結果だ。

　しかし由ゆ宇うに焦あせりの色は見られなかった。足の裏をレプトネーターの脚がかすめても、その表情にはなお余裕を残している。あと二、三回の攻防で追いつかれるのは明らかなのに。

　さらに一いち撃げき。由宇がバランスを崩くずすほどの衝しよう撃げき。さらにもう一歩踏ふみ込みレプトネーターはその脚を少女の体に食い込ませようとした。

　しかし脚を振り上げた状態でレプトネーターは動きを止めた。挙動がおかしくなる。

「待っていた、このときが来るのをっ！」

　由宇は初めて防御一辺倒から、攻撃へと転じた。

　大きく振り上げた踵かかとを真上から振り下ろし、レプトネーターの頭を叩たたく。それだけでレプトネーターはバランスを失い、金属の塊かたまりは落下した。衝突直前、四し肢しを柔らかに使い衝撃を和やわらげようとするが、力足りず腹をしたたかに岩盤に叩きつける。

「電力切れだ」

　立ち上がろうとするレプトネーターの上に、由宇が落下した。

「しかもここは銅鉱だ。銅は電波を通しにくい。君の食事はここには届かない」

　レプトネーターは力を失い芋いも虫むしのように這はう。

「ジ・エンドだ」

　由宇の手にはゴールディの落としたボニーが握られていた。六発の弾丸は寸分たがわず、レプトネーターの中ちゆう枢すう部ぶの収まる装甲を叩く。弾をすばやく装そう填てんしさらに六発。その間もレプトネーターは這いずり回る。由宇は容よう赦しやなかった。撃うっては弾を補充し一点のみを攻撃する。やがて装甲にヒビが生じる。

　さらに弾を込め撃とうとするより先に、ダンッとヒビにめり込んだものがあった。鳴なる神かみの尊みことである。青白い火花がスパークしレプトネーターの全身を一いつ瞬しゆんだけ包み、レプトネーターは最後のあがきとばかりに何歩か走るが、それも崩くずれ落ち、ついに動かなくなった。

「これで邪じや魔ま者ものはいなくなったな」

　下からねめつける闘とう真まを由宇は上からボニーで狙ねらう。しかしその目は闘たたかいとは別のことを考えていた。

「最後の最後、レプトネーターは動いた。もうそんなに内蔵バッテリーは残っていないはずなのに」

「あがきだろ」

「レプトネーターは生物ではない。断だん末まつ魔まの行動などというものは……。まさか鳴神尊か？」

　不可解が由宇の心を捉える。

「はん、それがどうかしたのか？　それよりもせっかく……」

　闘真はいらだちの声を出すが、鳴神尊を握る手が急に震ふるえ出した。

「くそっ、なんだってんだっ！　今日に限って、あいつめ抵抗しやがる」

　鳴なる神かみの尊みことを持つ右手が二者の意思に翻ほん弄ろうされながら、それでも鞘さやへと近づいてく。

「やめろ、俺おれはまだ食いたりねええんだ。極上の獲物が目の前にいるんだ。止やめろ、止めろ、止めろおおおおっ！」

　キンッと涼しい音色が響ひびき、鳴神尊は鞘に収まった。同時に闘とう真まの体は意識を失った。







　その様子を見届けた由ゆ宇うは、まだ納なつ得とくしきれない表情をしていたが、優先順位をすぐに整理しなおし、いま一番必要とされる行動に移った。

　そのまま、気絶した闘真の上をまたぎ、ポケットからキーを取り出すとレプトネーターのメンテナンスハッチを開ける。戦せん闘とうデータを記録したディスクと人工衛星シグマの制御装置を取り出すと、由宇はようやく一息ついた顔になった。

　見計らったように地鳴りと揺れが銅鉱内を襲おそう。

「普通、逆だと思うんだが」

　意識を失った闘真を肩に担かつぎ、由宇はなんとか走り出した。

「まずいな。噴火が近い」

　いくつかの疑問はとりあえず置いておいて、由宇は脱出に専念する。

　由宇にも不注意はあった。坂さか上がみ闘真のもう一つの人格のキーとなる鳴神尊が、なぜおかしな反応をしたのか。地じ震しん、廃はい坑こう奥に濁だく流りゆうする溶岩、それらすべてを総合し理論を構築すれば、普ふ段だんの彼女なら気づくはずだった。

　しかし由宇は己の不注意を見過ごし、闘真を抱え廃坑を登っていく。そのことに最後まで彼女は気づくことがなかった。

　内蔵バッテリーが切れたはずのレプトネーターが、再び立ち上がったのである。







　半分ほど登ったところで、闘真はようやく目を覚ました。偶然にも最初に闘真と由宇が落ちてきた階層である。

「自分で歩け」

　すげなく突き放されても、由宇の身体的ダメージを見て取った闘真は、逆に申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「こんどは僕が……」

　──由宇を担ぐよ。

　最後の言葉は発せられずに終わる。由宇が自分の体を引きずるように走り出したからだ。その行き先はエレベーターの縦穴である。穴の下からどす黒いうねりをともなった赤い光があふれてきていた。

「もうこんなところまで」

　由ゆ宇うと一いつ緒しよにエレベーターの穴を覗のぞいた闘とう真まは息を呑のむ。まだ遠いが、赤々とたぎるマグマが上昇していた。

「急ぐ」

「うん」

　二人は走った。底からの地鳴りは徐々に大きくなり、溶岩の濁だく流りゆうが迫っている。ずっと続いている地じ震しんの揺れも、おさまるどころか、さらに大きくなっている。

　が、永えい劫ごうに続くと思われた坑道もついに終わりを見せた。道の彼方かなたに明かりが見える。その先は外だ。

「あと少し」

　最後の気力を振り絞り走っていた闘真の隣となりから、突然、由宇の姿が消えた。驚おどろいて振り返ると、背後で由宇が倒れている。疲労からではない。体にたまったダメージからでもない。

　由宇の足にワイヤーが巻きついていた。ワイヤーの先を見て闘真は息を呑む。

「……レプトネーター！」

　四し肢しを軋きしませながらも、レプトネーターは二人に迫っていた。その背後には赤々と溶岩が燃えている。

「くっ！」

　ワイヤーにからめとられた足を引きずられ、由宇は叫んだ。引きずられる由宇の手を闘真は今度こそつかまえた。しかしそれは彼女を救うことになるのか。ワイヤーはきりきりと由宇の足を絞めあげている。

「うかつだった」

　苦痛に奥歯を噛かみ締め、それでも冷静さを失わず由宇は話す。

「火山活動時に起こる電磁波現象だ。レプトネーターを動かすほど強いものが発生するとは」

　闘真は手が滑すべらないようにするのが精一杯だ。レプトネーターは少しずつ距離を削り、背後の溶岩もそれ以上の速度で迫っていた。

　鳴なる神かみの尊みことでワイヤーを切るか。なぜか今日は、内なるもう一人の自分を抑制できそうな気がする。しかしワイヤーを切るには、由宇の足は遠い。引きずられないようふんばりながら小刀を振るのは無理だ。

「闘真、行けっ！　この制御装置を伊だ達てに渡してくれ。これがあればシグマを制御できる」

　差し出された黒い箱を見て、闘真は首を大きく横に振った。

「そんなことできない。できるわけないよ」

「ここで二人とも犠ぎ牲せいになることはない」

　熱風が顔を叩たたく。レプトネーターと溶岩はもうすぐそこまできている。

「火山活動でうまれる電磁波がレプトネーターを動かしてるの？」

「そうだ。その可能性を見過ごした私のミスだ。君まで付き合う必要はない」

　レプトネーターを見た。鈍い鋼はがね色いろの装甲に赤々と燃える炎を映している。熱い。頬ほおも手も何もかも焼けるように熱く、闘とう真まの手の中の由ゆ宇うの細い手は、いまにも汗で滑すべり落ちてしまいそうだった。

　だが、一点、頭の奥だけがひんやりと冷めている。この感覚は殺さつ戮りく衝しよう動どうに身を任せているときに似ている。しかし似ているが確実に違っていた。

　自分はいま、とんでもないことをしようとしている。それなのに、なんの確信も論拠もなしにできると感じている。

　次に出た闘真の言葉はあまりにも荒こう唐とう無む稽けいであった。

「電磁波を斬きる」

　由宇は一いつ瞬しゆんぽかんとするが、怒りも笑いもしなかった。苦痛にさいなまれる中、目を細め優やさしい笑顔をつくり、いつもの彼女らしい自信に満ちた声で言った。

「私の推論に間違いがなければ、鳴なる神かみの尊みことにはモノポールが含まれている」

　闘真は最後のためらいを捨て、鳴神尊の柄つかに手をかけた。

「君ならできる」

　由宇の言葉に、闘真はすらりと鳴神尊を抜いた。熱気とは別の何かが、刃を取り巻く大気を揺らめかせた。

　──瞬間、速く鋭く美しい斬ざん撃げきが、空間を奔はしる。

　まばゆい一いつ閃せんは大気に音すら残さない。代わりに見えない何かが、波動となって広がり周辺を呑のみ込み、あたりが一瞬停止したような感覚を残した。

　波動はレプトネーターをも覆おおう。それはいかなる効果をもたらしたのか、火山活動の電磁波を絶たれたレプトネーターは、一度痙けい攣れんするかのような動きを見せ──そしていきなり力を失い、地面に崩くずれ落ちた。最後の最後、わずかに持ち上げられたレプトネーターの前脚。だがそれも、追いついた溶岩流に本体ごと呑み込まれてしまう。

　闘真が必死につかんでいた由宇の体がふっと軽くなった。足に絡からむワイヤーが緩ゆるみ、自由を取り戻したのだ。

「行こう」

「うん」

　ワイヤーを解ほどき、二人は出口目指して走った。そこには青い空もまばゆい太陽の光もないが、白い霧きりに姿をかえた新鮮な空気があった。

　二人が出口から転がり出て三十秒を待たず、溶岩が坑道から外へ噴出する。

　あたり一面は霧だ。どこに逃げていいのかまるで解わからない。

　しかし由宇は確信をもって、ある方向に走った。闘真も並んで一いつ緒しよに走る。

　やがて灯台が見えた。灯台には煌こう々こうと明かりがともり、一定周期でまわっていた。マイクロ波でＧＰＳも磁石も使えない中、唯ゆい一いつ灯台の明かりだけが悪夢の出口へと導いてくれる。

　灯台の下には一台のヘリが待っていた。操縦席では八や代しろ一はじめが手を振っていた。




　　　　　　　　７




　つきとめたククルスの居場所へは、ＶＴＯＬ機からいったん車に乗りかえる必要があった。

　窓の外の流れる景色を見て、麻ま耶やは何か物思いにふけっている。ＶＴＯＬ機に乗っていたときから、同じ様子である。

　奇妙な沈ちん黙もくを破り、怜れいは尋たずねた。

「何も麻耶様が自ら向かうことはないのではないですか？」

「そうですね、私が行っても何も役に立たないでしょう。それでも見ておく必要があるのです。これは私のわがままです。許してください」

「なぜ、そうお思いになられるのですか？」

「私と勝かつ司しの違いはなんでしょう？　にい……闘とう真まとの違いは？」

　ずいぶんと対照的な二人をあげた。要約すると勝司と闘真の違いということになるのだが、怜は共通点を探すほうが難しいと思う。口には出さないが。

　しかし麻耶の気持ちは察した。

「私は現場を知らず、ただ書面のみで物事を判断する人間にはなりたくないのです。私の決定で大勢の人の生き死にが決まる場合もあります。そのような判断を安易に下したくはないのです」

　でもそれは真まな目め家には邪じや魔まな感情なのでしょうね。麻耶は心の中だけでそれをつぶやく。

「私は勝司のようにはなりたくありません。闘真のように……は生き方が違いすぎますが、それでも少しでも知りたいと思うのは可お笑かしいでしょうか？」

　嫌けん悪おと羨せん望ぼうが、いまの麻耶の行動を生んでいる。怜は何も言わずにいた。

「あら？」

　麻耶の顔が景色を追う。目に留めたのは、小さな女の子だ。車と歩行人。すれ違いは一いつ瞬しゆんだが、その姿は強くまぶたに焼きついた。

「どうかされましたか？」

「いえ。綺き麗れいな娘こがいたものですから」

「麻耶様もお美しいですよ」

「あなたもね、怜」

　麻耶はそれ以上少女について語ろうとはしなかった。しかしあることが気になる。少女が両手に重そうに抱えていた、細長い紫の包みはなんだったのだろう。１メートル強の軽く反ったその形状は、何かを連想させる。

「到着しました」

　薄うす汚ぎたない裏路地に下りた麻ま耶やは、場違いな所に自分がいることを強く意識する。すでに真まな目め家の実働部隊が、ククルスがいると思われるビルのまわりを取り囲んでいた。何人かはビル内に突入済みらしい。

「ククルスを発見しました」

　ビルから出てきた実働部隊の一人が、報告する。しかしその顔には戸と惑まどいがある。怜れいが耳打ちでどうしたのか聞く。

「何かあったのですか？」

「麻耶様はお入りになるのは、控えたほうがよろしいかと」

　言葉を聴きき終わるまで麻耶は待っていなかった。あっと驚おどろく怜の声が後ろから聞こえた。自分でも意外なほど俊敏に、麻耶は階段をかけあがる。

　首のない死体がそこにあった。

　首がないことを除けば、いたって普通の座り方だ。血が椅い子すの下に大きく広がっている。遅れて血の臭においが鼻を突いた。

「発見されたときからククルスには首から上がなかったそうです。鋭利な刃物で一刀両断されたようですね。切断面はとても綺き麗れいだ」

　麻耶に追いついた怜は、死体を冷静に検分する。

「くわしく調べてみないと解わかりませんが、いくつかの特徴はククルスと裏付けています。勘かんですが、まず本人に間違いないでしょう」

「そうですか」

　しかし麻耶の心はすでに別のところに飛んでいた。少女の持った細長い物が、何を連想させるのかようやく理解したのだ。

　あのシルエットは日本刀に似ていた。
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　銅鉱内の内圧が限界にまで高まり、小さな噴火を繰り返していた。岩を弾はじく小さな爆発がいくつも起こる。

　あふれた溶岩は低い海へ向かって人工物を押しつぶし溶かしながら進む。発火温度の低い物は、溶岩に押しつぶされる前に燃え落ちていく。

　また内圧の上昇による爆発が起こった。

　大量の溶岩に混じり、何かが転がり出る。岩や溶岩の類たぐいではない。高熱に半分に融とけたそれは、かろうじてだが動いていた。

　レプトネーターである。

　四し肢しは溶けて短くなり、外装も剥はげ落ち、深部にいたるまで深刻なダメージを負っている。完全に停止するのは時間の問題だった。

　しかし唯ゆい一いつ生き残ったカメラアイの視界を、ヘリが横切ったとき、レプトネーターは自らの使命を思い出し、起き上がろうとする。しかし短い脚といかれたモーターでは満足に動けるはずもなかった。そのような状況でヘリに攻こう撃げきをしかけるなど、無理な話だ。

　しかし機械に絶望はない。

　そしてレプトネーターは奇跡を発見する。

　まだ破壊されずに残っていた明るい光を放つ灯台の下に、予備部品が転がっていた。その中にはヘリを打ち落とすのに充分な威力を持ったレールガンもある。

　動かない脚をなんとか動かして、予備部品に近づく。それは赤ん坊が歩く程度の速さだったが、しかし確実に進んでいた。
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「八や代しろ。あれを。一秒でも早く破は棄きしたい」

　ヘリが飛び立ちようやく一息ついたかと思うと、由ゆ宇うはすぐに次の作業に取り掛かる。闘とう真まは疲ひ労ろう困こん憊ぱいでその姿を見ていた。

　八代が由宇に渡したものには見覚えがあった。ＬＡＦＩサード。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが開発した、まったく新しい理論によるコンピュータ。そのノートタイプだ。性能は同系列のＬＡＦＩファーストを含め、前回の事件で嫌いやというほど実感した。

　由宇はＬＡＦＩサードと制御装置をつなげると、キーを無心で叩たたく。レプトネーター以上に危険な使用方法を秘めた遺産、人工衛星シグマを沈ちん黙もくさせなければ、今回の事件は本当の意味で解決しない。

　だが、ふと由宇の視点がモニターをはずれ、横に流れる。

　包帯を巻かれ意識を失った伊だ達てが横たわっていた。小さ夜よ子この話では怪け我がを無視し、灯台に明かりを灯ともす作業に没頭していたのだという。肩を撃うたれ、肋ろつ骨こつが折れている状態でだ。

「少し落ち着いてきたみたい。意識がないのは不安だけど」

「そうか」

　由宇は闘真には理解できない複雑な表情をする。

「心配？」

「いや」

　即座に否定する。

「ただ、私を幼少の頃ころから知っている数少ない人間の一人だ」

　その言葉を闘真はどう捉えていいのか解わからなかった。由宇は自分の作業に戻り、闘真もそれ以上言及はしない。ヘリには沈ちん黙もくが戻り、由ゆ宇うがＬＡＦＩサードのキーボードを打つ音だけが続いていた。

　ヘリが爆風の横風にあおられ揺れる。外を見ると思いのほか進んでいなかった。火山弾や厚い霧きりがヘリの行く手を阻はばんでいる。不安を抱え、闘とう真まは窓の下の島を見た。銅鉱の縦穴から溶岩と黒煙があふれ、島をいまにも塗りつぶそうとしていた。

　その中で、ヘリの誘ゆう導どう灯とうとなった灯台の明かりが、命つきたようにふいに消えた。それと同時になぜか、眼下に新たな光点が一つ輝く。青白い火花に似たそれは、人工の匂においを放っていた。

「まさか……レプトネーター！」

　記き憶おくより一回り以上小さくなり、あちこちは焼け爛ただれ、くすぶりの煙をまとっている。その変わりようを驚おどろくべきか、それともいまだ稼か動どうするレプトネーターに驚きよう嘆たんすべきか。

　半分に溶けた体を引きずり、妙に真新しい部品をヘリに向ける。紫電で包まれた先端の開口部は、口を連想させた。レプトネーター最強の武器、レールガン。厚い装甲を紙切れ同然にする破壊力を有している。

　爆音が空気を弾はじけさせた。プラズマの紫電がヘリとレプトネーターの間を結ぶ。しかしわずかにそれ、ヘリの真下を通過し、その風圧で中の闘真達たちも大きく揺れた。

「レールガンかっ！」

　由宇が視認すると、さらにもう一いち撃げきがヘリをかすめ、風圧で翻ほん弄ろうさせる。さっきよりも距離は近い。

「もっと速く飛べないのか？」

「無理だ。この状況ではこれが精一杯だ！」

　珍めずらしく怒ど鳴なる八や代しろをおしのけ、由宇は無理やり操縦席に体を収めた。

「レプトネーター製作者の思考パターンは読んだ。私に任せろ」

　紫電をまとった弾がヘリに迫る。それを由宇の操そう縦じゆう桿かんさばきが紙一重でかわす。上空から火山弾が雨のように降る。それらもすべてを回避する。さらに由宇は手足を同時に使うヘリの操縦をこなしながら、回避の合間に膝ひざの上に乗せたＬＡＦＩサードを操る。

「島全体に放射していた電磁波をレプトネーター一点に集中させ、出力を最大にする」

　七発目のレールガンの弾は、墜落させそうなほどの暴風に巻きこみ、ヘリを大きく揺らした。

「このままだと当たる。由宇っ！」

「大だい丈じよう夫ぶ。一手先で私が勝つ。八代！　サイクリックとＣＰはまかせた。ペダルは私がやる」

「そんな無む茶ちやな！」

　そう言いつつ八代は横から操縦桿を握った。由宇は自由になった両手でキーボードを操る。

　レールガンの紫電がまっすぐに闘真を見た。ああ、これは当たる。予感めいた絶望に支配されそうになったとき、由宇の細い足が乱暴にヘリのペダルを蹴け飛とばし、しなやかに踊る指が、最後のキーを押した。

「完了だ」

　人が知覚できる領域で何かが起こったわけではない。しかし闘とう真まは確かに見た。否いや、感じた。島全体に広がる力が、レプトネーターに向かって収束するのを。

　人工衛星シグマが発する数百万ワットに相当する電磁波が、一気にレプトネーターに流れ込んだ。許容量を遥はるかに超えた電気量にレプトネーターの全回路は焼け焦こげ、爆散した。
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「……になりそうです。次のニュースです。本日午後七時過ぎ、原子力に代わる次世代のエネルギー候補として期待されていた宇宙発電人工衛星シグマシリーズ七機が、原因不明の故障により、次々と軌き道どうをはずれ大気圏に突入、地球に落下しました。幸い大気との摩ま擦さつで燃え尽きるため、これによる地上への被害はないとのことです。宇宙科学技術省と開発にあたった二ツ橋重工では……」

　勝かつ司しはテレビの電源を乱暴に切ると、面白くなさそうに鼻を鳴らした。

「ふん、ミネルヴァの連中も役に立たないな」

　弧こ石せき島とうに出向いたミネルヴァのメンバーは、完全に連絡を絶った。何か一つでも有益な情報を持ち帰ってくるかと思ったが、望み薄うすのようだ。

　観察していた麻ま耶やの動向も、思ったよりも動きが少なく期待はずれに終わった。もう少し何らかの動きがあるかと思ったが、弧石島に大きく介入した様子はない。せいぜいククルスを追い詰めたくらいだ。

「役に立たない？　それは聞き捨てならないですな」

　コンッと小こ気ぎ味み好よい音が一つ。チェスの美術工芸品としてもっとも有名な「ルイスの駒こま」。精せい緻ちな細さい工くの黒のビショップは、白の陣地めがけて深く切り込んできた。テーブルの向かいに座る老人は銀のステッキに両手を置き、どうかな、と言わんばかりの眼まな差ざしを向けてくる。

　老人の狡こう猾かつな側面を知る勝司は目を細め、深いしわに隠された真意を見ようとする。

「我々ミネルヴァは充分な分析と戦力をもって、レプトネーターの計画を実行した。それを失敗に至らしめたのは……」

　再びコンッと鳴り、盤上では勝司の駒が大胆に黒の陣地に入る。老人の狡猾そうな笑みは曇くもり、しわがさらに深くなった。

「そうきたか。いやいや……失敗に至らしめたのは、安易に我らの情報をＡＤＥＭに流したあなたのせいではないのかね？　そもそもレプトネーターもシグマ衛星も、あなたにはそれほど興味のないことだろう。妹君の、そしてＡＤＥＭの実力さえ測れれば、長い年月をかけて行ったこの計画を捨石にしていいと、そう考えたのではないのか？」

　そして駒こまを一つ動かし、チェックと声にする。

「心外だな。それほどこの真まな目め勝かつ司しが信用ならないか？　仲間を捨石にするとでも？」

「はっはっはっ。いやはや、そうであったな。我われ等らは仲間っ！　同志っ！　仲間の清い犠ぎ牲せいには心を痛めるもの。しかし得るものはあった、とあなたの顔には書かれているが、その説明はしていただけるのかね？」

　何手かの攻防の末、勝司のキングはたくみに黒の追つい撃げきをかわしながら、盤上を大きく横切る。

「解わかりきった質問をするな、Ｍよ。作戦は成功するはずだった」

　Ｍと呼ばれた老人は、ふむとうなずく。

「事前の情報では、ＡＤＥＭから出向いた人間はほんの数人。どんなに能力を高く評価しても、それでもミネルヴァが完敗する状況など考えられない」

　しかし完敗したと、Ｍは苦々しくつぶやく。

「ＡＤＥＭをつつく価値はある。くつがえされるはずのない状況をくつがえすだけの何かが、あそこにはある」

「それがあなたの求めているもの、と考えてよろしいか？　しかしアジアはあなたの妹君の勢力圏。どれほど自由に動けるのか」

「チェスはあなたの国のゲームだ。しかし……」

　チェックメイトという勝司の声に、老人はしわの深い顔をさらにくしゃくしゃにする。

「俺おれが勝つこともある。納なつ得とくいただけたかな？」

「ふむ……」

　よほど悔くやしいのか、一言唸うなったきりＭは黙だまりこくる。

「この屈くつ辱じよくを晴らすには、あなたの国のゲーム、そう、将棋で勝つしかないですかな」

「将棋の起源は最近の諸説では、チェスと同じインドだ。しかし一つ決定的な違いがある。殺すだけが能のチェスとは違い、将棋は奪った敵の駒も利用する。その奥深さはチェスの比ではないな」

「はっはっ。敵も味方も利用する。さらにあなたの得意分野というわけか」

「俺？　あんたの間違いじゃないのか？」

　Ｍは立ち上がると、軽くステッキを振り回す。

「今日はおめおめと、退散させていただこう。いずれまた、あらためて」

　ステッキで一度、床を打った。それだけだ。それだけの動作で、忽こつ然ぜんと老人は勝司の目の前から消えた。

「ミネルヴァのＭ、マジシャンか」

　勝司に驚おどろく様子はない。あらゆる防犯システムに守られた部屋から、いっさいの足跡を残さず消え去る。マジシャンと呼ばれる理由の片へん鱗りんを、何度見せられたことか。

「タヌキが。ククルスを裏切るようそそのかしたのが、おまえだと気づいていないと思うのか。しかし何をたくらむ？　ミネルヴァも一枚板とは言いがたいようだな」

　だからこそ利用しやすいのだが。

　ミネルヴァはしょせん捨すて駒ごまだ。どうなろうがかまわない。今回の事件でも、メンバーの誰だれが死のうと勝かつ司しには関係なかった。だが、一つだけ気になることがあった。

　ミネルヴァではない。マジシャンでもない。まして麻ま耶やの一派でもない。

　いったい誰が、ククルスを殺したのか。
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　ヘリはようやく火山の影えい響きよう下かから離れようとしていた。

　白い眺ながめがどこまでも続く。闘とう真まはその眺めともいえない眺めを見ていた。目の前の少女を見ていたいのだが、いざ落ち着いてみると悪夢のような島での出来事がよみがえり、どう声をかけたものか、考えあぐねている。小さ夜よ子こと星ほし野のは、後部座席で眠っていた。

「今回のことでも君に世話になった。礼を言おう」

　つかの間の二人きりの空間。沈ちん黙もくを先に破ったのは由ゆ宇うのほうだった。

「お礼なんて……僕は今回もずっと由宇に助けられっぱなしだった」

「そんなことはない。君が来てくれなければ、私は死んでいたかもしれない」

　向かいのシートで由宇は微ほほ笑えむが、すぐに真顔に戻り闘真をじっと見つめた。

「ただ、君に忠告しておきたいことがある」

「なに？」

「鳴なる神かみの尊みことのことだ」

「……？」

「これは私の推論だが、おそらく間違いない。電磁波を斬きったことで、その小刀の正体を確信した。まさか真まな目め家がそんなものまで所有していたとは、正直、驚おどろいている」

「そんなご大層なものなの？」

　由宇はため息をつき、小さく首を振った。

「理論上の存在のはずだ。あったとしても宇宙空間のどこか。地球上にはないものと思っていた。鳴神尊にはモノポールと呼ばれる物質が含まれている」

「モノ……なに？」

「モノポール。磁気単極子と呼ばれるものだ。文字通り単極の磁石」

「それが、そんなにたいしたものなの？」

　闘真の反応に、由宇は今度こそ心の底からのため息をつく。

「モノポールと言ってもことの重大さが解わからないか。世界中の学者が、やっきになって探しているシロモノだ。だが、君のほうがよほど不可思議というべきだろう。モノポールは理論上とはいえ、正体は解わかっている。それにひきかえ君は、それの原理も何も知らず、感覚のみで使いこなしている。その小刀より恐ろしい」

　そこで由ゆ宇うは、一度言葉を切った。闘とう真まは由宇と自分の持つ鳴なる神かみの尊みことを交互に見る。由宇の言っていることはよく解らない。モノポールなんて言葉を、闘真は今日初めて聞いた。

「君の二重人格はそのモノポールの影えい響きよう下かにある。モノポールと磁気と、生体電流が結びつき電磁波を作り……君はその電磁波によって人格が切り替わる。坂さか上がみ闘真」

「う、うん？」

「君が君のままでいたいなら、もう二度と鳴神尊を使ってはならない」

　鳴神尊を持たない闘真はただの高校生だ。二度と使わぬということは、同時にわずかに芽生えた闘真と由宇の接点が無くなることを意味している。しかしその言葉を、由宇はためらうことなく口にした。

「これは私も予測できなかった出来事だが、君の脳には特殊な処理が二つされている。一つは真まな目め家が施ほどこした人為的な二重人格化。いまの君と鳴神尊を使う君だ。そしてＮＣＴ研究所で施されたブレインプロテクトによる意識操作。この二つが結びつき、予測できない副作用が生まれつつある」

「どういう……こと？」

「君ともう一人の君の壁は薄うすれつつあるということだ。君はやがてもう一人の君の殺さつ戮りく衝しよう動どうに侵食され人を殺したいと思うようになるだろう。今日の君はいままでにないことが二つあったはずだ。一つは君が鳴神尊を素で使えたこと。さらにもう一つ、スパイである志し村むら圭けい吾ごの死の臭においを嗅かぎ取ったこと」

「え、え、嗅ぎ取ったって、そんなことした？」

「やはり無自覚か。最初に会ったとき、他ほかの三人とはためらいなく握手したのに、志村にだけは会え釈しやくで返した。志村は仕方なく手をひっこめたよ」

「そんなの、ぜんぜん……」

　気づかなかった、と闘真は絶句する。

「君は闘たたかわなくていい。いや、闘うな。今後二度とＡＤＥＭや私にかかわるべきではない」

　闘真は口を開きかけ、しかし由宇の真剣な目に、何も言えなくなった。由宇が自分を大事に思っていてくれるからこそ、言ってくれている言葉だというのが伝わってくる。

「このままだとそう遠くない未来、君は壊れる」

　由宇がそう言ったのを最後に、ＡＤＥＭの人間がやってきた。事務的な手つきで由宇の手足に枷かせをはめ、体を分厚いベルトで椅い子すにくくりつけはじめる。

　何か言わなくてはいけない。でなければなんのために自分はここに来たのか。あれほど焦こがれた少女が目の前にいるのに、ここでこのまま別れたら、もう二度と会えないかもしれないというのに。

　だが、どうしても闘とう真まには言葉が見つからない。目の前で、由ゆ宇うの枷かせはどんどん増えていく。由宇の黒い瞳ひとみも伏せた長いまつげにさえぎられ、表情も解わからない。

　最後に男が、由宇に目隠しをしようとしたとき、闘真はやっと喉のどの奥から声を絞り出した。

「あ、あの、ちょっと待ってください」

　男はなんだとでもいうふうに闘真を睨にらんだ。

「あの、目隠しだけは、せめて霧きりを抜けるまで待ってもらえませんか？」

「なぜだ？」

　きつい詰きつ問もん口調だ。

「だって彼女は……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　闘真の声を撥はね退ねけたのは、他ほかならぬ由宇だった。

「私は大丈夫だ」

　そう言って、最後に闘真をじっと見た。深く澄すんだ黒こく曜よう石せきの瞳は、一いつ瞬しゆんだけ闘真をはっきり映し、すぐに目隠しに隠された。

「由宇……」

　闘真はうつむき、ただ唇くちびるを噛かむことしかできない。

　あまりのふがいなさに、闘真の手のひらに爪つめがくいこむ。そのとき、ふと思いだしたように由宇が言った。

「そうだ。君に頼たのみがある」

「何？」

　闘真はパっと顔を上げた。何か彼女の力になれるのなら、なんでもしようという決心を満面にたぎらせて。だが、彼女からの頼みは、いささか意外なものだった。

「真まな目め家の力を借りるのもシャクだが、上手く取り計らってくれるだろう。志し村むらという隊員、スパイではなく、殺されたほうだ。彼と同じ部隊に、高たか瀬せという若者がいたはずだ。彼の遺族に伝えて欲しい言葉がある」

　その言葉を闘真に伝え終わり、闘真が神妙に約束する、とうなずくのを見て、由宇は静かに微ほほ笑えみ、そしてきっぱりと言った。

「もう二度と、遺産にはかかわるな。鳴なる神かみの尊みことを使うな。この意味が解るな？」

「そ……そんな、ちょっと待って、そんなのいやだよ、由宇！」

　由宇の言葉に、闘真は必死に首を振る。

「今回だって、なんとかなった。だから、何か方法があるはず……」

　必死にあらがう闘真を、由宇の小さな吐と息いきがとめた。隠されて見えない眼めが、じっと闘真を見て微笑むのが見えた気がした。そして由宇は優やさしく、強く、もう一度同じ言葉を繰り返した。微笑みの裏に、悲しみをにじませて。

「私は、いまの君が好きだ。おろおろしながらも、必死で人を助けようとする君が好きだ。いくら強くても、私を助けてくれたとしても、笑いながら人を殺す君を、見たくはない。だから……さよなら、だ」
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　ＡＤＥＭのヘリが上昇するのを、呆ぼう然ぜんとしたまま闘とう真まは見上げていた。

　強い風が心の空洞を吹き抜ける。

「ご無事でなによりです」

　後ろから、聞きなれた声がした。

　麻ま耶やの姿を見ても闘真はどういう顔をしていいか解わからない。しかし麻耶には明確な目的があったようだ。

　迷いなく闘真の目の前に歩み寄ると、容よう赦しやのない平手打ちが闘真の頬ほおを鳴らした。それがようやく、闘真を現実に引き戻す。

「……ごめん。また真まな目め家の禁を破っちゃったね」

「そんなことじゃありませんっ！」

　麻耶は珍めずらしく激情を口にし、泣きそうな顔を闘真に向ける。

「心配したんです。とてもとても心配したんです」

「ごめん」

「でも無事でよかった」

　いまにも泣きそうな顔で、頭をこつんと胸にぶつけてくる。闘真はヘリからなんとか目をそらし、麻耶を見た。真目家のナンバー２。この少女がこんな表情を見せるのは、自分の前だけであることを闘真は知っていた。表情は見えないが肩が震ふるえている。だから、闘真は麻耶の肩にそっと手を置こうとし──そのとき、心音が一つ、大きく鳴った。

　なんの予兆もなかった。なんのきっかけもなかった。なんの理由もなかった。突然、目の前の女を殺せと、心の奥が命じた。

　心構えをするいとますら与えられず、体の芯しんが黒く塗りつぶされていく。禍まが神がみの血ちが鎌かま首くびをもたげ、殺さつ戮りく者しやの衝しよう動どうが目の前のか細い少女の体を斬きり裂けと誘ゆう惑わくする。

　闘真は麻耶の肩に手をやると、寄りかかっていた麻耶の体を無理やり突き放した。麻耶の体が離れると、衝動はそれだけで、あっけなく霧む散さんした。

「に、兄さん？」

　驚おどろいた顔が目の前にある。麻耶の大きく開いた目は、優やさしい兄の突然の行動が、信じられないと語っていた。

「あ、あ……ごめん、麻耶」

　とっさに、闘とう真まの口から言葉がすべり落ちた。

「あ、いまのはその……僕は……あの島で、七人も殺したから」

　麻ま耶やの顔が苦しそうに歪ゆがむ。逆に闘真はいまのいままで、自分がそのことをまったく気にかけていなかったことに、内心、愕がく然ぜんとする。

「……だから、ごめん。まだ、禍まが神がみの血ちが暴れてる。だから近づかないで」

　真実だが真実でない。だが自分でも驚おどろくほど簡単に、言い繕つくろう言葉は浮かんできた。

　麻耶は戸と惑まどい、そしてすぐ納なつ得とくしたかのように、そっと一歩下がった。

「すみません、兄さん」

「なんで麻耶が謝るんだ。悪いのは僕だよ」

　すぐに消えた情動。しかし確実にそれは、禍神の血の存在を示し唆さした。あまりにもたやすく浮き上がってきた。実感が四し肢しにまで行き渡ると、闘真の体に冷たい汗が浮く。

　由ゆ宇うの言葉の通りなのだろうか。真まな目め家とＮＣＴ研究所の二つの心理操作のため、二つの人格の境界が薄うすれつつあるのだろうか。

「どうして、皆、何が欲しくてこんなことをするんだろう」

「……兄さん？」

　静かな、けれども深いところから湧わき上がる疑問。怒り、と表現するのが一番近いのかもしれない。

　それはいったい何に対しての怒りなのか。禍神の血か、真目家か、峰みね島しまの遺産か、それを欲しがる私欲にまみれた世界にか、何もかも背負い込もうとする由宇か──それともそれが解わかっていながら何もできない自分のふがいなさに対してか。

「……麻耶」

「なんですか、兄さん」

「親おや父じが、いまどこにいるか解る？」

　自分の中に流れる殺さつ戮りく者しやである禍神の血。いままで逃げてきたそのさだめを知っているのは、父である真目不ふ坐ざ以外にいない。

　突然の闘真の申し出に、麻耶は戸と惑まどった顔をした。

「お父様の所在は、トップシークレットなので、私にも解りません。連絡をとることはできますが」

「連絡をとってくれないか？　できればなるべく早く」

「なんの、ためにですか？」

「親父に会いたい」

　麻耶は息を呑のみ、闘真は空を見上げる。

　由宇を乗せたヘリは遠ざかっていき、やがて黒い点となり音も消えた。

　霧きりはまるで悪意の産物であるがごとく、いまごろになって綺き麗れいに晴れた。あとに広がるのは、澄すみ切った青い空。

　最後まで彼女が見ることがかなわなかった、どこまでも青い空だ。






　　　エピローグ







　アメリカ大統領が空港に直接迎え出る人物はおのずと限定される。

　第四十五代大統領ジェパーソンは、珍めずらしく緊きん張ちようした顔で空港に立っていた。まわりには警護のＳＰが何十人と控えている。

　やがてＶＴＯＬ機が一機、空の彼方かなたから現れ着陸した。

　誰だれもが注目する。アメリカ大統領が自ら、ホワイトタイで非公式に出迎える人物とは。

　しかしコックピットが開きそこから飛び降りたのは、十二、三歳の少女だった。緩ゆるやかにウェーブした亜あ麻ま色いろの髪に、華きや奢しやな体を穢けがれのない真っ白なワンピースで包んでいる。気品のある顔立ちだが緑色の瞳ひとみがやや表情に欠けていることからも、高級なビスクドールを思わせる。もし孫にいたら誰だれもが溺でき愛あいしてしまいそうなほどに愛くるしい少女だ。

　少女の手には不釣合いな朴ぼく訥とつな木の棒が握られている。

　これが大統領が迎えに来た人物なのか。孫か娘なのだろうか。誰もがそう思い大統領の顔を見るが、そこにも同じように驚おどろいている顔があった。なぜ、と。

「ふんっ」

　しかし続いて飛び降りた初老の男性を見て、大統領はほっとした顔になる。

　初老の男性は一目で日本人と解わかる格好をしている。大柄な体を和服に包み、腕は袖そでの中。めんどうくさそうにまわりを見渡しながら、えりの間から覗のぞかせた手で顎あごをさすっていた。

「ようこそＵＳＡステイツへ。歓迎いたします、ミスターフザ・マナメ」

　大統領は親愛の証あかしとして手を差し出す。初老の男性は惚ほれ惚ぼれしそうな笑みを浮かべると、その手を握った。

「いや、すまんすまん。急にこっちに用事ができてな。お詫わびといってはなんだが、土産みやげがある」

「ほう、なんですかな？」

「ほら、これだよ」

　布包みに包まれた、スイカくらいの大きさの丸いものを大統領の手の上に置く。

「これはうれしい。中はなんでしょう？」

「見れば解る」

　不ふ坐ざの表情は変わらない。手にしたものの不ふ吉きつな重量感に、大統領の背に冷たいものが流れる。不坐は相手の反応は気にもとめず、頂点にある結び目を解ほどいた。花が咲くように包みが開く。現れたものを見て、大統領は思わず悲鳴をあげ投げ捨てた。

　生首がころころと転がり、綺き麗れいな切断面を上にして止まった。

「ほう、気に召さぬか？　おまえさんがたの仲間だというのに薄はく情じようなことよ」

「仲間？」

「ククルスと言えば、解るだろう」

　ＳＰの銃がいっせいに不坐に向けられる。

「くっくっくっ、真まな目め不坐もじつになめられたものだ」

　不坐は心底おかしそうに笑うと、後ろに控えているまだ十二、三歳の少女に視線を移した。子供が新しいオモチャで遊ぶ顔だ。

「クレール」

「はい」

　クレールの応こたえに抑揚はない。感情がすっぽりと抜け落ちている。

「大統領を殺せ」

「了解しました」

　なんでもないことのように命じ、なんでもないことのように承しよう諾だくする。

　唖あ然ぜんとする間もなく、少女は奔はしった。まるで矢のように低く鋭く飛んでいく。疾しつ走そうになんの障害も与えず、１メートル強はある長い刀を抜く。夜の闇やみを反射するその輝きは、本物であることを雄弁に物語る。

　ＳＰが少女と大統領の間に割り込んだ。旋せん風ぷうと共に血が舞い上がった。命ごと断ち切られたＳＰが落ちる前に、クレールはその間を駆かける。

　白いワンピースに紅あかい華はなが艶あでやかに咲く。殺意の先端が大統領の目前にまで迫った。

「待て」

　クレールは止まった。剣の切先が、大統領の喉のどに触れている。
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「俺おれの馬ば鹿か息子と組んで何かしでかそうとしたらしいが、ほどほどにしておけ」

　不ふ坐ざはＶＴＯＬ機に身軽に飛び乗ると、クレールもあとに続き膝ひざの上に乗った。

「さて次はオイタの過ぎる子供達たちに、カツを入れてやらんとな」

「はい」

「そうそう。兄弟と会えるのはクレールだけじゃないぞ。おまえの持つ刀も、久しぶりにまみえることになるな」

　ＶＴＯＬ機はＳＰ達の無残な死体と、一個の首と、呆ぼう然ぜんと座り込む大統領を残し、爆音と共に上昇すると東の空に消えた。






　　　あとがき




　見ての通りあとがきは一ページです。改行なんて贅ぜい沢たくは許されません。書けることといったら感謝と謝罪の言葉くらいです。このままいかせてください読みにくくてすみません。まずは謝罪から。担当の高林さん、色々ご迷めい惑わくをおかけしました。一ページのあとがきが迷惑のすべてを物語っています。つぎはポジティブに感謝の言葉。山本ヤマトさん、ゴールディかっこよすぎです。彼にこう言うのはいろんな意味で危険ですが、惚ほれました。潤おにーちゃん、弓さん、ゆきちゃん、彰兄貴、ぐらぐらのほったて小屋だった今作品を補強どころか、塗装までしてくださってありがとうございます。そして睦月れいさんのリアルお兄様。一巻のあのご指摘がなかったらと考えただけでも恐ろしいです。このシリーズの救世主と呼ばせてください。

　最後はちょっと贅沢に改行して読者の方に感謝のお言葉を。一巻を買ってくださり、ありがとうございました。無事二巻が出せたのは、一巻で応援してくださった皆さんのおかげです。今作も満足していただけるようがんばりましたが、いかがだったでしょうか？　おかげさまで三巻も書けそうです。次巻でもお会いできることを願って、一ページあとがきを終了します。





２００３年11月　　　葉山　透
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葉は山やま 透とおる

神奈川県在住。海が好き。デビュー作から本書にいたるまで、気づけばすべて海が出てきた。著者近影がわりの写真は、今までに拾った珊瑚や貝殻のコレクション。しかしここ最近は海から遠ざかる生活のため、禁断症状に悩まされる日々。
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山やま本もとヤマト

１９８３生まれ。茨城県出身。

最近気付いた事：もしかしたら高所恐怖症なのかもしれない。
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